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は し が き 

	  

   本報告書は，平成30年度学生支援の推進に資する調査研究事業（JASSOリサーチ）

の採択課題「日本学生支援機構貸与型奨学金受給が学生の収入・生活費・生活時間

に与える影響に関する実証的研究―傾向スコア・マッチングによる検証―」の研究

成果をまとめたものである。	

	 現在，日本の貸与型奨学金制度は岐路に立たされている。2010 年代後半から貸与

型奨学金に対しては，それが若者の貧困や格差の再生産・拡大の一因となっている

という厳しい批判にさらされている。さらに，2017 年 12 月に閣議決定された「新し

い経済政策パッケージ」では，授業料の減免措置の拡充や給付型奨学金の支給額の

大幅増が謳われており，貸与型奨学金を補完するような，新しい学生への経済支援

が本格的に稼働している。現在の日本の高等教育制度において貸与型奨学金制度は

どのような機能を担っているのか，そして未来においてどのような機能を担いうる

のか，貸与型奨学金制度について改めて精査する必要が高まってきている。	

	 こうした背景のもと，本報告書は，その採択課題の一つとして，貸与型奨学金の

受給が学生の大学生活にどのような影響を与えているか，傾向スコア・マッチング

を用いて，学生の「収入」・「生活費」の経済活動および「生活時間配分」の 2 つ側

面から精密な記述を行うものである。また，報告書は筆者の博士論文を基に修正し

たものでもある。本報告書が，関係者各位にご活用いただければ幸いである。	
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序章 研究の目的：奨学金の使い道に着目して 

     

1 研究の背景と目的  

1-1 日本学生支援機構奨学金の制度的な位置づけ 

	 日本の奨学金制度の源流は，1943 年に発足した大日本育英会（後の日本育英会）

の無利子貸与型奨学金に求めることできる。この制度はその名の通り「育英」，すな

わち相対的に少数の優秀な学生に対して重点的な経済支援を提供する機能を主眼と

していた。実際の制度運用面についても，卒業後に教職に就いた者等を対象とした

返還免除制度を備えており，給付型奨学金の側面もあったと言える。このような手

厚い経済支援を提供できたことの背景には，当時の高等教育制度が量的な拡大の時

期を迎えていなかったことが挙げられる（白川 2012）。 

	 1984 年，奨学金制度の戦後はじめての転換が起こる。このころから大蔵省は財政

健全化を追求する姿勢を強めており，そのプレッシャーを受けて部分的にではある

が有利子貸与型奨学金がスタートする。このとき，奨学金の目的には「育英」に加

えて「機会均等」が明記されており，有利子貸与型奨学金は相対的に少数の者への

手厚い経済支援というよりも多数の者への幅広い経済支援という機能を帯びること

となった（同上書）。 

	 その後，入学料や授業料の増額といった高等教育の私的負担が増加する流れと高

等教育の量的拡大が続き，1999年には「きぼう 21プラン」が発足する。「きぼう 21

プラン」は部分的に導入が進められていた有利子貸与型奨学金の規模を拡大するも

ので，審査基準の緩和と受給者枠の大幅な拡大が行われた。1990 年代の行政改革の

嵐の中で，日本育英会は日本学生支援機構へと改組され今日に至っているが，奨学

金制度の基本的な枠組みは今日にも継承されている（白川・前畑 2012）。 

	 このように財政的な観点から見ると，有利子貸与型奨学金は財政健全化のプレッ

シャーという予算圧縮のベクトルと高等教育の量的拡大という予算拡大のベクトル

がぶつかりあう中で生じたものであることがわかる。 
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1-2 日本の奨学金制度の問題点 

	 上述したような複雑な社会的背景をもって生まれた有利子貸与型奨学金は，制度

の内部構造にもジレンマを抱えることになった。このジレンマは今日の奨学金不信

へとつながる一つの契機だと言える。 

	 そもそも有利子貸与型奨学金は，高等教育の量的拡大を支える財政制度の一環と

位置づけられている。奨学金は学生そのものに対する経済支援であるとともに，学

生納付金による学生を経由した高等教育機関への財政支援の側面も持っている（白

川 2018）。すなわち，奨学金制度によって経済的条件に恵まれない学生に進学機会を

提供すれば，それは高等教育機関が多くの学生（しかも奨学金によって経済的に安

定した学生）を獲得することへとつながる。これによって高等教育機関は財政基盤

を強化することができる。この意味で，奨学金は学生個人だけのためのものとは言

い切れないものである。 

	 一方で，有利子貸与型奨学金は金融商品いわゆる教育ローンでもある。きぼう 21

プランは，国が財政投融資計画に基づいて金融市場から資金を調達し，その資金を

学生支援機構に融資することで財源を得ている。学生支援機構は，こうして得られ

た資金を学生に貸与するだけに過ぎない。実態的には，学生およびその保護者（保

証人）は金融市場でのローンを組んでおり厳格な返還義務が課せられるとともに，

未返納などの問題を生じさせてしまうと当人の社会的・経済的な信用問題へとつな

がることになる。そしてその責任は，公共的な枠組みではなく，あくまでもローン

を組んだ当人である学生およびその保護者という一個人が引き受けなければならな

いのである。 

	 つまり有利子貸与型奨学金は，教育機会の均等や高等教育の量的拡大といった公

共的な理念を掲げつつも，その実現にあたっては教育ローンという私的負担あるい

は受益者負担を一個人に求めるというジレンマを抱えた制度なのである。 

	 こうしたジレンマは，学生・保護者がローンを返済できるだけの家計状態であれ

ば，表面化したり問題化したりすることはない。しかし，潜在的には常に問題化の

リスクを秘めており，実際に 2000 年代の「就職氷河期」「ロスジェネ（失われた世

代）」の時代に，このリスクが奨学金未返納問題として顕在化することになった。 

2000 年代になると，奨学金未返納が行政課題として指摘されるようになる。2000

年には 320億円であった延滞額は，2008年には 723億円に膨れ上がる。そして 2008

年には監査に基づいて，日本学生支援機構は奨学金の回収強化に着手する。個人信

用情報機関への登録や裁判所による支払い督促の申立を通した残額の一括返還の要
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請といった措置がとられ，未返納者は苦境にさらされることとなった1（白川 2018）。

こうした中で，マスコミは奨学金未返納をセンセーショナルに取り上げ，奨学金を

無駄遣いする若者や奨学金返還に苦しむ者の姿が大々的に報じられることとなった

（産経新聞 2007，日本経済新聞 2007）。また学術的な文脈でも，こうした社会的不

信を強化するように，奨学金が若年層の貧困化や未婚化，少子化の原因として論難

する研究が大きく取り上げられる（大内 2015）。かくして奨学金が社会問題化するに

至り，そうした中で，奨学金の使いみちについて，疑念が寄せられることとなった。 

 

1-3 本研究の目的―奨学金の使いみちの厳密かつ総合的な検証による奨学

金制度の機能の解明― 

 	 奨学金は学生を経済的に支援することを目的とした制度であるが，支援が教育機

会均等や学業継続，学習の奨励へと結実するためには，学生個々人が奨学金を有効

に使われなければならない。この意味では，奨学金の使いみちの是非への懸念には

合理性がある。ただし，問題は，奨学金の使いみちに関する報道や言説は少数の事

例をもとに制度全体の是非を論じる傾向にある点である。このような観点から，日

本の奨学金制度を巡る問題状況を踏まえて，本研究では奨学金の使いみちに着目し

た実証分析を行い，現代日本における奨学金制度の機能について再考する。 

	 分析にあたっては実証研究の方法論にこだわる。昨今は，「未返納問題」という認

識枠組みのもとで，奨学金を浪費していたり，奨学金が足りずにバイトに明け暮れ

ていたりする学生ばかりに焦点が当てられている。しかし，奨学金の 3 ヶ月以上の

延滞率は全体の返還者数 3.9％に過ぎず（日本学生支援機構 2017），先に触れた奨学

金を非難する報道の裏側には，奨学金を学業や自らへの投資として活用していたり，

奨学金によってバイトを減らしたりしている学生の姿が隠されている。本研究では，

こうした学生の姿も含めて，可能な限り全体像を明らかにするという意思のもとで，

奨学金の使いみちに分析の光を当てたい。 

                                                        
1  奨学金返還に苦しむ者の数の評価については議論の分かれるところである。日本学生支
援機構によれば，要返還額にしめる延滞 3 ヶ月以上の延滞債権の割合は 2017 年度には
3.4％となっている（日本学生支援機構	 2018）。また，生涯賃金を元に返還の実効性を
検証した Armstrong et al.（2019）では，男性については生涯賃金の上位 75%は返済可能
だが（年収 300 万円を超える時期），女性の場合は全体の 70％にも及ぶ層において返還
が困難となるという試算結果が報告されている。 
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こうした分析によって日本の奨学金受給者は何にどの程度の資源を投じているかを

浮き彫りにすることができれば，奨学金が学生に与える影響を今まで以上に理解し，

現代日本において奨学金制度が果たしている機能を実証的に解明することができる。

これこそが本研究の目的である。 

	

2 先行研究の検討 

2-1 奨学金の複合的・多元的な影響の解明―国際的研究動向― 

伝統的に，奨学金研究の主要な関心は奨学金が教育機会均等へと寄与しているか

どうかにある。こうした観点から，奨学金が低所得層の教育機会の拡大に与える影

響については，国内的にも（小林 2008）国際的にも（St. John 1991）関心が高い。近

年では，これに加えて様々なトピックが取り上げられており，その中で奨学金の使

いみちに係る研究が展開してきている。 

	 例えば本研究の関心事でもある学生の経済活動や生活時間への影響（藤森・小林

2001，伊藤・鈴木 2003，浦田 2007・2012，小黒・渡部 2008，小林 2009，藤森 2008・

2009・2015，岩田 2009・2011，下山・村田 2011，両角 2011，島・呉・濱中 2018）に

加えて，学生の学業継続（DesJardins, Ahlburg, and McCall 2002, Dynarski 2003, St. John 

2004, Arendt 2008, Goldrick-Rab et al. 2009, Goldrick-Rab, Harris and Trostel 2011, Curs and 

Harper 2012,朴澤 2016, Herzog 2018），学習へのコミットメントと成績（Cornwell and 

Mustard 2005, Stater 2009, DesJardins and McCall 2014, Boatman and Long 2016, Barrow 

and Rouse 2018），学生の成長（Cabrera et al. 1992, Nora et al. 1996, Nora, Barlow and Crisp 

2006, Park and Johnson 2014），地位達成（Avery et al. 2012, 樋口・深堀 2017），社会

的・経済的な外部効果（島 2007・2016，小林 2009，矢野 2011，小林・劉 2013）が取

り扱われている。 

	 国際的な研究動向からみると，そこにはおびただしい数の奨学金研究が存在する

ことがわかる。ただし，奨学金研究に関するレビュー論文では，奨学金制度および
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奨学金の種類，分析に用いるデータ，分析方法2，何を奨学金の効果とみなすかにつ

いても合意が希薄であり，系統的な研究とはなっていないとも指摘されている

（Welbeck et al. 2014, Chen and Zerquera 2011, Hossler et al. 2009）。 

	 	

2-2 経済活動と生活時間配分への焦点化―日本国内の研究動向―3 

1 経済活動に関する研究 

	 図表序—1 とは奨学金が経済活動に与える影響を取り扱った研究を整理したもので

ある。表中の行は，A収入費目・B支出費目・Cデータ・D統計手法について整理し

たものである。なお A 収入費目・B 支出費目に関して，表中に×が記載されている

ケースは，当該論文でその費目が分析で取り上げられていないことを表し，◎はそ

の費目が分析に取り上げられており，かつ奨学金と関係があったこと，●は奨学金

と関係がなかったこと，⦿は奨学金との関係について言及がなかったことを意味し

ている。◎の右のカッコ内にある記号＋・−は，奨学金の受給と当該費目との正・負

の関係を表している。この表記は B以下の項目についても同様である。 

    まず，奨学金と各費目との関係について整理すると，奨学金と学生の収入との関

係を分析の対象に収めている研究が限られていることが見て取れる。特に，学生の

収入総額や費目全体への注目が希薄である。支出についても関心のある一部費目の

みを取り上げた研究や費目を大括りにした研究が多く，支出総額や費目全体を分析

の対象としている研究は限られている。本研究の目的に鑑みれば，本研究では，先

                                                        

2  多種多様な分析方法が用いられている点は，分析方法の発展を企図する本研究にとって
は示唆的である。例えば，Denny et al.（2014）は，改良した差の差の分析で経済・学
問・社会支援のプログラムを受けることによって，中退率が減少し試験の成績と卒業率

が向上することを明らかにしている。Hill et al.（2000）は，傾向スコアマッチングを用
いて NYSCSP（New York School Choice Scholarships Program）を評価している。この研究
では，傾向スコアマッチングが有効に共変量の標準化バイアス（標準化差 standardized 
difference とも呼ばれる）を減少させること，しかもサンプル数が小さい場合には傾向ス
コアマッチングはランダムサンプリングより有効であることを報告している。上述した

様々な研究は，共変量の標準化バイアスを減少させることで因果関係を明らかにしよう

とする分析方法を活用して，奨学金の効果を可能な限り精密に分析している点に共通特

徴がある。本研究でもこうした方法論の系譜につらなる傾向スコアマッチングを用いて，

奨学金受給が学生の経済活動及び生活時間に与える影響を検証する。また，こうした方

法論的発展の観点から，国際的な奨学金研究をレビューしたものには，小林（2018）・
吉田・柳浦（2019）が挙げられる。 

3  本節は，呉・島・西村（2019a・経済活動）と呉・島・西村（2019b）より修正したもの
である。 
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行研究よりも総合的な観点，すなわち収入・支出の両面やその総額や各費目の全て

を視野に収めるという観点にたって奨学金が学生に与える影響を分析する必要があ

る。 

    次に，データについて整理すると，分析データの年度については 1996～2010 年度

のものが取り上げられ，データの種類に関して言えば，文部省・文部科学省もしく

は日本学生支援機構による『学生生活調査』と全国大学生活協同組合連合会による

『学生生活実態調査』や『学生の消費生活に関する実態調査』などが主として分析

されている。ただし，前者に比べて後者はそのサンプル数が相対的に少なく，例え

ば 2010年度で前者が 19,603人のサンプルを有するのに対して，後者は 9,871人に過

ぎない。 
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分析方法については，単なる奨学金受給者と非受給者の間の平均の比較から，奨

学金受給の有無と学生の収入や支出費目との関係を重回帰分析での分析，さらには

措置効果モデルを用いた分析がある4。こうした分析方法には，複数の既知の問題点

が存在する。すなわち平均の比較について言えば，奨学金の受給者と非受給者にお

いて，その収入・支出額の平均の比較を行っているが，奨学金受給者と非受給者に

系統的な差異が存在する場合（例えば，家庭の年間収入総額），奨学金受給者と非受

給者の平均値の単純な比較をもって奨学金の効果とするには問題がある。 

	 重回帰分析に関して，奨学金受給変数は，｢受給しているかいないか｣で切断があ

るので，奨学金収入を独立変数に投入することは適切ではない。また，奨学金受給

をダミー変数として独立変数に投入する場合でも，当該ダミー変数と誤差項の間に

相関が生じ（内生性），回帰分析の結果が一致推定量でなくなるという問題が生じう

る（伊藤・鈴木 2003，藤森 2008，下山・村田 2011）。 

    措置効果モデルに関しては，第 1 段階のセレクション（奨学金受給関数）の説明

変数と第 2 段階の推定（消費関数）の説明変数が，性別・学部・学年など多く重複

すると，多重共線性の問題が生じ誤差の分散が大きくなり正しい推計ができなくな

るという問題点がある（縄田 1998，星野 2015）。 

    奨学金が学生に与える影響を厳密に測定するためには，先行研究が算出した知見

のみならず，先行研究の方法論について精査したうえで，既知の方法論上の問題を

克服していく必要がある。この点については，第 1章にて理論的・経験的に検証し，

分析方法の改善を実現するための手がかりを模索することとする。 

 

2 生活時間に関する研究 

    日本国内では，生活時間に関する研究は，学生の経済活動に関わる研究を補完す

る分析として実施されている。ただし，その蓄積は，経済活動に関する研究と比べ

れば，相対的に少ない。こうした奨学金と生活時間の関係について検討した先行研

                                                        
4  パス解析については，同手法を用いた先行研究がほとんどないため，１章における分析
方法の検証対象には含めない。なおパス解析は複数の独立変数，従属変数の複合的な因

果関係を検証する方法であるが，小林(2009)では，これを用いて奨学金と授業料免除が
様々な費目の支出に与える影響を検証している。こうした研究は，奨学金やその他の経

済支援制度の複合的な要因を明らかにするために有益であるが，共変量を厳密に統制す

ることで奨学金制度の影響を高純度で析出しようとする準実験計画およびそれに類する

分析方法とは基本的なコンセプトが異なっている。 
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究を整理したものが，図表序−2 である。表中の行については，A 分析対象者・B 分

析対象時間・Cデータ・D統計手法について整理している。 

	 まず，先行研究の分析対象者 A についてであるが，それぞれの研究関心によって，

分析対象者は住居形態別や設置者別にカテゴリー分けされたり，特定学科の学生に

限定されたりしている。 

先行研究の分析対象時間 B では，学生の生活時間をどのような項目立てで記述す

るのかについてばらつきがある。一部の項目のみを取り上げた研究や項目を大括り

にした研究が多く，生活時間の全ての項目を取り上げた研究は限られている。2006

年度『学生生活調査』では，娯楽・交友時間に関する調査項目が，まだ含まれてい

ないこともあって，特に「娯楽・交友」への注目が希薄である5。前述した学生の経

済活動に着目した研究と同様に，奨学金の効果を検証するためには，より総合的な

観点で，把握可能な生活時間を網羅的に検討していく必要がある。 

  また，先行研究のデータ Cについてであるが，日本学生支援機構による『学生生活

調査』2006 年度が主である。その理由は，『学生生活調査』は 2006 年度から学生の

生活時間に関する質問項目が加えられることになったためである。また『学生生活

調査』2014 年度および，東京大学大学経営・政策研究センター「全国大学生調査」

2007年も用いられている。 

最後に先行研究の統計手法 D について奨学金受給者と非受給者の間の平均の差，

奨学金の有無と生活時間との関係についての重回帰分析，措置効果モデル，傾向ス

コアマッチングがある。平均の差，重回帰分析，措置効果モデルについては，前述

したように，それぞれに方法論の問題点が残る。なお，筆者も研究チームに加わっ

た島・呉・濱中（2018）は，傾向スコアマッチングを用いて奨学金効果を検証した

先駆的な研究であるが，分析対象（私立大学男子・昼間部・自宅生・人文系，社会

系，教育系）および分析対象となる生活時間が授業関連の学習・アルバイト等の就

労活動に限定されているため，奨学金受給による学生の生活時間に与える影響のご

く一部を明らかにしたに過ぎず，奨学金の影響を全般的に検討したとはいえない。

また，傾向スコアマッチングの方法論的意義や限界について省察する意識も十分で

はない。 

 

 

                                                        
5 娯楽・交友時間という調査項目が『学生生活調査』に初めて含まれたのは 2010 年度であ
る。 
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・
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2-3   貸与額への着目というアイデア 

先行研究の中には，奨学金の貸与額によって生じる効果のばらつきを取り上げ，

興味深い知見を提起したものが含まれる。海外の研究としては Barrow and Rouse

（2018），国内の研究としては，浦田（2007・2009・2012）が挙げられる。 

Barrow and Rouse（2018）は，成績に基づく奨学金の受給によって，学生が教育活

動を増加させて他の活動の時間を減らす傾向があることを指摘した上で，単に奨学

金の額に直線的に比例して学習時間が増加するわけではないことを明らかにしてい

る。また，今後の研究課題として奨学金の金額とその効果の関係性を明らかにする

べきであるとしている。浦田（2007・2012）では，重回帰分析を用いて学生の属性

を統制した分析の結果，奨学金収入（貸与額）の増加が修学費に大きく貢献してい

るが，高額奨学金の場合，修学費のみならず，娯楽嗜好費にも多く支出されている

傾向が見られることを明らかにしている。浦田（2009）では，従属変数を週当り学

習時間，独立変数の一つに奨学金収入額を投入する重回帰分析を行い，奨学金収入

額が授業関連学習時間や授業と関連のない学習時間にプラスの影響を与えることと，

奨学金が多ければこれらの効果が高くなるわけではないことを報告している。 

これらの研究には，対象の差異やデータの制約，方法論上の限界も見られる。し

かし，奨学金が大学生の生活時間ひいては学生生活そのものに与える影響の複雑性

を示唆する点で優れた先駆的研究である。また，奨学金の金額の十分さ・不十分さ

を模索する上でも有益であり，この意味で政策的含意に富んでいる。例えば，どの

程度の金額を支給すれば，単に大学生活を継続させるという意義にとどまらず，学

生の学習行動を促進することができるようになるのかといった問いに対する解を，

こうした研究の先に見出すことができる。 

    そこで本研究では，分析方法の精緻化を図ったうえで，先行研究に倣って貸与額

に着目した分析を行うことで，先行研究のアイデアを発展的に継承することにした

い。 

 

3 本研究の課題 

このように概観すると，国内外の先行研究は，奨学金が学生に与える影響の解明

に関心を持ち，それぞれの研究関心から任意に設定されたモデルを，特に方法論的

な検討もないままで様々な統計的な分析方法を適宜援用して分析を行っている状況
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にあることがわかる。すなわち，奨学金が学生に与える影響を理解するためのモデ

ル，そしてそのモデルを経験的に分析するための方法論の両面において，アドホッ

クな分析になりがちなのである。これにより以下の 3つの点で限界を抱えている。 

 

① 厳密性：分析の方法論に関する反省的視座が弱く，方法論上の限界が看過さ

れている点。	

② 総合性：学生の経済活動や生活時間の一部を任意に取り上げている点。また，

国公私の設置形態の違いや貸与額の違いによって，奨学金が学生に与える影

響がどのように左右されるかに対する関心が希薄である点。これらのことに

より，異なる条件下での分析を行った際に，異なる結果が得られる可能性を

排除できておらず，知見の強固さに欠ける点。	

③ 系統性：単年度データの分析が多く，分析対象（サンプル）となる大学や学

生が変わったときに異なる分析結果が得られる可能性を排除できておらず，

知見の安定性に問題がある点。	

 

特に①については，内的妥当性に関する論点であり，奨学金が与えるインパクト

を解明するという学術的関心において，極めて重要な意味を持っている。また，奨

学金研究の近接領域である社会学や経済学では，方法論の精緻化が進む中で，既存

の奨学金研究が採用してきた分析方法の問題が明らかになっている。こうした既知

の専門的・技術的問題については，早急に学術的な解決が求められる。そこで本研

究では，奨学金が学生に与える影響を実証的に分析するための方法論について省察

するところから分析をスタートさせる。これによって先行研究の分析方法および現

時点で最も有力と見られる傾向スコアマッチングの意義と限界を理論的かつ経験的

に検証する。 

②や③については，相対的な問題であって，完全な総合性や完全な系統性という

ものは実現し得ない。しかし，研究の外的妥当性の担保という観点から見れば，最

大限の創意工夫が図られるべき論点である。そこで本研究では，『学生生活調査』

（平成 22・24・26 年度）に含まれる学生生活に関するあらゆる変数を取り上げるこ

とで，既存の最も包括的なデータから最大限の情報を入手し，分析の俎上に上げる6。

このように奨学金政策が学生に与える影響を総合的・系統的に解明することで，ア

                                                        

6  本文では娯楽嗜好費及び娯楽交友時間を含むデータを中心に分析を取り上げる。他の年
度の分析結果は，補足資料を参照されたい。 
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ドホックなモデルの措定にとどまりがちな先行研究の限界を打破する。分析にあた

っては，多年度分析や貸与額別分析を行い，分析の総合性と厳密性を担保する。	

分析で取り上げる奨学金は，日本の奨学金制度の中核をなす日本学生支援機構奨

学金とする。日本学生支援機構奨学金とは｢大学・短期大学・高等専門学校・専修学

校（専門課程）および大学院で学ぶ人を対象とした，国が実施する貸与型の奨学金｣

である。貸与型奨学金は，｢利息の付かない第一種奨学金と，利息の付く第二種奨学

金｣がある（JASSO 2018）。ただし，2019 年度よりスタートした給付型奨学金につい

ては，データの制約があるため本研究では取り上げない。 

     データの構造は図表序-3のとおりである。 
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図表序−3 平成 22・24・26 年度『学生生活調査』構造 
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［前頁からの続き］ 

 

注 1：表のうち，＊は該当者のみ回答の項目であり，＊＊平成 24 年度のみ「大学」「大学
以外」の区別ありといった項目である。 

注 2：平成 26年度の調査では，「大学生等の学習状況調査(国立教育政策研究所)」と「イン
ターンシップ経験に関する調査(日本学生支援機構)」の調査項目が含まれている。しか
し，これらの項目は本研究目的と直接的な関連がないので，日本学生支援機構からは，

前述した調査項目を除いた『学生生活調査』の個票データの提供を受けた。 
出典：筆者作成 
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4 本研究課題の構成と各章の対応関係 

	 本調査研究課題の構成は下記の通りである。 

 

図表序−5  本研究課題の構成 

 
 

	 第 1 章では，同一の変数・同一のデータを用い，先行研究で採用された平均の差

の検定・重回帰分析・措置効果モデル，そして傾向スコアマッチングを適用した分

析を行い，各分析方法の意義と限界を検証する。 

	 第 2 章では，奨学金が学生の経済活動に与える影響について，傾向スコアマッチ

ングを用いて，単年度データで学生の生活費の各費目を総合的な観点から奨学金の

効果を検証する。また，経済活動に関連する知見の安定性を確認するため，平成
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22・24・26 年度『学生生活調査』データを用いて，奨学金種別による学生の経済活

動に与える奨学金効果を明らかにする。さらに，奨学金の貸与額によって学生の経

済活動に与える効果の違いを明らかにする。ここでは，貸与額の差による奨学金の

影響の違いを見るために，一般化傾向スコアを用いる。なお，第一種奨学金は通学

形態（自宅・下宿）によって貸与額が規定されるため，貸与額に関する分析は第二

種奨学金のみを分析対象とする。 

 	 第 3 章では，奨学金が学生の生活時間に与える影響について検証する（生活時

間・単年度）。また，第 2章と同様に，平成 22・24・26年度『学生生活調査』データ

を用い多年度分析を行う。さらに，奨学金が学生の生活時間に与える影響を，貸与

額の差に着目して分析する。 

	 終章では，奨学金が大学生の生活に与える影響を総合的・系統的に検証した結果

をもとに，奨学金制度が果たしている機能について考察する。また，奨学金研究の

方法論を精査することで，奨学金ひいては教育政策の評価方法についても考察する。 
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第 1 章 奨学金効果検証の方法論的検討：娯楽嗜好費支出を中心

に     

1	 研究目的 

本章では，奨学金が大学生の経済活動や生活時間に与える影響を検証した先行研

究を，それぞれの分析方法に着目してその意義や限界を検討したうえで，実際に追

試を行って意義・限界を検証する7。また，本課題研究にある本章の位置づけは，図

表 1-1の通りである。 

 

図表 1-1 本章の位置づけ 

 
 

 

奨学金の因果効果に関する研究はその緒に就いたばかりであり，様々なデータが

様々な手法で分析されている状態で，一貫した結果を得るには至っていない（濱中

他 2016）。こうした状態を省みることなく，新しいデータや新しい手法を導入しても，

奨学金制度についてよりよく理解したり，奨学金研究の方法論を精緻化したりする

                                                        
7 本章は呉（2019）より修正したものである。 
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ことにはつながりづらい。今必要なことは，先行研究の非一貫的な知見の 1 つの原

因でもある分析方法の多様化を踏まえ，それぞれの方法が持つ意義や限界を明らか

にしながら，少しでも方法論上の瑕疵の少ない相対的に優れた手法を模索していく

ことではないだろうか。傾向スコアマッチングという比較的新規な手法を導入する

ことの意義も，こうした考察の上でこそ発揮されるはずである。 

 

1-1 モデル 

	 具体的なモデルのレベルで見ると，従属変数である学生の経済活動について，学

生の収入や支出をどのような項目立てで記述するのかがばらついている。 

    小林（2002）および藤森・小林（2001）は，学生の様々な収入・支出費目を分析

の中で取り上げている。奨学金が学生の経済活動に与える影響を総合的に明らかに

しようという志向性が見られる。 

	 これ以外の研究は，基本的に研究者の関心に従って，経済活動の一部費目に焦点

を置いた分析を行っている。全体の傾向としては，収入への影響よりも支出への影

響を明らかにしようとする研究が多い。また「学生は奨学金を遊ぶ金に使っている」

という通俗的な批判を検証する意図から，特に嗜好娯楽費についてはすべての研究

で取り上げられている。さらに，奨学金以外で，学生の経済活動に影響を及ぼすと

予想される要因を統制するために，様々な変数がモデルに組み込まれており，こう

した独立変数（あるいは統制変数）は研究によって異なる。 

    分析方法の特殊性という意味では，措置効果モデルはその他の分析方法と質的に

異なる特性を持っている。詳細は後述するが，措置効果モデルは 2 段階推定を行う

手法で，モデルの内容以前にモデルの構造が平均の差の分析や重回帰分析とは異な

る。措置効果モデルの 1段階目は奨学金受給確率を組み込んだ「消費関数」であり，

2段階目は学生が奨学金を受給する確率を推定する「奨学金受給関数」である。表に

はこのことを反映させてそれぞれの関数で取り上げた変数を「消費」「奨学」という

カテゴリーで整理している。 



 
 

23 

 
 

 

 



�

W
\
¬
£
o
s

C X
\
´
�
C

w
�
~
=
¸
C

J
>
¹
f
C

�
�
B
�
 
�

[
�
O
Z
±

R
�
Ã
�
,
�
�
Ã
�
,

R
�
Ã
¾
u
q
.

�
�
Ã
6
u
q
�
Â

@
�
Ã
¾
u
q
.

�
�
Ã
6
u
q
�
,

�
�
Ã
¾
u
q
.

�
�
Ã
6
u
q
�
Â

?
8
Ã
.

1
�
Ã
�
Â

?
8
Ã
.

1
�
Ã
�
Â

R
�
Ã
�
Â

�
�
Ã
�
Â

B
�
�
�

l
S
9
g
9
�
^

³
P
j
B
�

¯
}

c
�
�
�
�
�
�
�

©
�
+
c
�
À
�
�
�
�
Á

�
�
À
�
�
�


�

�
�
À
�
�
�
�
Á

c
�
À
�
�
�
(
Á

)
�
)
A
*

p
e
U
|

J
>
Ã
_
n
�
�
9
¡

5
+
 
*
C
!
B
J
>

J
>
Ã
_
n
�
�
9
¡
5
+
 
*
C
!
B
J
>

�
�
U
|

À
¢
D
U
|
Á

\
�
4
u
e
6
�
W
\
9

¬
£
0
8

J
>
Ã
_
n
m
µ
J
>
+
_
n
�
�
9
¡
5
+
y
A
M
«
+
[
�
O

Z
±
+
7
9
4
9
�
k
�
�
±
+
X
\
´
K
¡
#
(
,
+
w
�
~
=

¸
#
(
,
+
:
\
L
¦
#
(
,
+
:
\
.
§
�
#
(
,
+
:
\
Q
º

#
(
,

�
5

J
>
Ã
 
*
C
!
B
J
>

y
A
Ã
w
�
~
�
5
´
+

:
\
±
+
­
V
�
F
±
+

\
±
«
+
[
�
O
Z
±
+

7
d
<
�
±
+
�
�
±

y
A
Ã
w
�
~
�
5
´
+
:
\
±
+
­
V
�
F
±
+
[
�
O
Z
±
+

¼
±
+
7
d
<
�
±
+
9
;
ª
�
±
+
7
9
4
9
�
k
�
�
±

y
A
Ã
:
\
±
+
[
�
O

Z
±

y
A
Ã
:
\
±
+
[
�
O

Z
±

y
A
Ã
[
�
O
Z
±

�
5

�
r
#
(
,
+
§
]
#

(
,
+
}
�
�
#
(
,
+

\
m
+
_
n
�
�
9
¡

5
+
X
\
´
J
>
+
§
h

J
>
+
R
@
�
#
(
,
+

\
�
´

_
«
m
J
+
/
i
y
v
¤
�

3
#
(
,
+
_
n
y
v
¤
m

¿
+
I
¶
�
+
2
·
�
+
�

M
T
�
�
+
H
�
¨
�
+
{
N

½
t
�
+
 
D
,
B
+
`
+

Y
r
#
(
,
+
\
m
+
_
n

¡
5
+
À
 
*
C
!
B
J

>
Á
+
\
�
y
x
�
�
X
\

´
»
+
7
9
4
9
X
\
´

»
+
\
±
=
¸
E
M

y
A
Ã
 
*
C
!
B
J
>
+
_
n
�
�
¡
5
+
X
\
´
J
>
+
w
�

~
=
¸
#
(
,
+
^
¥
#
(
,

A
,
"

0
\
�
�
�
®
�
1

�
(
(
	
m

0
\
�
�
�
®
�
1

�
(
(
	
m

0
\
�
�
�
®
�
1

�
�
�
�
m

0
\
�
�
�
®
�

1
�
�
�
�
m

0
\
�
�
�
®
�
1

�
�
�
�
m

r
C
+
7
d
o
s
+
b

z
+
\
m
+
J
>
�
²
+

W
\
¬
£
¤

�
�
a
°
G
B

R
�
+
�
�

R
�
+
@
�
+
�
�

�
5

2
�

�
5

�
5

R
�
+
�
�

�
5

�
5

?
8
À
-
�
+
1
�
M

�
Á
+
1
�

?
8
À
-
�
+
1
�
M

�
Á
+
1
�

�
5

�
5

�
5

�
5

2
�

2
�

2
�

�
5

�
5

図
表

1-
1
先
行
研
究
の
整
理
（
平
均
の
差
の
検
定
・
重
回
帰
分
析
）

 

 

出
典
：
呉
（

20
19
）

 



 
 

24 

 �
�

r
w

Î
Á

�
�

Z

t
w

â
µ

Z

�
 

�
T

ç
Z

c
U

è
�

Z

1
�

Y
�

¼
�

v
¡

k
u

Ù
3

3
�
-
-
�
õ

3
	
�
�
�
õ

2
>

m
V

¶
õ

3
³

¶
õ

2
>

m
V

¶
?

µ
õ

2
>

³
¶

?
µ

õ
3

³
¶

?
µ

õ
2

>

³
¶

E
µ

õ
2

>

2
ó

A
�

A
�

A
�

A
�

A
�

A
�

A
�

A
�

0
�

|
Ö

`
Y

A
�

ñ
|

Ö
D

m
V

³
¶

ò
m

¶
=

³
¶

A
�

ñ
|

Ö
D

m
V

³
¶

ò
m

V
¶

=
³

¶

A
�

A
�

A
�

?
µ

=
E

µ

§
Ù

õ
t

w
â

e
½

C
�

¨
C

4
8

>
=

w
®

�
G

C
~

�
=

Ì
C

~
�

=
w

º
â

=
c

U
g

Í

5
>

3
5

·




�


)
l

w
®

®
¤

y
�

Ô
�

6
�
-
-
�
�
�
-
-
-
�

5
w

®
®

¤
Ô

�
6

�
-
-


�

5
w

®
®

¤
Ô

�
6

	
�
�
(
�

5
w

®
C

§
Ù

®
¤

B
æ

 
-

y
�

Ô
�

6
�
-
-
�
�

�
�
	
�
�
�
�

5
w

®
®

¤
Ô

�
6

	
�
�
�
�

¬
¶

p
�

ñ
¾

[
p

�
ò

t
w

õ
Ì

C
�

�
=

~
�

ñ
w

®
C

�
Z

=
w

�
=

w
á

=
¥

G
»

ï
C

�
¨

=
U

Ð
�

£
=

ª
Ì

�
Æ

j
 

9
#

8
9

=
r

w
Î

Á
C

N
 

t
w

õ
w

\
:

<
1

�
@

=
B

=
A

C
�



¢
è

 
=

z
Í

C
�

c
=

Ì
C

Ä
 

=
�

G
C

w
´

=
}

M
�

�
=

�
Z

=
n

o

t
w

õ
�

Z
=

w
á

=
w

�
=

n
o

=
Ì

C
�

�
t

w
õ

U
Ð

ê
�

�
=

z
Í

C
�

å
�

�
=

Ì
C

Ä
 

=
�

G
C

w
´

=
}

M
�

�
=

�
Z

=
n

o
=

�
*

8
"

7
�

§
Ù

õ
�

G
C

�
�

¿
ì

ñ
t

w
â

.
h

(
ò

=
�

Z
=

}
M

�
�

=
w

á
=

w
�

=
r

w
¸

C
~

�
5

>
3

=
t

w
â

e
½

4
8

>

t
w

õ
t

w
â

e
½

²
­

§
Ù

õ
®

¤
Ù

ñ
í

Ù
=

M
}

Ù
=

�
�

Ù
ò

4
�
s

O
i

Ù
ñ

�
î

v
¡

Ù
=

ë
Ñ

K
=

é
Ò

K
ò

4
±

ä
Ù

ñ
^

w
Ù

=
�

¹
Ú

U
Ù

ò
«

Z
Ù

ñ
à

b
a

�
C

�
È

¸
C

ð
ì

�
X

ò

§
Ù

õ
/

;
7

0
6

c
U

=
z

�
9

+
C

½
J

=
�

X
g

Í
=

w
Ù

g
Í

=
�

 
�

=
®

¤
Ù

g
Í

=
Q

w
Ù

=
í

Ù
=

v
¡

k
u

Ù

§
Ù

õ
»

�
�

X
ñ

í
Ù

=
M

}
Ù

=
F

Þ
Ù

=
�

�
Ù

ò
ô

�
Å

�
X

ñ
�

¹
Ú

U
Ù

=
^

w
Ù

ò
ô

!
C

I
�

X
ñ

�
î

v
¡

Ù
=

ë
Ñ

K
=

!
C

I
=

Ø
â

À
,

Û
�

ò
ô

«
Z

Ù
g

Í
ñ

g
{

K
=

m
W

�
È

=
¦

q
�

È
=

�
°

K
=

ß
Ü

T
Ï

d
�

=
f

µ
2

1
>

;
=

Ã
D

§
Ù

×
=

Ê
Ë

i
ò

§
Ù

õ
Q

w
Ù

=
Ó

q
¤

_
Ù

=
Þ

w
Ù

=
í

Ù
=

M
}

S
©

Ù
=

P
R

É
®

Ù
=

v
¡

k
u

Ù
=

!
C

I
C

�
�

Ù
=

Ø
â

À
,

Û
�

=
�

X
g

Í

t
w

õ
t

w
â

e
½

²
­

.
�

9
5

;

�
~

p
�

t
w

õ
t

w
â

e
½

²
­

t
w

õ
t

w
â

e
½

²
­

§
Ù

õ
�

G
C

�
�

¿
ì

ñ
H

Ý
,

=
/

;
7

0
6

)
x

Ä
9

+
C

c
U

=
!

C
I

C
c

U
ô

t
w

â
C

g
Í

ò
=

w
®

C
~

�
ñ

w
á

=
w

�
=

�
Z

=
}

M
�

�
ò

=
t

w
â

e
½

C
�

¨
C

4
8

>

§
Ù

õ
t

w
â

e
½

C
�

¨
C

4
8

>
=

}
M

�
�

=
w

´
=

�
Z

=
w

�
=

n
o

=
Î

Á
Â

=
Ì

C
Ä

 
=

z
Í

C
�

c

Y
�

�
£

�
Á

]
�

9
5

;

Õ
�

L
Ç

=
ã

�
ñ

	
�
�


 

Ç
�

ñ
	
�
�
,
ò

A
�

=
�

¯
ñ

	
�
�
�
ò

Ç
�

ñ
	
�
�
)
 

図
表

1-
2
先
行
研
究
の
整
理
（

措
置
効
果
モ
デ
ル
分
析
）

 

出
典
：
呉
（

20
19
）

 



 
 

25 

1-2 データ 

	 取り扱われているデータについては，文部省・文部科学省もしくは日本学生支援機構

による『学生生活調査』が主である。ただし，調査年度はそれぞれ異なる。またこれに

加えて，全国大学生活協同組合連合会による『学生生活実態調査』や『学生の消費生活

に関する実態調査』も用いられる。 

 

1-3 対象区分 

	 分析対象については，大学の設置形態が異なったり，奨学金の種類（一種・二種）が

異なったりする。分析対象の収入の多寡に着目して，対象を層別にわけて分析している

研究もある。 

 

1-4 分析結果 

	 それぞれの論文では，奨学金の受給によってどのような費目で増減が見られるか記載

されているが，ここでは奨学金が学生の経済活動に与える影響に関する研究において主

要な論点となっている娯楽嗜好費を取り上げて整理する。 

	 表中に◎が記載されているものは娯楽嗜好費の支出が分析に取り上げられており，か

つ奨学金と関係があったものである。●が記載されているものは分析では取り上げられ

たが奨学金と関係がなかったものを意味している。なお，◎の右のカッコ内にある記号

＋・－は，奨学金の受給もしくは額と当該費目との関係性（正・負の関係）を表してい

る。図表 1-1と図表 1−2にある通り，確かに分析結果は一貫したものとはなっていない。 

 

1-5 知見の非一貫性をもたらす複合的要因 

	 このように概観すると，先行研究で一貫した結論が得られない原因が複合的なもので

あることがわかる。その要因は大きく 2つのタイプに分けられる。 

	 1 つ目は社会調査の多様性に由来する要因である。奨学金の使いみちに関する研究につ

いて言えば，調査の対象や時期をどのように設定するかは，研究者の自由に委ねられて

いる。こうした差異は基本的には解消し得ないものである。 
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	 2 つ目は，統計学の進歩に即して分析方法が刷新され，それにともなって新しい分析結

果が生み出されてきていることに由来する要因である。新しい分析方法は，旧来の分析

方法よりも頑健な結果を生み出すと期待される。しかし，旧来の分析方法に比べて，新

しい分析方法はどのような点で優れているのか，どのような点で限界をはらんでいるの

かについて省みられることはあまり多くない。その結果，過去の分析結果と最新の分析

結果を統合的に理解することが，難しくなってしまう。分析方法の精緻化がもたらす皮

肉な帰結とも言える。 

	 そこで本章では，①同一データ・変数を用いて，②先行研究で採用されてきた平均の

差の検定・重回帰分析・措置効果モデル，そして措置効果モデルの問題を解消しうると

期待される傾向スコアマッチングを用いて，③先行研究で一致した結果を得られていな

い奨学金効果が娯楽嗜好費支出に与える影響を追試する。これにより，先述の 1つ目の原

因をクリアしつつ 2つ目の原因に考察の焦点を当てる。 

 

2 先行研究の追試 

2-1 データ 

	 データは，日本学生支援機構による『学生生活調査』（2010 年）に同定する。当該調査

対象は，大学学部・短期大学本科及び大学院の学生（休学者及び外国人留学生を除く）

である。有効回答数は 37,151人，有効回収率は 45.1%となる。本章では，このうち私立大

学学部・昼間部のみ取り上げて分析する（合計 7,914 人）。統計解析ソフトは，Stata15 で

ある。 

 

2-2 変数 

	 分析に用いる変数の記述統計値は図表 1-3の通りである。①娯楽嗜好費が主な従属変数

で，②日本学生支援機構奨学金受給ダミーが主な独立変数となる。先行研究では，日本

学生支援機構奨学金受給ダミーではなく，奨学金収入額を独立変数とする場合もある。

本章の分析でも先行研究の追試の必要から，重回帰分析の一部では奨学金収入額を独立

変数として用いる。 
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				③〜⑬の変数は，先行研究を踏まえて，奨学金受給者（処置群）と非受給者（対照群）

の間に統計的な有意差（t 検定）があり，統制の必要があるものを選択してある。③〜⑬

は重回帰分析，措置効果モデル，傾向スコアマッチングにて用いる。 

	 なお，④学年と⑩女性ダミーについては，処置群と対照群の間に差はないが，先行研

究との整合性を考慮して統制変数として用いた。 

 

図表 1-3 分析に用いる変数 

 

    	 出典：呉（2019）  
           

 

3  追試 

3-1 平均の差の検定 

1 分析方法 

    まず，平均の差の検定を行う。日本学生支援機構奨学金受給ダミーを用いてデータを

受給者と非受給者の 2群に分割し，双方の娯楽嗜好費の差を t検定で比較する。分析の結

果は図表 1-4のとおりである。 
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2 分析結果 

    分析によって奨学金受給者のほうで娯楽嗜好費が年間約 2万 2千円低いという結果が得

られた（p<.001）。 

 

図表 1-4 平均の差の検定による分析結果 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 単位：千円 

 

出典：呉（2019） 
	  

	 しかし，平均の差を単純に比較すると，処置群（奨学金受給者）と対照群（非受給者）

の間の系統的な偏りが，潜在的変数として娯楽嗜好費に影響するので注意が必要である。

処置群と対照群の従属変数の差を比較するときには，その前提として調査対象者を処置

群と対照群にランダムに割り当てる必要がある。さもなければ，奨学金受給者と非受給

者との系統的な偏り，例えば家庭の経済状況や学業成績といった奨学金を受給するかど

うかに関わるような属性が，従属変数である娯楽嗜好費にも影響することになるからで

ある（Morgan and Winship 2007）。 

     こうしたランダムな割り当ては自然科学では実施しやすいが，『学生生活調査』のよう

な社会調査では，現実的にも倫理的に実現困難である。奨学金研究では，ランダム化実

験に代わって統計的な操作あるいは工夫によって，奨学金が大学生に与える因果効果を

析出する試みが図られることとなる。 

 

3-2 重回帰分析 

1 分析方法 

    次に，重回帰分析を行う。平均の差の検定は 2群間の比較であったが，重回帰分析はデ

ータ全体を一つのグループとしたままで分析を行う。主要な変数である奨学金受給の有
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無（日本学生支援機構奨学金受給ダミーや奨学金収入額）を，この他に統制するべき変

数とともに独立変数として重回帰分析のモデルへと投入することになる。 

 

2  分析結果 

    モデル 1は，先行研究（藤森・小林 2001等）を参考にしたうえで，「奨学金収入額」を

独立変数に投入したもので，モデル 2は「奨学金受給ダミー」を独立変数に投入したもの

である（図表 1-5）。 

	 モデル 1では，日本学生支援機構の奨学金の受給者と非受給者との間で，娯楽嗜好費の

支出には統計的に有意な関係はみられない。モデル 2では，日本学生支援機構の奨学金の

受給者は非受給者と比較して，奨学金受給者は非受給者よりも年間約 9.6 千円少なくなっ

ている。この結果は，私立大学の奨学金受給者は非受給者より慎ましい生活をしており，

娯楽嗜好費支出を抑えていることを示唆している。 

   しかし，重回帰分析を用いた分析にも，問題が存在する。まず奨学金収入は，「受給し

ているかしないか」で「切断」がある。よって奨学金収入額を独立変数に投入すること

は適切ではない。 

	 更に重要な問題として，誤差項と説明変数の間の相関，すなわち内生性の問題が存在

する。奨学金を受給するかどうかは，本人の学力や家計状況に依存する。このことは奨

学金の受給が内生的に決定されると言われる事態であり，このように説明変数が誤差項

（あるいは共変量や未知の変数）と相関を持つ場合にシンプルに回帰分析を行うと，奨

学金の影響が正確に推計できず，過大評価となることが知られている（伊藤・鈴木 2003）。 

	 内生性の問題は，重回帰分析に常に付きまとう問題であるが，統計学的な操作によっ

てこの問題を克服する方法もある。その一つが措置効果モデルであり，すでに奨学金の

因果効果に関する研究にも適用されている。 
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図表 1-5 重回帰分析による分析結果	

 
出典：呉（2019） 
 

3-3 措置効果モデル 

1  分析方法 

    措置効果モデルは，2 段階推定法である。1 段階目は学生が奨学金を受給する確率を推

定する「奨学金受給関数」であり，2 段階目は奨学金受給確率をダミー変数として組み込

んだ「消費関数」である。以下で見ていくように，こうした 2段階推定を行うことで，奨

学金受給に親の経済状況が及ぼす影響を考慮した上で，奨学金受給と娯楽嗜好費の支出

の関係を検証することが可能となる。 

 

	 	 	 𝑌𝒾＝𝑎𝑋𝒾 + 𝑏𝑍𝒾 + 	ℯ𝒾      	   	 式① 消費関数 

	 	 	 𝑍𝒾＝𝑐𝜔𝒾 + 𝜇𝒾	 	 	 	       	 式② 奨学金受給関数 

 

 	 	  		𝑍𝒾＝1				𝑖𝑓	 𝑍𝒾＝𝑐𝜔𝒾 + 𝜇𝒾 > 0 	  奨学金の受給  

	 	 	 𝑍𝒾＝0				𝑖𝑓	 𝑍𝒾＝𝑐𝜔𝒾 + 𝜇𝒾 ≤ 0    奨学金の非受給 
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𝑌𝒾は学生の娯楽嗜好費の支出を示している。𝑋𝒾	は学生本人の属性と家庭の経済状況のデ

ータである。𝑍𝒾は奨学金受給関数で，𝑍𝒾＝1のときが奨学金受給を，0のときが非受給を意

味する。𝜔𝒾は，奨学金受給に影響を与える要因である。𝑎，𝑏，	𝑐はパラメータである。ℯ𝒾

と 𝜇𝒾  は誤差項である。両関数の誤差項(ℯ𝒾と 𝜇𝒾 )の相関係数が 0(相関係数の𝜌=0)であれば，

内生性問題が存在しないと判断される。この場合，措置効果モデルではなく重回帰分析

でも十分に分析が可能であることを意味する。また，内生性の問題があっても措置効果

モデルを適用する限りにおいて，問題は生じない（Heckman 1978）。  

 

2  分析結果 

    実際の分析で用いたモデルの設定に際しては，藤森（2015）を参考にしたうえで，奨

学金受給関数に家庭の年間所得総額・学年・居住形態・大学所在地・家計支持者世帯・

女性・医歯系・高等教育に在学する兄弟姉妹の数を投入した奨学金受給関数を設定した。

その上で，奨学金受給関数をダミー変数とし，さらに家庭の年間所得総額・学年・居住

形態・女性・医歯系を消費関数に投入し，消費関数と奨学金受給関数を同時推定して分

析を行った8（図表 1-6）。 

	 モデル 1とモデル 2は同じ変数を用いたものであるが，モデル 1は最尤法推定を，モデ

ル 2はヘックマンの 2段階推定を行ったものである。モデル 1の結果では奨学金受給の有

無にかかる係数がマイナス（-57.690）であり，家庭の年間所得総額や学年などを統制す

ることで奨学金受給者は非受給者よりも娯楽嗜好費の支出が 5万 8千円少なくなるという

ことを示している。一方，モデル 2 の分析結果では，奨学金受給の有無にかかる係数は-

26.741となっているが，統計的に有意ではない9。 

 

  

                                                        
8  本章では藤森（2015）を参考した上で，消費関数と奨学金受給関数に投入する変数をそれぞれ
設定した。ただし本章では藤森（2015）で扱った「収入合計」・「入試難易度」を投入しなか
った。その理由は，OLSなどのモデルを比較するためである。 

9  消費関数と奨学金関数の誤差項の間の相関を確認した結果，消費関数と奨学金関数の誤差項の
相関係数ρ＝0.190であった。検定の結果は有意(LR test of (ρ=0)=3.66, Prob>chi2=0.0558,p<.1)で
あり，帰無仮説を棄却して，対立仮説(ρ≠0)を採択することになる。つまり，消費関数と奨学
金関数の誤差項の間には相関があるため，日本学生支援機構奨学金受給ダミーの内生性が示

された。この点を踏まえると，やはり重回帰分析によって奨学金の因果効果を検証するのは

難しいと言える。 
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図表 1-6 措置効果モデルによる分析結果 

 
	 出典：呉（2019） 
	  

	 ただし，措置効果モデルでは，消費関数と奨学金受給関数の変数が同一またはその一

部となると，消費関数の推定で多重共線性問題が生じる。この場合，標準誤差が大きく

なってしまい，正しい推定ができなくなってしまう（縄田 1998，星野 2015）。 

	 先行研究やそれに倣った本分析でも，消費関数と奨学金受給関数の「学年」や「居住

形態」さらには「女性ダミー」，「家庭の年間所得総額」などが重複しているので，多重

共線性が生じている可能性がある。多重共線性を確認するために， 消費関数における処

置変数（奨学金受給）と説明変数の相関を確認することができる。 

	 手続きとしては，まずプロビット法を用いて，奨学金受給関数の奨学金受給推定値を

計算する。次に，奨学金受給推定値と消費関数における独立変数との相関係数を求める。

その結果は表 1-7 の通りで，家庭年間所得総額と奨学金受給の相関係数は-0.934 と非常に

高水準であることがわかった（図表 1-7）。措置効果モデルの分析では，多重共線性が生

じていることが示唆された。 
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図表 1-7 消費関数の処置変数（奨学金受給）と説明変数の相関 

 
出典：呉（2019） 

 

	 この問題を回避するためには奨学金受給関数と消費関数の変数の重複を調整する必要

がある。ただし，この調整によって関数のモデル誤設定のリスクが高まることになる。

こうしたジレンマに鑑みると，措置効果モデルは奨学金の因果効果を検証するという目

的に適った分析方法と言い切れないところがある。 

 

4-4 傾向スコア 

最後に本項では，傾向スコアマッチング10を行う。 

1  分析方法 

（1）反実仮想 

	 奨学金の収入・支出に対する影響を実証するための基本的な方法は，奨学金受給者と

非受給者の収入・支出を比較することである。しかし，すでに見たとおり，そもそも親

の年収が少ない学生は奨学金を受給しやすく，かつ，娯楽嗜好費についても支出が少な

くなる可能性がある。最も理想的な分析方法は，仮にある人物が奨学金を受給している

場合において，その人物が奨学金を受けていない
．．．．．．．．．．．．．．．

場合の修学費の差（図表 1-8①と③の差）

を明らかにすることである。両者の差は奨学金が修学費に与える因果効果である。しか

し，ある人物が奨学金を受給した場合としなかった場合を同時に観察することは現実的

にはできない（図表 1-8③）。 

 

                                                        
10 マッチング方法は多様である。詳細は本節の２分析結果に後述する。 
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図表 1-8 反実仮想に基づく因果効果の求め方 

 

                   出典：星野（2015）に基づき筆者作成 
 

 

    そこで，図表 1-8 の④に位置するグループ（奨学金非受給者群の非受給者）の中から

｢①に属するグループと奨学金以外の要素の値が同じ者｣（⑤＝⑥）を抽出して，これを

③のかわりに①の比較対象とする。こうして④から抽出された者は，｢実際には奨学金を

もらっていないが，奨学金をもらっていてもおかしくない学生｣とみなすことが可能とな

る。そして，この両者の差（図表 1-8①と抽出された④の差）は，奨学金が収入・支出に

与える因果効果とみなしうる。 

	 なお，この反実仮想（Rubin 1974）に基づくルービンの因果効果または平均処置効果

（average treatment effect：ATE）は，個人レベルの因果効果ではなく，母集団全体におい

て，奨学金の効果が平均的にどれだけあるのかを求めている。このことを数式で表せば，

以下の形になる。 

 

𝚨𝚻𝚬 = 𝚬 𝒀𝟏	 𝒛 = 𝟏 − 𝑬(𝒀𝟎|𝒛 = 𝟎) 

 

   また，本章では奨学金受給の効果を調べるので，奨学金を受給した対象者集団（図表 1-

8，z＝1）に着目して，奨学金受給あり（Y1）と奨学金受給なし（Y0）との差の期待値を

求める。これは，処置群における平均的効果（average treatment effect on the treated：ATT）

と呼ばれ，以下の形で定義される。 

 

𝚨𝚻𝚻 = 𝚬 𝒀𝟏	 − 𝒀𝟎 𝒛 = 𝟏  
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（2）次元問題とサポート問題の解消 

	 ATT を求める最も単純な方法は，共変量によるマッチングである。しかし，｢①に属す

るグループと共通費目の値が同じ者｣（⑤＝⑥）を見つけようとすると，マッチングに用

いる共変量の数，すなわち次元が多くなってしまい，マッチングが実施不可能になって

しまう。これを次元問題（dimension problem）と呼ぶ。また，共変量の分布の重なりがな

い場合，すなわち処置群におけるある者に対して，それと同じ共変量を持つ対照群の中

にいる者が存在せず，マッチングが失敗に終わるという問題が生じる。この問題はサポ

ート問題（support problem）と呼ばれる (星野 2015)。 

	 こうした問題を解決するためにロジスティック回帰分析を行う。処置に割り当てられ

るかどうか（奨学金受給の有無）を従属変数，それに影響を与える統制すべき共変量を

説明変数としたロジスティック回帰分析を行う。これによって，奨学金を受給している

者の特徴を示す共変量の係数と対象者の共変量に関する実測値を用いることで，その対

象者が奨学金を受給しうる確率を算出することができる。これが傾向スコアである。 

傾向スコアは，多次元の共変量を 0から 1の間の値を取る 1次元の変数であり，共変量

から予測されるある処置を受ける確率のことである。𝒾が処置群（z）へ割り当てられる

確率 

 

ℯ𝒾 = p z𝒾 = 1 𝓍𝒾  

 

    を𝒾の傾向スコアという（ただし 0≦ℯ𝒾≦1）。このように，傾向スコアは，共変量を 1次

元の変数に縮約しているので，前述した次元問題が解決され，しかもサポート問題も減

少する（星野 2015）。 

 

（3）強く無視できる割当条件 

    傾向スコアマッチングが次元問題やサポート問題を改善し，適切にマッチングに成功

すれば，処置群への割り当ては，観察される共変量のみに依存するといった｢強く無視で

きる割り当て条件（strongly ignorable treatment assignment）｣を満たすことができる。「強く

無視できる割当条件」が達成されているということは，処置を受けるかどうかはランダ

ムに近いとみなせる。この場合，処置の内生性は解消されており（中岡 2013），ランダム
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化実験に準じる条件のもとで処置群と対照群の従属変数の差を算定することができる

（Rosenbaum and Rubin 1984）。 

	 傾向スコアを算定する際には（ロジスティク）回帰分析を行うので，全く想像もつか

ないような未知の共変量が奨学金受給を決定的に左右しているといった可能性も原理的

には排除しきれない。この意味では，内生性のリスクもなくはないし，傾向スコアマッ

チングは，文字通りランダム化実験に「準じる」水準でしか因果効果を検証できないと

言える。 

    ただし傾向スコアマッチングの分析には強く無視できる割当が実現しているかどうか

を検証するプロセスが組み込まれており，内生性の問題をある程度除去することができ

る。強く無視できる割当条件が実現しているかどうかを確認するためには，処置群と対

照群の共変量が，文字通り無視できる程度の差しかない状態になっているかどうかを確

認すれば良い。最もシンプルな方法は，処置群と対照群の共変量の差があるかどうか，

ｔ検定で確認することである。両群の共変量の統計的な有意差が見いだせなければマッ

チングが上手くいっていると言える。こうした手続はバランス評価と呼ばれる手続きの

１つであり，既知の共変量を適切に統制し，この点については内生性の問題を解消でき

ているかを確認するものである。実際の分析では，傾向スコアの算定やマッチングの妥

当性については多角的な検証を行うことになるが，本章では原理のみ確認しておき，実

際の手続きについては次章にて詳述する。 

 

（4）重回帰分析と傾向スコアマッチングとの対比 

    傾向スコアマッチングには，回帰分析と比較して優位な点が 2点ある（Brand and Halaby 

2006）。まず，傾向スコアマッチングでは，共変量の分布が非常に極端な値を示すような

本来的に比較が不可能なデータは，マッチング不能なデータとして分析からは排除され

る。回帰分析にはこのような操作が含まれないため，回帰分析では本来的に比較が不可

能なデータを比較対象として扱ってしまうリスクを抱えてしまう。 

    次に，モデルの誤設定（misspecification）の可能性が低いということである。回帰分析

では，従属変数と共変量の間に任意の関数構造を設定する。しかしながら，傾向スコア

マッチングは，共変量によって算出した傾向スコアに基づいて処置群と対照群の差を算

出する方法である。ここには従属変数と独立変数のモデル設定の操作が含まれないため，

誤った関数構造の設定といったモデル誤 設定（misspecification）の可能性が低い。 
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    措置効果モデルと対比すると，傾向スコアマッチングには多重共線性の問題が生じな

いという強みがある。 

 

2  分析結果 

    図表 1-9は傾向スコアマッチングによって奨学金受給者と非受給者の間の娯楽嗜好費の

平均値の差をまとめたものである。 

    今回の分析は傾向スコアマッチングの試験的な適用であるため，主要なマッチング方

法を複数採用してその結果を比較することとした。Nearest Neighbor Matching は，処置群

と対照群で最小の距離にあるペアをマッチさせる方法である。Radius Matchingは，ある程

度の距離（caliper）に複数の観測値が入っている場合には，それらの平均値を使うという

方法である。Kernel Matching とは，Kernel 関数11を利用したウェイトで，対照群（奨学金

非受給者）の全ての観測値のウェイトづけ値を「本来なら処置群では観測されない値」

の代わりとして利用する方法である。Propensity Sore Weighting（逆確率重み付け法）は，

処置群の各々のサンプルにプロペンシティーの逆数（対照群は 1からプロペンシティーを

引いた値）でウェイトをつけることによって ATTを補正する方法である（星野 2015）。 

    奨学金受給者と非受給者における娯楽嗜好費支出の差の期待値(ATT)をみると，マッチ

ング方法によらず，ATT の推定結果はマイナスであるが，統計的に有意差が認められな

い。この結果は，奨学金受給者と非受給者における娯楽嗜好費の支出額は変わらないと

いうことを意味している。 

	 図表 1-10のマッチングが成功しているかどうかを検討するために，図表 1-10でバラン

ス評価の結果を確認する。マッチング前には共変量の有意差が存在していたが，マッチ

                                                        
11 ウェイト関数は下記の式となる。 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 𝒲 𝑖, 𝑗 =
G
HIJHK
L

G
HIJHK
LK∈NO

 

 
	 jは対照群（奨学金非受給者）の添え字を，iは処置群（奨学金受給者）の添え字を，𝐼Qは奨学
金非受給者のサンプルの集合を表し，また G は Kernel 関数（本稿では epanechnikov kernel 
function を用いた）を示す。h はウェイト付けする際のバンド幅は定数であり，一般的には
0.06とされ，𝑃S − 𝑃Tは傾向スコアの距離を示すものである（Guo and Fraser 2014: 296）。本稿で
も Guo and Fraser （同上書）に従いバンド幅は 0.06としている。 
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ング後には，奨学金受給者・非受給者の間で有意でなくなっている。このことは，マッ

チング後の受給者群と非受給者群の間には，奨学金受給以外の要因が同一あるいは近似

していることを意味している。いずれの方法においても，マッチングには問題がないこ

とが確認できる12。 

 

図表 1-9 傾向スコアマッチングによる分析結果 

 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 単位：千円 

 
注 1：奨学金受給者は処置群，奨学金非受給者は対照群である。 
注 2：Unmatchedの ATTは，奨学金受給者と非受給者の平均の差を指すものである。 
注 3：標準誤差は bootstrap法を 1000回起こった場合のロバストな結果を示している。 
注 4：caliperの算出手法は，傾向スコアの推定値をロジット変換した値の標準偏差に 0.25を乗じ
た値が推奨されている（Rosenbaum and Rubin 1985）。計算した caliperは，.047となる。 

注 5：Nearest Neighbor Matchingにおいては，Neighborの数は 5とし，replacementをありとした。 
注 6：Kernel Matchingでは，Guo and Fraser （2014）に従い，バンド幅 は.06とした。詳細な説明
は，本章の注 9を参照されたい。 

出典：呉（2019） 
 
 
 

図表 1-10 バランス評価 

 
         出典：呉（2019） 

 

 

                                                        
12傾向スコアマッチングの分析では，マッチング後には処置群と対照群の統制変数の差がいずれ

も消失しており，マッチングには問題ないことを確認している。また，共変量による割り当

て（処置群または対照群への割り当て）の判別力のチェックとしては，c 統計量を採用したが，
その結果は 0.714となった。医療系の論文誌では c統計量は 0.7以上が望ましいとされている
ことに鑑みれば（久繁 2005），本分析には一定の判別力があると言える。 
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前述した通り，傾向スコアマッチングにも分析の限界がある（中澤 2013，星野 2015）。

それは，傾向スコアマッチングの算出によって処置群と対処群の共変量のバランスを調

整することが可能ではあるが，当然ながらデータとして取り扱うことができる共変量し

か用いることは出来ないという限界である。例えば，日本学生支援機構奨学金第一種奨

学金の受給基準は，学力基準が含まれている。ただし，『学生生活調査』には学力に関す

る項目は含まれていない。そのため，こういった点については統制することができない。

もちろんバランス評価の結果をもって，こうした変数を統制する必要が低いことを示す

ことはできるが，それでもランダム化実験に比べれば，やはり因果効果を析出する力

（内的妥当性）は見劣りすると言わざるを得ない。 

こうした問題を克服するためには，ランダム化実験やパネルデータによる分析を行う

といった方法が考えられる。しかし，少なくとも日本国内にはそういった実験を行う余

地はなく，パネルデータも存在しない。このことを踏まえると，傾向スコアマッチング

は最高の方法ではないが，相対的に優れた分析方法だと認識するべきであろう。 

 

4 小結 

4−1 知見の整理 

本章では，①同一データ・変数を用いて，②先行研究で採用されてきた平均の差の検

定・重回帰分析・措置効果モデル，傾向スコアマッチングを適用し，③奨学金が娯楽嗜

好費支出に与える影響を追試した。これにより，分析方法以外の条件をイコールフッテ

ィングしたうえで，分析方法によりもたらされる結果の一貫性に考察の焦点を当てるこ

とが狙いであった。 

本章での分析によって，4 つの分析方法について理論的に予想される意義や限界が奨学

金の因果効果を検証する際にどのような形で現れるかを確認した。こうした追試は，実

証研究の基盤となるもので，学術的意義がある。 

追試の結果は以下のように要約できる。平均の差の検定には，奨学金受給（独立変数）

と娯楽嗜好費（従属変数）の共変量を統制する仕組みが不在である。重回帰分析，措置

効果モデルにはこういった仕組みが存在するが，欠落変数によるバイアスの危険が高く，

しかもモデルに投入するべき変数が多岐にわたる場合，重回帰分析や措置効果モデルの
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適用には留保が必要である。代替的な方法として傾向スコアマッチングがあり，これを

活用することで先行研究に見られる内生性と多重共線性の問題を回避できる。ただし，

傾向スコアマッチングも万能の方法ではなく，未知の共変量の統制はできない。奨学金

が学生の経済活動や生活時間に与える影響を分析する際には，重回帰分析や措置効果モ

デルよりも傾向スコアマッチングの方が，内生性と多重共線性の双方を回避するという

意味において，相対的に有効である。 

 

4−2 政策評価への示唆 

図表 1-11 は上述の 4 つの分析方法により分析結果をまとめたものである。分析結果と

しては，先行研究では一貫した結論が得られていなかったが，本研究では奨学金受給が

娯楽嗜好費の支出に統計的に有意なマイナスの影響がある場合と有意な影響がみられな

い場合がみられており，一貫して娯楽嗜好費支出を促進するわけではないと解釈できる

結果が得られた。これらの結果は，奨学金が娯楽嗜好費に使われているという奨学金へ

の懐疑的な見解に対する，より一層手堅い反証だと言える。 

 

図表 1-11 奨学金と娯楽嗜好費支出との関係 

(分析結果のまとめ)  

                                     単位：千円                            

 

出典：呉（2019） 
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第２章 奨学金受給が学生の経済活動（収入・支出）に与える影響：

単年度・多年度・貸与額 

     

1  はじめ 

1−1  奨学金受給が学生の経済活動に与える影響を中心に 

	 本章では，学生の収入および支出の面（経済活動）において，貸与型奨学金の受給が

大学生の生活にどのような影響を与えるか，単年度・多年度・貸与額別によって検証す

る。また，本課題研究にある本章の位置づけは，図表 2-1の通りである。 

 

図表 2-1 本章の位置づけ 
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1−2 用いる変数 

 	 傾向スコアマッチングは二段階推定法である。第一段階では，ロジスティック回帰分

析（またはプロビット回帰分析）を用いて，傾向スコアを算出する（ここでは奨学金受

給の確率を指す）。そして，第二段階では，同値あるいは近似値の傾向スコアを有する処

置群（奨学金受給者）と対照群（奨学金非受給者）をマッチングして，両者の収入・支

出額を比較する。 

 

第一段階 

	 奨学金受給の有無を従属変数としたロジスティック回帰分析を行う。独立変数の選択

については，先行研究を参照しながら，下記の変数を扱う。 

・親に関する変数：家庭の年間所得総額・家計支持者世帯 

・学生本人に関する変数：性別・学年・住居形態・大学所在地・学科・高等教育機関に

在学する兄弟姉妹数 

 

第二段階 

	 同値あるいは近似値の傾向スコアを持つ奨学金受給者と非受給者の収入と支出を比較

する。比較する費目は，下記の通りにある。 

・収入：①収入総額・②家庭からの給付・③奨学金の合計・④JASSO 奨学金・⑤アルバイ

ト・⑥定職収入＋その他	

・支出：①支出総額（貯金を含む）・②支出総額（貯金を含まず）・③授業料＋学納金・

④修学費・⑤課外活動費・⑥通学費・⑦食費・⑧住居光熱費・⑨衛生保健費・⑩娯楽嗜

好費・⑪その他の日常費・⑫貯金繰越	
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2 単年度データによる検証 

本節の目的は，単年度のデータを用いて，日本学生支援機構奨学金が大学生の経済活

動（収入・支出）に与える影響を傾向スコアマッチングによって明らかにすることであ

る13。 

2-1 データと分析枠組み 

本章で用いるデータは，日本学生支援機構による『学生生活調査』（2010 年）である。

調査対象は，大学学部・短期大学本科及び大学院の学生（休学者及び外国人留学生を除

く）である。全国の学生 2,980,279人の中から 82,330人がサンプリングされている。有効

回答数は 37,151人，有効回収率は 45.1%となる。本章では，大学学部・昼間部のみ取り上

げて分析する（合計 19,603人）。 

処置変数である日本学生支援機構奨学金受給の有無は，奨学金受給者（第一種・第二

種・併用型を含む）を 1，非受給者を 0とするダミー変数とする。これを従属変数として，

奨学金受給に影響を与える変数を独立変数として，ロジスティック回帰分析を行い，傾

向スコアを算定していく。傾向スコアの算定後に，奨学金の受給確率（すなわち傾向ス

コア）によってマッチングを行い，そのマッチングごとの差の期待値を求めることによ

り，奨学金受給の因果効果の推計を行う。 

 

2-2 奨学金受給の規定要因分析：ロジスティック回帰による傾向スコアの作成 

傾向スコア算定のために用いる変数は，先行研究を参考にして，｢親に関わる属性｣

（家庭の年間所得総額・家計支持者世帯：勤労者世帯ダミー），「学生に関わる属性」（性

別・学年・住居形態・大学所在地・学科：薬学ダミーと医歯学ダミー・高等教育機関に

在学する兄弟姉妹数）とした。 

 

  

                                                        
13 本節は，呉・島・西村（2019a）より修正したものである。 
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図表 2-2 設置者別・奨学金受給別・分析に用いた変数 

 
注：設置者別による分析を行う理由は，以下の 3 点にある。①「学生生活調査」の抽出率が設

置者別（母集団の大きさ）に異なるため，②授業料などの学生の経済活動が設置者別（特に

国公立と私立）に異なるため，③先行研究に対照できるためである。	

出典：呉・島・西村（2019a） 
 
 

図表 2-3 設置者別奨学金受給者の特性 

 

     出典：呉・島・西村（2019a） 
 

この判断の妥当性は，図表 2-2および図表 2-3により示される。図表 2-2は設置形態別

に各変数の平均値を比較したものである。奨学金受給者と非受給者についての t検定の結
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果によって，有意差がある場合，*を付してある。図表 2-2 を見ると，マッチング前では，

設置形態にかかわらず，家庭の年間所得（親の収入）・住居形態・大学所在地による違い

がある。一方で，マッチング後はこうした差はいずれも消失している。なお，カイ 2乗値

によって処置群と対照群の間での共変量の差をチェックすると，その値は「国立：0.000

→0.996」，「公立：0.000→1.000」，「私立：0.000→1.000」となる。やはり，統計的な有意

はなくなっている。共変量の標準化バイアスは，マッチング前後で「国立：14.1%→

1.3％」，「公立：16.3%→1.0%」，「私立：13.0%→0.7%」と減少している。 

図表 2-3は奨学金受給の有無を被説明変数としたロジスティック回帰分析を用いて，奨

学金受給者の特性を示している。c統計量が，「国立：0.719，公立：0.716，私立：0.715」

であり，医療系の論文誌における c統計量は 0.7以上が望ましいという条件（久繁 2005）

を満たしており，奨学金受給を十分に説明できている。こうしたことから，マッチング

は適切に行われていると評価できる。 
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2-3 設置主体別にみる奨学金受給が学生の収入・支出に与える影響 

 	 図表 2-4 は，収入について，共変量を統制していない単純推計値（Unmatched），およ

び傾向スコアに基づく Kernel Matching による推計結果を示したものである。なお，以下

の言及は基本的に Kernel Matchingに基づく推定結果についての言及となっている。 

 

図表 2-4 奨学金受給の収入への ATT の推定値（設置者別） 

  
注 1：傾向スコアマッチングでは，因果効果の推定値は計算可能であるが，その標準誤差が正確
には計算できない問題点が残る（星野 2015）。そこで，推定値の有意水準を算出するためにブ
ートストラッピングによって標準誤差を求める｡その標準誤差は bootstrap 法を 1000 回行った
場合のロバストな結果を示したものである。このことは以下全ての分析でも同様である。ま

た，bootstrap 法とは，｢観測したデータからのサンプリングにより擬似データセットを生成す
る代表的なリサンプリング法｣であり，その手法は｢繰り返し計算により推定量の偏りや分散

をはじめとする統計的誤差の推定や統計量の分布の推定などを行える｣ものである（Efron and 
Tibshirani 1986，汪・桜井 2013） 

注 2：Unmatched の ATT は，奨学金受給者と非受給者の平均の差（t検定による平均値差）を指
すものである。  

出典：呉・島・西村（2019a） 
 

	 国公私に共通する傾向として，日本学生支援機構奨学金受給者は，非受給者と比べて

収入総額が（5.7％から 8.0%）増加している。 

	 奨学金受給者の家庭からの給付金（いわゆる「仕送り」）は，非受給者と比べて，年間

51.9 万円から 59.1 万円低い。こうした奨学金による家計負担の抑制といった機能は，奨

学金未返還問題の枠組みでは軽視されているが，この点についての事実認識は重要であ
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学金はアルバイトに関する抑制効果がなかったことがわかる。その理由としては，推測

の域を出ないが，奨学金受給者は奨学金が貸与であることから，将来の返済のため，収

入確保を怠らないようにしているからと考えることもできる。 

	 奨学金受給が学生の支出に与える影響については図表 2-5にまとめる。まず，前節の収

入総額の分析と整合的であるが，年間支出総額について，奨学金受給者は年間 7.8 万円か

ら 10.9万円程度の支出増（貯金を含む，5.1%から 6.9%）となっている。 

 

図表 2-5 奨学金受給の支出への ATT の推定値（設置者別） 

  
出典：呉・島・西村（2019a） 
	  

受給者と非受給者の支出の差額に着目してみると，国公私に共通する傾向として，奨

学金受給者は非受給者より食費・衛生保健費などの生活費の額が少しずつ多くなってい

る。また，受給者はより多くの修学費（年間 1.4 から 1.5 万：例えば 3 千円の学術書約 5

冊分）を確保できていることも明らかになった。奨学金受給者は，突発的な支出に備え

て奨学金を少しでも残そうとする傾向があると言われるが（吉中 2016），奨学金受給者全
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体をみる限り，本章の結果でも，将来の返済のためか，相対的に多く貯金していること

が示唆された。14 

	 特に注目に値するのは娯楽嗜好費である。奨学金受給が娯楽嗜好費に与える影響につ

いては，先行研究の見解が割れている。奨学金が娯楽嗜好費に使われているという主張

（伊藤・鈴木 2003）や，奨学金はむしろ娯楽嗜好費を抑制する効果があるとの主張もあ

る（小林 2002，下山・村田 2011，藤森 2015）。こうした中で，本章の知見としては，娯

楽嗜好費に関しては，国立大学では受給者より低い水準に抑えられており，公立・私立

大学の奨学金受給者は非受給者と同水準に抑制されていることが示されている。娯楽嗜

好費としての使用は抑制的な状況にあるという先行研究の知見と整合的である。 

続いて「授業料＋学納金」については，国立大学・公立大学では，非受給者と比較し

て，奨学金受給者の「授業料＋学納金」は有意に低い。このことは国立・公立大学の奨

学金受給者の中には授業料免除を受けている者が多いことを示している。しかし，私立

大学についてはこの限りではない。こうした傾向は小林（2017）でも確認されているこ

とであるが，大学の設置形態によって経済的な支援に格差があることを示唆する結果と

なっている。 

また，課外活動費については，公立大学・私立大学においては受給者の支出額は増え

ているが，国立大学は有意ではないものの増額という結果となっている。 

	 総じて言えば，奨学金受給者は生活費や修学費さらには課外活動費についての支出額

が多くもしくは非受給者と同様であり，娯楽嗜好費についての支出額が少ないもしくは

非受給者と同様である。岩田（2003）は近年の学生文化が「遊び文化」から「勉強文化」

へと移行しつつあることを指摘しているが，奨学金受給者の増加は「勉強文化」の形成

とも無関係ではないかもしれない。この点は，経済支援が学業に与える影響を考える上

では無視できない論点である。学生生活を理解するうえでも，そして奨学金制度を有効

に運用していくうえでも興味深い論点となる。 

	 ただし，なぜ娯楽嗜好費や課外活動費が大学の設置形態により異なるのかについては，

説明が必ずしも容易ではない。そもそも収入額の分析に比べて，支出額の分析には，学

生の消費行動に関する様々な要因—例えば学生文化や消費に関する価値観や態度—が強く

影響する。そのためか，支出額の傾向については奨学金受給・非受給のみによってでは

説明できない点が，収入額の傾向に比べて相対的に多い。しかも，傾向スコアマッチン

                                                        
14  奨学金受給者は相対的に多く貯金していること，収入総額が増えていることから，貸与額が
多すぎるという解釈もある（濱中 2020）。 
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グは，次元問題やサポート問題を解決するために，奨学金と経済活動に関する共変量を

傾向スコアに一元化してしまうので，複雑な要因を構造化して捉えることには不向きで

ある。よって，なぜ娯楽嗜好費や課外活動費が大学の設置形態により異なるのかについ

ては，傾向スコアマッチングによる分析だけでは解明しきれないと言わざるを得ない。 

 

2-4 知見の整理 

1 収入について 

	 まず収入に関して 3 点明らかになった。奨学金受給者は，非受給者に比べて(1)収入総

額が多く，(2)家計給付が著しく抑制されているが，(3)アルバイト収入は抑制されていな

い。(1)(2)は奨学金が経済支援として有効に機能していることを示唆しているが，(3)はそ

の機能が限定的あるいは不十分な水準に留まっていることを示唆している。 

	 奨学金は家計給付を大きく抑制することを可能としている。ただし，奨学金は家計給

付の一部を代替するものであるが，その全てを肩代わりするものではないといえる。収

入総額については奨学金受給者が非受給者を上回っていることも明らかになった。その

一方で，奨学金受給者はアルバイトに関しては非受給者と同水準行っており，奨学金が

アルバイトの抑制にはつながっていないことが明らかになった。このことからは奨学金

受給者は奨学金を得たとしても，それが基本的に貸与であることから，将来の返済に向

けた収入確保を怠らないようにしていると推察される。 

この知見は，現行の奨学金の額を十分とみなすか否かという別の論点へとつながるもの

である。 

 

2 支出について 

支出については 4 点明らかになった。奨学金受給者は，非受給者に比べて(1)支出総額

が多く，(2)修学費も多いが，(3)貯金も多い。(4)娯楽嗜好費については，非受給者より少

ないかそれと同水準に抑制されている。 

	 支出費目に関しては，一部の先行研究では，｢奨学金は娯楽嗜好費に使われている｣

（伊藤・鈴木 2003）と指摘されており，本研究でもこの点を重要な論点と認識して分析

の焦点を当ててきた。娯楽嗜好費に関しては，国立大学では受給者より低い水準に抑え



 
 

50 

られており，公立・私立大学の奨学金受給者は非受給者と同水準に抑制されていること

が明らかになった。この知見には，奨学金が娯楽費に使われているという奨学金への懐

疑的な見解をもたらす一部の先行研究（伊藤・鈴木 2003）への反証という意義がある。

また，同時に娯楽嗜好費としての使用は抑制的な状況にある（小林 2002，下山・村田

2011，藤森 2015）という先行研究の知見と整合的である。 

本研究では，分析に際して，娯楽嗜好費のみならず，その他の支出についても検討し

た。これにより奨学金受給者は非受給者よりも食費・保健衛生費などの生活費を少しず

つ増やしている上に，多くの修学費を確保出来ていることが明らかになった。また，将

来の返済のためと推察されるが，奨学金受給者全体でみると，相対的に多くの額を貯金

していることもわかった。 
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3 多年度データによる検証 

3−1 研究の目的 

    本節の目的は，単年度分析による知見の安定性を確認するため，多年度分析を行い，

設置形態別・奨学金種別に奨学金受給が大学生の経済活動に与える影響を再確認するこ

とにある。 

    多年度分析でも，『学生生活調査』の情報量を最大限活かした総合的な分析を行う。ま

た，分析に際しては傾向スコアマッチングを用いて，可能な限り厳密に奨学金が大学生

の収入・支出に与える影響を分析する。その際に特に着目する論点は，家庭給付抑制効

果，アルバイト抑制効果，修学費の増加効果，娯楽嗜好費抑制効果の 4点とする。これに

加えて，学費・学納金についても副次的に着目し，設置形態別に奨学金が学生に与える

影響について考察していく。 

    なお，前節の結果も踏まえて，本節の分析に際しては設置形態別に加えて奨学金種別

（第一種・第二種）の区分を導入する。 

 

3−2 データ・分析枠組み 

    本節で用いるデータは，平成 22年度・平成 24年度・平成 26年度の日本学生支援機構

『学生生活調査』である15（この内平成 22 年度データはすでに前節で分析している）。本

章でも，前節と同様に大学学部・昼間部のみ取り上げて分析する 。対象者は，平成 22年

度は合計 15,422人，平成 24年度は合計 11,491人，平成 26年度は合計 12,388人である。 

	 なお，平成 24年度と平成 26年度の収入と支出に関連する調査項目は，平成 22年度の

項目を基に，通信費支出額の項目を加えたものである。 

 

                                                        
15  ここでは娯楽嗜好費及び娯楽交友時間を含むデータを中心に分析を取り上げる。他の年度の
分析結果は，補足資料を参照されたい。 
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3−3 傾向スコアの算出およびマッチングの妥当性の評価 

1 設置者別にみる奨学金効果の実証分析に用いた傾向スコアの算出およびマッチ

ングの妥当性の評価 

（1）傾向スコアの算出（設置者別） 

	 先行研究を参考にして，「親に関わる属性」（家庭の年間所得総額（単位：百万円）・家

計支持者世帯）および「学生に関わる属性」（性別・学年・住居形態・大学所在地・学

科・高等教育機関に在学する兄弟姉妹数）を用いて傾向スコアを算出した。ただし，26

年度調査では，高等教育機関に在学する兄弟姉妹数の質問項目が削除されたため，分析

でも使っていない。 

	 図表 2−6は，奨学金受給者の特性を示しているとも言える結果である。これを用いて奨

学金受給者のプロフィールを確認すると，受給者は所得が少なく，自宅外通学（公立の

学寮を除く）で，家計支持者世帯が勤労者世帯であり，高等教育機関に在学する兄弟姉

妹の数が多いほど，奨学金受給の確率が高いことがわかる。 
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図表 2-6 設置者別・年度別奨学金受給者の特性 

 

       出典：筆者作成 
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（2）妥当性の検証（設置者別） 

   前節で示したように，傾向スコアの妥当性は c統計量（図表 2−6），更にマッチングの妥

当性は共変量のマッチング前後の t検定（図表 2−7），カイ二乗検定と共変量の標準化バイ

アスの確認，すなわちバランス評価（図表 2−8）で判断される16。 

	 ｃ統計量（図表 2−6）については，国公私立のいずれも 0.7 以上となっているので，奨

学金受給を十分に説明出来ていると判断される。分析に用いた変数のマッチング前後の t

検定（図表 2-7）を確認すると，マッチング前に家庭の年間所得総額・住居形態・大学所

在地などによる違いが，マッチング後には消失している。バランス評価（図表 2−8）につ

いては，各年度かつ国公私立大学のいずれも，マッチング後に共変量の標準化バイアス

が 5％以下となっているので，共変量の標準化バイアスが減少しているとわかる。カイ二

乗検定においても，2 群の共変量の差が統計的に有意ではなくなっている。こうしたこと

から，本研究における傾向スコアの算定およびそれを用いたマッチングは適切に行われ

たと判断できる。 

 

  

                                                        
16 詳細な内容は 2章 2節を参照されたい。 
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図表 2-7 分析に用いた変数のマッチング前後の t 検定 

 

出典：筆者作成 
 

  

�D �D �D �D �D �D

"� "� "� "� "� "�

�%n#O-)ER|=�} _Yb` bY][ WWW _Yb` _Yc[ _Y_[ aYa^ WWW _Y_[ _Y_^ _Yc[ bY]_ WWW _Yc[ _Yc`

�# \Ya` \Yab \Ya` \Ya_ \Y_\ \Y`Z \Y_\ \Y_^ \Y^c \Y_\ \Y^c \Y^b

� '+UighYH�rx{

��|��IVrx{ ZYZb ZYZ^ WWW ZYZb ZYZa ZYZ] ZYZ\ ZYZ] ZYZ^ ZYZa ZYZ_ WW ZYZa ZYZ`

��jpv{ujln�rx{ ZY`_ ZY_a WWW ZY`_ ZY`` ZY`] ZY_[ WWW ZY`] ZY`\ ZY]` ZY][ WWW ZY]` ZY]`

��-��UighYP4rx{

PKrx{ ZYZb ZY[] WWW ZYZb ZYZb ZY[\ ZY[a WWW ZY[\ ZY[] ZY\Z ZY[b W ZY\Z ZY\Z

ln�nN>rx{ ZYb\ ZYa^ WWW ZYb\ ZYb\ ZYb^ ZYab WWW ZYb] ZYb] ZY^Z ZY]^ WWW ZY^Z ZY^Z

�L/.F�!~��F�!rx{ ZYac ZYac ZYac ZYac ZYab ZYb[ W ZYab ZYab ZYaa ZYa] WWW ZYaa ZYaa

�*rx{ ZY]c ZY]a ZY]c ZY]b ZY_^ ZY_b ZY_^ ZY_^ ZY^c ZY_Z ZY^c ZY^c

JBrx{ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ^ WW ZYZ\ ZYZ\ ZYZ] ZYZ] ZYZ] ZYZ]


z8Brx{ ZYZb ZYZc ZYZb ZYZa ZYZ] ZYZ` WWW ZYZ] ZYZ] ZYZ\ ZYZ] WW ZYZ\ ZYZ\

TA1G7Pm��ko�&��n2 ZY_b ZY_` ZY_b ZY_` ZY_b ZY__ ZY_b ZY_b ZY`[ ZY_` WW ZY`[ ZY`[

f [XbZ^ \X\_] [XbZ^ \X\_] [Xa_\ [X`cc [Xa_[ [X`cc ]X`c] ^X\\[ ]X`c] ^X\\[

�D �D �D �D �D �D

"� "� "� "� "� "�

�%n#O-)ER|=�} _Yb\ bY\_ WWW _Yb_ _Yc\ _Y]_ bY[a WWW _Y]b _Y^a _Yac bY__ WWW _Yac _Yb\

�# \Y`b \Y`a \Y`b \Y`b \Y_a \Y`^ \Y_a \Y_] \Y_Z \Y_^ \Y_Z \Y^b

� '+UighYH�rx{

��|��IVrx{ ZYZb ZYZ^ WWW ZYZb ZYZb ZYZ] ZYZ\ ZYZ] ZYZ^ ZYZa ZYZ_ WWW ZYZ` ZYZa

��zpv{uzln�rx{ ZY`^ ZY__ WWW ZY`^ ZY`^ ZY_c ZY^^ WWW ZY_c ZY_b ZY]] ZY\` WWW ZY]] ZY]\

��-��UighYP4rx{

PKrx{ ZYZa ZY[\ WWW ZYZa ZYZa ZY[Z ZY[b WWW ZY[Z ZY[Z ZY[b ZY[` W ZY[a ZY[`

ln�nN>rx{ ZYb] ZYa` WWW ZYb] ZYb] ZYb^ ZYa] WWW ZYb^ ZYb_ ZY^\ ZY]a WWW ZY^\ ZY^\

�L/.F�!~��F�!rx{ ZYb\ ZYbZ ZYb\ ZYb] ZYac ZYbZ ZYac ZYac ZYac ZYa_ WWW ZYac ZYac

�*rx{ ZY]` ZY]c ZY]` ZY]a ZY`[ ZY`[ ZY`[ ZY_c ZY^a ZY^c ZY^b ZY^b

M�rx{ ZYZ` ZYZ` ZYZ` ZYZ` ZYZ^ ZYZ\ WW ZYZ^ ZYZ] ZYZ[ ZYZ\ WW ZYZ[ ZYZ[


z8Brx{ ZYZ_ ZYZc WWW ZYZ_ ZYZ_ ZYZ\ ZYZc WWW ZYZ] ZYZ\ ZYZ\ ZYZ] WWW ZYZ\ ZYZ[

TA1G7Pm��ko�&��n2 ZY_\ ZY^_ WW ZY_[ ZY_\ ZY^c ZY^` ZY^b ZY_Z ZY^` ZY^^ ZY^` ZY^_

f [X_[c [Xb]` [X_Za [Xb]` [X``c [X]`_ [X``^ [X]`_ \X^\[ \X`b[ \X^\Z \X`b[

�D �D �D �D �D �D

"� "� "� "� "� "�

�%n#O-)ER|=�} _Yac bY^a WWW _Yac _YbZ _Y\c aYa_ WWW _Y]Z _Y\` _Y`^ bY]Z WWW _Y`_ _Y`b

�# \Ya] \Yac \Ya^ \Yaa \Y`Z \Y_Z W \Y_c \Y_a \Y_` \Y_a \Y_a \Y_b

� '+UighYH�rx{

��|��IVrx{ ZYZb ZYZ] WWW ZYZb ZYZa ZYZ] ZYZ] ZYZ] ZYZ^ ZYZa ZYZ_ WW ZYZa ZYZ`

��zpv{uzln�rx{ ZY`_ ZY_c WWW ZY`_ ZY`` ZY`] ZY_Z WWW ZY`] ZY`[ ZY]\ ZY\c WW ZY]\ ZY][

��-��UighYP4rx{

PKrx{ ZYZc ZY[^ WWW ZYZc ZYZc ZY[[ ZY[^ W ZY[[ ZY[[ ZY\Z ZY[a WW ZY\Z ZY[c

ln�nN>rx{ ZYb] ZYa` WWW ZYb] ZYb] ZYb] ZYab WWW ZYb^ ZYb^ ZY^[ ZY]_ WWW ZY^[ ZY^[

�L/.F�!~��F�!rx{ ZYb[ ZYb\ ZYb[ ZYb[ ZYb[ ZYb\ ZYb[ ZYb\ ZYac ZYa^ WWW ZYac ZYbZ

�L/.F�!~���6�!rx{ ZY[Z ZYZb ZY[Z ZY[Z ZY[Z ZYZb ZY[Z ZYZc ZY[\ ZY[] ZY[[ ZY[[
�L/.F�!~:��6zH<6�!rx{ ZYZ] ZYZ` WWW ZYZ] ZYZ] ZYZ] ZYZ_ W ZYZ] ZYZ] ZYZ^ ZYZb WWW ZYZ^ ZYZ^

�L/.F�!~M5z9;�!rx{ ZYZ\ ZYZ[ W ZYZ\ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ\ ZYZ[ ZYZ\ WW ZYZ[ ZYZ[

�*rx{ ZY]b ZY]b ZY]b ZY]` ZY`] ZY`] ZY`] ZY`\ ZY^b ZY_[ W ZY^b ZY^b

3:0C�Brx{ ZY\Z ZY[b ZY[c ZY[b ZY^\ ZY]_ WWW ZY^] ZY^Z ZY^Z ZY]c ZY^Z ZY^[


z8Brx{ ZYZa ZY[Z WW ZYZa ZYZb ZYZ[ ZYZ_ WWW ZYZ[ ZYZ[ ZYZ[ ZYZ] WWW ZYZ[ ZYZ[

1�S,Brx{ ZY[` ZY[^ ZY[` ZY[` ZYZ[ ZYZ[ ZYZ[ ZYZ\ ZYZ_ ZYZ` W ZYZ_ ZYZ_

f [X_\\ [Xbac [X_\Z [Xbac [X_Zc [X]_a [X_Zb [X]_a \Xb^Z ]X\b[ \Xb]c ]X\b[

UWdYZ_UWWdYZ[UWWWdYZZ[

e\\#$

�@ 	@ ?@

wtsyq
 wtsyq( wtsyq
 wtsyq( wtsyq
 wtsyq(

"�

Q�D Q�D Q�D Q�D Q�D Q�D

"� "� "� "� "�

e\^#$

�@ 	@ ?@

wtsyq
 wtsyq( wtsyq
 wtsyq( wtsyq
 wtsyq(

"�

Q�D Q�D Q�D Q�D Q�D Q�D

"� "� "� "� "�

e\`#$

�@ 	@ ?@

wtsyq
 wtsyq( wtsyq
 wtsyq( wtsyq
 wtsyq(

"�

Q�D Q�D Q�D Q�D Q�D Q�D

"� "� "� "� "�



 
 

56 

図表 2-8 Kernel Matching 前後の共変量のバランス評価 

 

            出典：筆者作成 
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2 奨学金種類別にみる奨学金効果の実証分析に用いた傾向スコアの算出およびマ

ッチングの妥当性の評価 

（1）傾向スコアの算出（奨学金種別） 

	 図表 2−9 と図表 2−10 は，それぞれ第一種奨学金と第二種奨学金受給者の傾向スコアで

ある。前項と同様に，第一種奨学金と第二種奨学金受給者も，所得が少なく，自宅外通

学で，家計支持者世帯が勤労者世帯で，高等教育機関に在学する兄弟姉妹の数が多いほ

ど，奨学金受給の確率が高くなる。 

	 ただし，家庭年間所得総額の回帰係数については，第一種と第二種で差がある。家庭

年間所得は，第一種奨学金に比べて，第二種奨学金の受給に与える影響が大きくない。

その理由の一つは，濱中（2019）によると，家庭年間所得が極めて少ない場合（例えば

337 万円以下）には無利子の第一種奨学金を利用できる可能性が高くなり，第二種奨学金

の利用が少なくなるからと解釈できる。 
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図表 2-9 設置者別・年度別第一種奨学金受給者の特性 

 

    出典：筆者作成 
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図表 2-10 設置者別・年度別第二種奨学金受給者の特性 

 

                         出典：筆者作成 
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（2）妥当性の検証（奨学金種別） 

	 前項と同様に①c 統計量（図表 2−9 と図表 2−10），②分析に用いた変数のマッチング前

後の t検定（図表 2−11と図表 2−12），③バランス評価（図表 2−13と図表 2−14）によって

妥当性を判断する。 

	 ①ｃ統計量については，第一種奨学金（図表 2−9）の国公私立のいずれも 0.7 以上とな

っているので，奨学金受給を十分に説明出来ている。一方，第二種奨学金モデルの c統計

量（図表 2−10）は 0.673から 0.732となっている。既に述べた通り，多年度分析では，年

度間の分散が生じるため調整が難しいことによる。ただし，星野・岡田（2006）では

「例え 0.67 程度であっても,従属変数に関連の強い共変量を選択すれば,十分偏りのない調

整が可能である場合がある」と指摘されており，本研究の c統計量も許容範囲内には収ま

っている17。本研究でも一連の先行研究を参考した上で，可能な限り関連ある共変量（特

に関連強い変数）を取り上げており，c 統計量については，改善の余地もあるものの，十

分に対応できていると判断する。 

	 ②2群の平均の差（t検定）については図表 2−11と図表 2−12の通りである。表では，マ

ッチング前に存在した家庭の年間所得総額などによる違いが，マッチング後にいずれも

消失している。 

	 ③バランス評価については図表 2−13と図表 2−14の結果となった。マッチングによって，

共変量の標準化バイアス（Standardized Bias）が減少していることがわかる。それを踏ま

えて，カイ二乗検定（p>chi2）においても，両群の間での共変量の差が統計的に有意では

なくなっている。①〜③から本研究におけるマッチングは，適切に行われたと判断でき

る。 

	 なお，図表 2−11と図表 2−12をみると，第一種奨学金の家庭の年間所得（マッチング前）

は平均的に 400万円〜500万円であるが，第二種奨学金の場合には 600万円程度である。

第二種奨学金の経済的な受給基準は第一種奨学金より緩和されていること，かつ第一種

奨学金受給者は，第二種奨学金受給者に比べて，経済状況に余裕がないことがわかる。

やはり奨学金受給が学生の経済活動に与える影響を分析する際には，第一種と第二種に

おける受給者のプロフィールの差を認識する必要があることが，このことからもわかる。 

                                                        
17 前節で言及した通り，Fu and Li（2008）では，傾向スコアモデルの構築は，従属変数や従従属
変数に強い関連のある変数を用いるべきで，盲目的に c統計量の高さに判断すべきではないと
も指摘されており，この点については統計学上の今後の検討課題としたい。 
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表 2-11 分析に用いた変数のマッチング前後の t 検定 

（第一種奨学金に限定した場合の分析） 

 

出典：筆者作成 
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図表 2-12 分析に用いた変数のマッチング前後の t 検定 

（第二種奨学金に限定した場合の分析） 

 

出典：筆者作成 
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図表 2-13  Kernel Matching 前後の共変量のバランス評価 

（第一種奨学金に限定した場合の分析） 

 

           	 	                              出典：筆者作成 
 

図表 2-14  Kernel Matching 前後の共変量のバランス評価 

（第二種奨学金に限定した場合の分析） 

 

           	 	 	                         出典：筆者作成 
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3-4 多年度分析による奨学金効果の実証分析（1）：設置者別にみる奨学金受給

と学生の収入・支出との関係 

  本節では奨学金種別は問わずに，設置者別に奨学金受給と学生の収入との関係を検証す

る。 

1 設置者別にみる奨学金受給と学生の収入との関係 

	 収入総額については，平成 26 年度国立大学を除き，基本的には国公私立大学を問わず，

奨学金受給者は非受給者に比べて 8.9万円（5.7％）から 24.8万円（12.4％）増加している。 

	 奨学金の受給者の家庭からの給付金（仕送り）は，年間約 40.3万円（-37.3%）から 59.1

万円（-38.8%）と大きく減少している。教育費の親負担主義が強い日本では，奨学金に

よる家計負担の軽減は無視できない意義を持っている。ただし，近年の奨学金未返還が

社会問題となる情勢下においては，必ずしも手放しで評価できるとは言えない。貸与型

奨学金の枠組みでは，もともと親が負担していた教育費は，子（当人）によって負担さ

れる事になるからである。 

	 奨学金の利用については，国公立大学の学生は日本学生支援機構奨学金を平均的に年

間 62.9万円から 69.9万円，私立大学は年間約 80万円利用している。 

	 アルバイトについてみると，基本的にアルバイトによる収入は減少していない。一部

の例外はあるが，それも減少ではなく増加の傾向を示している。さらに，平成 24 年度の

私立大学を除き，奨学金受給者は，非受給者と比べて，「定職収入＋その他（例えば貯蓄

の取り崩しなど）」も減少している。こうしてみると，そのため，奨学金はアルバイトを

抑制したり，貯蓄の切り崩しを止めたりするほどの効果はないようである。 
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表 2-15 設置者・年度別にみる奨学金が収入に与える影響 

 
出典：筆者作成 
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2 設置者別にみる奨学金受給と学生の支出との関係 

  設置別にみる奨学金受給と学生の支出との関係について図表 2—16（支出総額・学費）と

図表 2−17（生活費）にまとめる。 

	 まず支出総額について，平成 26 年度国立以外で共通する傾向として，国公私を問わず

奨学金受給者のそれは非受給者より 7.8 万円（5.1%）から 18.6 万円（9.3%）増加してお

り，貯金も 1.5 万円（20.6%）から 2.7 万円（30.7%）多くなっている（図表 2—16）。単年

度分析の際と同様に，多年度分析でも，奨学金受給者全体をみる限り，受給者の貯金額

は増額している。 

    学費の「授業料＋学納金」については，平成 24年度の国立，平成 26年度の公立大学を

除き，国公立の奨学金受給者は非受給者と比べて，1.6 万円（-3.2%）から 9.8 万円（-

16.1%）減少している。一方，私立大学の場合には，奨学金受給者の授業料＋学納金は非

受給者と同水準になっている。前章でも言及したが，小林（2017）にあるように，大学

の設置形態によって経済的な支援に格差があると言える。 

	 奨学金受給者と非受給者の修学費・課外活動費の差額に着目してみると，平成 22 年度

国立除き，国公私立大学を問わず奨学金受給者は非受給者より増加している。通学費に

ついては，国立・私立大学については増加の傾向が見られる。ただし，24 年度の国立は

例外となっている。こうした差異のうち，特に修学費は注目に値する。多年度分析によ

って，奨学金受給者は修学費を 1.4 万円（31.0%）から 2.0 万円（49.5%，3 千円の学術書

は約 5〜7冊分）と相対的に多く確保していることが改めて確認された。 

   修学費への影響は，娯楽嗜好費と並んで先行研究で論争的なテーマとなっている。奨学

金は修学費にマイナスあるいは影響なしという主張がある一方で（伊藤・鈴木 2003等），

奨学金は修学費に使われているという見解（小林 2002・2009 等）もある。本章の知見は，

国公私に共通し，奨学金が修学費に使われているという先行研究の知見と整合的である。 
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表 2-16 設置者・年度別にみる奨学金が 

支出総額・学費支出に与える影響 

   

出典：筆者作成 
 

    前節と同様，生活費の詳細について，確認する。国公私立大学を問わず，奨学金受給

者の支出は非受給者よりも，食費や衛生保険費やその他の日常費について少しずつ多く
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なっている。ただし，26年度の公立は例外である（図表 2−17）。こうした傾向は前章で明

らかになった知見と整合的である。 

   しかし，娯楽嗜好費については複雑である。平成 22 年度には奨学金受給者は非受給者

より娯楽嗜好費の支出が少ないか，あるいは非受給者と同水準に抑えられている。平成

24年度には非受給者より増加しており，平成 26年度には非受給者と同じ水準に抑えられ

ている。前節で明らかになった「娯楽嗜好費としての使用は抑制的な状況にある」とい

う知見の安定性は確認できていない。 

 	 やはり，支出額の分析には，学生の消費行動に関する様々な要因を考慮に入れて，奨

学金が学生の支出に与える影響を構造的に捉える試みが必要である。また，こうした構

造的な把握には，高等教育研究の知見を応用した理論的考察や傾向スコアマッチングの

限界性―厳密な測定と構造的な把握の両立の難しさ―を補完する別の分析方法の援用と

いった手立てが必要となる。 
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図表 2-17 設置者・年度別にみる奨学金が 

生活費支出に与える影響 

  

出典：筆者作成 
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3-5 多年度分析による奨学金効果の実証分析（2）：奨学金種類別にみる奨学金

受給と学生の収入・支出との関係 

1 奨学金種類別にみる奨学金受給と学生の収入との関係 

	 第一種奨学金および第二種奨学金の受給が大学生の収入に与える影響について，それ

ぞれ図表 2—18および図表 2—19にまとめる。 

	 まずは第一種から見てみよう。収入の総額については，国立大学の奨学金受給者は非

受給者と同水準になっている（図表 2—18）。平成 22 年度公立大学のケースを除き，公私

立大学の奨学金受給は非受給者より 11.2 万円（5.6%）から 19.2 万円（9.6%）多くなって

いるが，後述する第二種奨学金と比べて，増加額は少なくなっている。この差は制度的

なものに由来する。第二種奨学金の利用者は私立大学の学生に多く，私立大学の学生は

国立より高額の奨学金を受け取る傾向にある。この結果，収入総額の増加幅に第一種と

第二種で差が生じる。 

	 また，国公私に共通する傾向として，奨学金受給者は奨学金受給によって，家庭から

の給付額が 33.3万円（-33.3%）から 54.1万円（-43.4%）減少している。平成 22年度国立，

24 年度私立を除き，「定職収入＋その他」（例えば家計の貯金の取り崩し）については非

受給者より 2.3万円（-40.2%）から 4.2万円（-46.0%）少なくなっている。しがしながら，

こうした家庭への負担軽減の効果は，アルバイト収入額の減少に波及していない（公立

大学を除く）。無利子とはいえ，貸与型奨学金のため，奨学金受給者は将来の返済のため

に，収入を確保する必要があるからではないかと考えられる。 

	 次に第二種を確認する。第二種奨学金受給者の場合（図表 2—19）には，国公私に共通

する傾向として，奨学金受給者は非受給者より，収入総額が 9.9万円（6.0%）から 24.9万

円（16.2%）多くなっており，家庭からの給付および「定職収入＋その他」がそれぞれ

39.3万円（-35.4%）から 59.1万円（-38.7%）と 1.7万円（-34.4%）から 4.1万円（-62.8%）

減少している。また，アルバイトについては，平成 24・26年度公立大学，24年度私立大

学を除き，奨学金受給者は第一種奨学金と同様に，非受給者と同水準になっている。奨

学金種別による奨学金額の差があるため，第二種奨学金受給者の収入総額は第一種奨学

金受給者より多くなっている。 

	 第一種・第二種それぞれの受給者の収入をまとめてみると，奨学金受給が収入に与え

る影響は，基本的に共通している。すなわち，奨学生は奨学金受給によって家計負担を

軽減させ，貯金の取り崩しの減少ももたらすが，学生のアルバイトを抑制するには及ば
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ない。その理由は現時点では判然としない。先行研究に基づく最良の説明としては，将

来の返済のためと考えられる。この説明の妥当性を検証するためには，給付型奨学金が

学生に与える影響を検証する必要があるが，現時点ではデータの制約のため検証はでき

ない。この点は今後の課題とせざるを得ない。 
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図表 2-18 設置者・年度別にみる第一種奨学金が 

収入に与える影響 

  

出典：筆者作成 
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図表 2-19 設置者・年度別にみる第二種奨学金が 

収入に与える影響 

  

出典：筆者作成 
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2 奨学金種類別にみる奨学金受給と学生の支出との関係 

	 第一種奨学金および第二種奨学金の受給が大学生の支出に与える影響を確認する。第

一種奨学金受給者の一般的な支出については図表 2−20，生活費の詳細については図表 2−

21 にまとめてある。同様に，第二種奨学金の一般的な支出は図表 2−22，生活費の詳細に

ついては図表 2−23（第二種奨学金）にまとめてある。 

（1）第一種奨学金受給者の支出 

第一種奨学金受給者の支出総額および貯金については，国立大学の第一種奨学金受給

者は支出総額・貯金を非受給者と同水準に抑えている（図表 2−20）。平成 22 年度公立を

除き，公私立大学の第一種奨学金受給者は非受給者と比べて支出の総額が 7.5万円（3.9％）

から 15.5 万円（7.8％）増加している。ただし，貯金については，公私立でも，受給者と

非受給者は同水準になっている。平成 22年度私立，平成 24年度国立，平成 26年度公立

については差異が生じている。 

   学費の「授業料＋学納金」については，国公立大学の第一種奨学金の受給者は非受給と

比べて，2.6 万円（-4.9％）から 15.1 万円（-23.5％）減少している。私立大学の場合には

非受給者と同様な水準になっている。これまでも見てきた通り，学費の「授業料＋学納

金」については，奨学金種別の差というよりも設置形態別の授業料や学納金制度の違い

によるところが大きいと思われる。国公私立を問わず，第一種奨学金受給者は修学費を

1.2万円（29.7％）から 2.1万円（50.7％）多く確保している。また，公私立大学の場合に

は，課外活動費も 0.6万円（33.0％）から 15.2万円（52.4％）増加している。 

 	 奨学金受給が大学生の生活費の詳細に与える影響（図表 2−21）については，国公私立

に共通する傾向としては，第一種奨学金受給者は食費（平成 24年度公立・私立，26年度

国立を除く）および娯楽嗜好費が非受給者のそれと同水準となっている。 
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図表 2-20 設置者・年度別にみる第一種奨学金が 

支出総額・学費支出に与える影響 

  

出典：筆者作成 
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図表 2-21 設置者・年度別にみる第一種奨学金が 

生活費支出に与える影響 

  

出典：筆者作成 
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2 第二種奨学金受給者の支出 

第二種奨学金受給の場合（図表 2−22）， 26 年度の国立を除き，国公私に共通して奨学

金受給者は非受給者と比べて支出総額が 7.4 万円（5.3％）から 16.2 万円（8.5％）多くな

っている。国立大学の受給者は非受給者より 2万円程度貯金している。これは先行研究で

ある下山・村田（2013）と藤森（2015）の分析結果と整合的である。奨学金受給者は非

受給者より多額あるいは同額程度貯金する傾向にある。 

	 学費の「授業料＋学納金」については，平成 26 年度私立を除き，国公私立に共通する

傾向として，非受給者と同水準になっている。この結果は，相対的に家計状況が厳しい

可能性が高い第一種奨学金受給者は授業料免除を受けていることを示唆している。ただ

し，授業料免除は国公立大学と私立大学で乖離がある。 

	 奨学金受給者は，修学費を 1.2万円（27.5％）から 2.1万円（52.5％）多く確保しており，

課外活動費も 0.7万円（15.6％）から 1.6万円（36.3％）増加している。そのほか，私立大

学の第二種奨学金受給者は，通学費も約 1万円程度（15.0％）多くなっている。 

	 また，概して言えば，第二種奨学金受給者は非受給者より，食費などの生活費が少し

ずつ多い傾向にある。そしてやはり，多年度の分析では，第二種奨学金受給が娯楽嗜好

費に与える影響の知見は安定しない（図表 2−23）。 
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図表  2 - 2 2  設置者・年度別にみる第二種奨学金が  

支出総額・学費支出に与える影響  

  
出典：筆者作成  
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図表  2 - 2 3 設置者・年度別にみる第二種奨学金が  

生活費支出に与える影響  

  

 出典：筆者作成  
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3-6  知見の整理・含意・研究の限界と今後の課題 

1  知見の整理 

（1）設置者別にみる奨学金受給と学生の収入・支出との関係 

	 収入に関する多年度分析の結果，収入総額の増加，家計給付の著しい抑制，アルバイ

ト収入の抑制の欠如については知見の安定性が確認された。特に家計給付の著しい抑制

とアルバイト収入の抑制の欠如については強い安定性を持った結論が得られた。 

	 支出については収入ほどの知見の安定性は見られなかったが，その中でも支出総額の

増加，修学費の増加，貯金の増加といった知見については相対的な安定性が確認された。

修学費については，娯楽嗜好費と同じく先行研究でも意見の分かれるところであったが，

増額の傾向が安定的に確認された。 

	 なお，学費である「授業料＋学納金」の支出について，やはり国公立大学では受給者

の授業料＋学納金の支出が非受給者より少なくなり，私立大学では非受給者と同水準に

なる傾向にある。国公立大学の奨学金受給者は授業料免除も受給する傾向にあり，私立

大学にはそういった傾向が見られない。設置形態別の格差が示唆されており，奨学金は

特に私立大学の学生にとっては重要な経済支援制度となっていることが，多年度分析で

も確認された。 
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図表 2-24 設置者別にみる奨学金と学生の収入・支出との関係 

 

出典：筆者作成 
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UKK"#D�1e JIIHLON EEE KMHONO EEE GJOHPMP EEE JMHLKM EEE JJHLRQ EEE MHJQK

UKM"#D�1e JPQHIMQ EEE JLHIKQ C GKIHPQM E JRHRKN EEE JJHIIL EEE MHRQI C
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（2）奨学金種別にみる奨学金受給と学生の収入・支出との関係 

奨学金の受給が学生の収入に与える影響については，第一種奨学金と第二種奨学金受

給者に大きな違いは見られなかった。利子の有無は，収入総額の増加，家計給付の抑制，

アルバイト抑制の欠如には大きな影響を与えているとは言えない。 

貯金については，単年度の分析では受給者と非受給者に差がないか，あるいは受給者

の方の貯金が多いかであったが，多年度分析ではこの点について安定性が確認できなか

った。 

一方で，奨学金種別の違いは，支出については差異を生み出している。第一種奨学金

受給者は，生活費関連の支出を，娯楽嗜好費支出も含めて，非受給者と同水準に抑えて

いる。しかし，その中でも修学費については支出額を増加させている。他方の第二種奨

学金受給者についても基本的には同様の傾向にあるが，生活費の詳細において各費目が

増額する傾向にある。また，娯楽嗜好費については，特に第二種奨学金において安定的

な知見が得られなかったが，この点については今後の重要な研究課題だと言える。 
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図表 2-25 奨学金種別にみる奨学金と学生の収入・支出との関係 

 
出典：筆者作成 
 

  

;@@

<33,��L 290983 /57801:9 --- 6250343 --- 6540846 --- /2702:5 /23017:

<35,��L 88064: -- /4:80118 --- 58:0131 --- 6530174 --- /30612 + /350821 -

<37,��L /630718 + /6520327 --- 5:4012: --- 6360223 --- 90262 + /370449 -

;@@


K�LJ <33,��L 570:43 /57:0958 --- 6320477 --- 65904:: --- 420595 /470183 --

<35,��L 2340869 --- /4430:99 --- 6380366 --- 6380366 --- 4:0625 - /530197 ---

<37,��L 23508:3 --- /4790834 --- 5:90489 --- 5:90489 --- 620963 -- /340315 -

;@@

<33,��L 2220831 -- /5790173 --- 6:50491 --- 72904:4 --- 90787 /340385 -

<35,��L 2:30192 --- /4870269 --- 6460236 --- 6:80952 --- 80453 + 30323 +

<37,��L 2260834 -- /5430124 --- 6430853 --- 6820:16 --- :0951 + /430386 -


K�LJ ;@@
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<35,��L 2:50251 --- /5640258 --- 7410693 --- 7:70565 --- 3403:1 + /510766 ---
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;@@
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;@@
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［前頁からの続き］ 

 

 
出典：筆者作成 
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2 含意 

多年度分析によって，家計給付の著しい抑制と修学費支出の促進が見られた点は，日

本学生支援機構奨学金が学生への経済支援として有効に機能していることの証左である。

ただし，ここにはアルバイトを抑制するほどではないという条件をつけざるを得ない。	

特にアルバイトには，授業やその予習復習とのトレードオフにならざるを得ない側面も

ある。奨学金の十分さについて改めて検討する必要がある。利子があろうとなかろうと，

貸与型奨学金ではアルバイトを抑制する効果が見られないということを示唆しており，

貸与中心の奨学金制度の限界および給付型奨学金によってのみ実現しうる機能があるこ

とを示唆しているとも言える。この点については生活時間に関する分析で再考する。 

	 娯楽嗜好費および貯金については安定的な知見が得られなかった。少なくとも現時点

では，奨学金を受給していようとしていまいと，学生の娯楽嗜好費にも貯金にも大差は

ない。このことには 2つの解釈があり得る。 

	 まず奨学金が娯楽嗜好費を増額させているという奨学金の無駄遣いを指摘する声や，

将来の返済の恐怖が学生を貯金に駆り立てているという貸与型奨学金を否定する声に対

して，留保が必要であることを示唆しているという解釈である。奨学金批判に対する反

証のエビデンスが得られたと言える。 

	 もう 1つは，奨学金が娯楽嗜好費や貯金を説明できないとすれば，何がこれらの学生の

経済活動を説明するのかという問いをもたらす知見とも解釈できる。前節でも触れたが，

学生の支出は説明が難しく，さらなる理論的・実証的研究が必要である。	  

	 また，「授業料＋学納金」に着目することで，奨学金，特に第二種奨学金が私立大学の

学生にとって重要な意義を持っていることが浮かび上がってきた。ただし，第二種・私

立については，特に娯楽嗜好費に関する知見の安定性が見られないなど，傾向スコアマ

ッチングの方法論上の限界もあいまって，その支出行動を理解するのは容易ではない状

況でもある。第一種と第二種の制度的な機能の解明は今後の課題である18。 

 

                                                        
18  なお，濱中（2019）では，第一種奨学金受給者の多くは低所得層，第二種奨学金受給者の多
くは中所得層以上に属することが明らかにされており，このことと本研究の知見を総合する

と次のような説明も成り立つ。すなわち，第一種奨学金の受給者が奨学金によって非受給者

と「同程度」の生活水準を送っていることから，第一種奨学金は低所得者層に学生生活をお

くるために「必要な」修学費と生活費を家計に代わって提供するものであると言える。一方

で，第二種奨学金の受給者が奨学金によって非受給者と「同程度以上」の生活水準を送って

いることから，第二種奨学金は中所得層に学生生活を充実させるために「望ましい」修学費

と生活費を家計に代わって提供するものである。 
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3 次節以降の分析に向けた論点の整理 

	 含意の導出では，いくつかの解釈の可能性を提示したが，こうした解釈は早急にすぎ

るかもしれない。奨学金制度が学生に与える影響を厳密かつ総合的に解明するという目

的を基本に据えつつ，引き続き家計給付の抑制，修学費支出の促進，アルバイト抑制の

欠如，娯楽嗜好費の抑制そして国公・私の間での影響のギャップに着目して分析を続け

ていくこととする。 
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4 貸与額による検証 

4−1 研究の目的 

	 本節の目的は，奨学金が学生の収入・支出に与える影響の分布を，奨学金の貸与額に

着目して明らかにすることである。これまでの分析によって，奨学金には家計給付を大

幅に減少させ，修学費支出を増加させる効果がある一方で，アルバイトを抑制する効果

が見られないことがわかっている。こうした知見は，現行の奨学金が金額あるいは返済

の有無という点で不十分な水準に留まっている可能性を示唆している。また，娯楽嗜好

費については，第二種奨学金ではほとんど知見の安定性が見られないことがわかり，奨

学金の使いみちについてより詳細に分析するべきことが示唆されている。こうした点を

踏まえて，本節では特に第二種奨学金19に対象を絞り，平成 24年度のデータを用いて貸与

額別に日本学生支援機構奨学金が学生の収入や支出に与える影響を分析する。 

	 ここでは，第二種奨学金受給者を正確に抽出することができる 2012 年度『学生生活調

査』をデータとして，奨学金の貸与額 に着目して，二値変数を多値変数に拡張した一般

化傾向スコアを用いて，奨学金効果を検証する。傾向スコアは奨学金受給の有無という

二値変数を従属変数とした分析には適しているが，貸与額のような多値変数の影響を分

析することには適していない。この限界を克服する手法が一般化傾向スコアである。 

 

4−2   分析方法：一般化傾向スコアを用いた IPW 推定 

	 処置変数が二値変数ではなく，多値変数（3 つ以上のカテゴリを持つ変数）の場合，傾

向スコアをそのまま使うことはできない。近年までは 2群ごとに比較するという形で対応

することが多かったが，こうした方法では母集団が各 2群の分析ごとに異なるという問題

が生じるため（星野 2015, p.78），比較が厳密になされているとは言いがたい。 

                                                        
19第二種奨学金に着目する理由は 3 つある。1 つ目の理由は，これまでの分析によって第二種奨
学金が学生の収入・支出に与える影響には分散が高く，より詳細な分析を必要とすることが

わかっているからである。2 つ目の理由は第二種奨学金の貸与額は学生自ら選択するのが可能
であるが，第一種奨学金の貸与額は学生の住居形態によって決められているからである。そ

のため，第一種奨学金の貸与額による効果の検証は，学生の住居形態による効果の検討と同

様になってしまい，貸与額に着目した意味のある分析ができない。3 つ目の理由は，第一種奨
学金は貸与額の選択肢がそもそも少ないからである。第一種奨学金の貸与額は，住居形態に

よる 2種類（国公立：4.5万円と 5.1万円，私立：5.4万円と 6.4万円，低額 3万円も選択可能）
のみで，貸与額による効果の差を検証する余地が少ない。 
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	 この問題に対して，Imbens（2000）は，処置変数が多値変数である場合にも統計的因

果効果の推定が行えるように傾向スコアの拡張，一般化傾向スコア（generalized 

propensity score）を用いた統計的因果推論の方法を提案している。奨学金受給を例にする

と，傾向スコアを用いる場合，二値変数（奨学金受給の有無）を処置変数として，同じ

学生が処置を受ける場合（奨学金受給が 1），受けていない場合（奨学金非受給が 0）を比

較することとなる。一方，一般化傾向スコアを用いる場合，処置変数が二値変数（奨学

金受給の有無）から多値変数（奨学金貸与額 J 個）へ拡張される。J 条件を受けた結果変

数の期待値を求めるには，「J 条件かどうか」を「J 条件を受ける場合」と「J 条件を受け

ない場合」で考える。これが一般化傾向スコアの基本的な考え方である。数式の定義と

しては以下のとおりである。 
 

𝔃𝒋＝
𝟏	 𝔃＝𝒋	 	 	 	
𝟎					それ以外						

	 （𝒋＝𝟏,・・・, 𝑱) 

	  

	 つまり，一般化傾向スコアは，𝔃𝒋ごとに「j条件を受ける場合」と「j条件を受けない場

合」でのロジスティック回帰分析を行って傾向スコアを計算することで，傾向スコア算

定の際の母集団を同じにするアイデアである。これによって母集団が異なるという問題

を解消できる。処置変数ｚが 1から Jまでの値を取る場合，条件 jにおける結果変数𝒚𝒋に

対応する𝔃𝒋を作り，処置を受けるかどうかによって 2値化して𝔃𝒋ごとに一般化傾向スコア

を計算したり，多項ロジスティック回帰分析によって傾向スコアを算出する （星野 2015）。 

	 また，前述した傾向スコア（処置変数が二値変数）は，0 から 1 の間の変数であり，変

量から予測されるある処置（0/1）を受ける確率のことであるが，一般化傾向スコアへ拡

張した場合は，第 j群へ割り当てる確率（一般化傾向スコア）は，下記のように定義され

る（星野 2015）。 

 

𝓮𝒋＝𝒑(𝔃𝒋 = 𝟏 𝔁)				       （𝒋＝𝟏,・・・, 𝑱) 

 

	 一般化傾向スコア使用の前提条件は「処置群への割り当ては，観察される共変量 xのみ

に依存し，従属変数には依存しない」（処置変数が二値変数の場合）という強く無視でき

る割り当て条件から，「jごとの処置群𝔃𝒋への割り当ては，観察される共変量 xのみに依存



                                                                                

 
 

89 

し，対応する（各 j ごとの）従属変数（j 番目の𝔃𝒋）には依存しない」という，より弱い

条件（weak unconfoundednessと呼ばれる）に緩和されている（星野 2015）。対照群と各処

置群の結果変数の比較，処置群間の比較が可能となる。 

	 具体的手順は通常の傾向スコアマッチングと大差ない。まず多項ロジスティクスモデ

ルを実行し，一般化傾向スコアを計算する(Imbens 2000, Lechner 2001, Hirano and Imbens 

2004, Imai and van Dyk 2004)。次に，一般化傾向スコアを用いた IPW（inverse probability 

weighting; 逆確率重み付け法） を行えば，因果効果の推定が可能となる  （星野 2015）。 

	 IPW（逆確率重み付き）は，傾向スコアの逆数を用いてサンプルにグループの代表性に

対応する重み付けを行う方法である（Austin 2011, Morgan and Todd 2008）。その重みは，

傾向スコア eから計算される。ATT（処置群における処置効果：average treatment effect on 

the treated）を求める場合，処置群の重みは 1.0，対照群の重みは，e /(1- e)となる（Guo and 

Fraser 2010）。本章では Stata 15 を用いて，こうした一般化傾向スコアを用いた IPW を行

う。 

	 統計的な操作の成否は，処置群と対照群の共変量差異が殆どないことを確認するバラ

ンス評価によって確認する。この点は通常の傾向スコアマッチングと同じ方法だが，具

体的な手続きが異なる。一般化傾向スコアマッチングでは，各独立変数のグループ間の

標準化差 （Standardized difference）が 25％以下，または処置群と対照群の分散比 

（variance ratio）が 0.5から 2.0の間に収まるという条件を満たしている場合に，グループ

間の共変量が均質化されたと認められる（Stuart and Rubin, 2008）。 

 

4−3   データ・分析枠組み 

	 データについては，日本学生支援機構による 2012 年度『学生生活調査』を用いる。調

査対象は，大学学部，短期大学本科及び大学院の学生である。全国の学生 2,961,747 人の

うちから 91,349 人がサンプリングされたものである（有効回答数：40,924 人，回収率：

44.8％）。本章では大学学部・昼間部のみ取り上げて分析する。 

	 IPW 推定の際に，極端なサンプルが過大な影響力を持ってしまう問題を避けるため，

極端な傾向スコアを持つサンプルを分析から排除した（公立大学：3 人，私立大学：35

人）。また全サンプルから従属変数に欠損値を持つサンプルを除いた。 

	 さらに，本章の分析では設置形態の区別を「国公立と私立」の 2グループでの区別とし

た。国公立と私立を分けて分析する理由は，2 つある。第一には，国立と公立大学の学費
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はほぼ同額で，私立大学は各自の授業料を設定しているからである。第二には，貸与額

による傾向スコア算出の処置変数を設定して処置群と対照群のバランスを取るため，十

分なサンプル数が必要となるからである。最終的に，国公立大学の標本数は 4,990 人，私

立大学の場合，4,310人となった。 

	 傾向スコアを算出する処置変数の設定は，非受給者を「0」，貸与月額 3 万円を「1」，5

万円を「2」，8万円を「3」，10万円を「4」，12万円を「5」とする 。独立変数については，

先行研究を参考にして，奨学金受給に影響を与える変数を独立変数とした多項ロジステ

ィック回帰分析を行い，一般化傾向スコアを算定していく。その後，一般化傾向スコア

の逆数を用いてサンプルには特定のグループの代表性に対応する重み付け，処置群と対

照群の差の期待値を求める。 

 

4−4 一般化傾向スコアの算出およびマッチングの妥当性の評価 

1 一般化傾向スコアの算出 

	 図表 2-26 は，第二種奨学金貸与額を従属変数とした多項ロジスティクス回帰分析の結

果である。これによって，一般化傾向スコアが算出される。また，この表では第二種奨

学金各貸与額の受給者の特性を明らかにしているので，ここで確認しておきたい。 

    まず，設置者別を問わず，家庭の年間所得によって第二種奨学金受給が規定されてい

る。次に設置者別で見ると，国立大学の学生については，自宅外通学，家計支持者世帯，

並びに，高等教育機関に在学する兄弟姉妹数が第二種奨学金受給に関連している。高等

教育機関に在学する兄弟姉妹数については，奨学金申請の受給基準になっているためで

ある。  

	 また，国公立大学における医・歯系学生のほうが高額の奨学金を選択することが確認

された。さらに，国公立大学の第二種奨学金の受給者のうち，医・歯系学生は，8 万円以

下の奨学金を選択しない傾向にある。一方，私立大学の学生は，同様に自宅外通学の場

合に高額奨学金を選択する傾向が見られる。学費負担の大きい私立大学では，貸与額の

選択が経済的な要因（自宅外通学など）によって決められている。 
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全体をまとめてみると，親の経済状況と居住形態によって，第二種奨学金の受給が左右

されるが，医・歯系（国公立大学のみ）に所属している学生は，自ら高額奨学金を選択

する傾向が見られる20。 

 

図表 2-26 第二種奨学金貸与月額別受給者の特性 

 

	 	 出典：筆者作成 
   

                                                        
20  第二種奨学金受給基準は，学力や家庭の経済状況等であるが，貸与額については，学生が選
択する。 
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2 マッチングの妥当性の評価 

	 マッチングの妥当性21は，バランス評価により判断される。図表 2-27の通りに，全ての

独立変数の群間の標準化差が 0.25以下，または 2群間の分散比が 0.5から 2.0の間にある

ので，処置群と対照群の独立変数は均質化されたと判断できる（Stuart and Rubin, 2008）。 

 

 図表 2-27 バランス評価  

 

出典：筆者作成 

 

 

                                                        
21  その他に，コモンサポート（Common support）のチェックもある。これは，処置群と対照群
における傾向スコアのオーバーラップが存在する区間を確かめることである。 
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4−5 奨学金の貸与額と大学生の経済活動の関連性 

	 本項では，逆確率重みづけ法により，設置者別の奨学金受給者と非受給者の収入の差

（ATT）を検証していく。図表 2−28 は第二種奨学金貸与額ごとの受給者と非受給者の収

入を比較している。 

	 前節の平成 22 年度分析ならびに多年度分析と比較したときにまず着目すべき事実は，

国公私あらゆる設置形態の大学において，貸与額の差にも関わらず家庭からの給付を大

幅に減額させる効果が認められる点である。これまでの分析も踏まえれば，奨学金が家

庭からの給付を抑制することについては，極めて強固なエビデンスが得られたと言える。 

	 一方で，アルバイトについては解釈が難しいところがある。国公立の場合は，3 万円貸

与のグループにおいてアルバイト収入がより多くなっている。低額の貸与によって，受

給者のアルバイト時間が非受給者のアルバイトと比べて増加しているのであれば，なん

のための奨学金なのか疑念が生じる22。私立大学については，8 万円貸与のグループにお

いてアルバイト時間が増加しているが，その原因は判然としない。 

 

  

                                                        
22  国立大学の学生に対する低額の奨学金を支給する意義については，さらなる詳細を検討する
余地がある。これと関わる論点として，加藤（2005a・2005b）は，授業料免除を受けている
国立大学自宅生は，家庭からの給付に依存することなく修学を継続することができるため，

奨学金はそれほど必要としていないのではないかと指摘している。 
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図表 2-28 設置者別にみる第二種奨学金貸与額が収入に与える影響 

 

出典：筆者作成 
 

 

	 図表 2-29 は第二種奨学金貸与額ごとの受給者と非受給者の支出を取り上げたものであ

る。ここでも 2節の平成 22年度分析ならびに 3節の多年度分析との比較を通して，知見

の導出を図ることとにする。 

	 まず貸与額の違いにより程度の差はあれど，奨学金受給者は修学費や貯金の支出が比

較的多くなっている。特に修学費の促進については，家庭からの給付の抑制と並び，複

数の条件のもとでも安定して奨学金の効果を示す強固なエビデンスが得られたと言える。 

	 ただし，設置形態の別に関わらず，3 万円の低額貸与のグループにおいて支出を促進す

る効果がほとんど見られなくなっている。国公立大学ついては，支出増は通信費のみで

ある。私立大学では，2 節・3 節で見られた生活費各項目の支出増が低額貸与のグループ

ではほとんど見られなくなっている。また，国公私いずれにおいても，3 万円の貸与のグ

ループでは，修学費についての有意差も消失している。 

    次に，娯楽嗜好費については，単年度分析・多年度分析では受給者と非受給者のあい

だに差異が見られなかったが，貸与額別の分析では全体としては受給者の方が娯楽嗜好

費の支出が増加する傾向にある。国公立大学では貸与額の上昇に伴って娯楽嗜好費が増
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加している。私立大学でも同様であるが，効果の増加の程度は徐々に小さくなっている

傾向が見られる。 

	 また，私立大学の高額貸与のグループは，修学費について多額の支出を行い，更に娯

楽嗜好費を抑えるという傾向にある。なお，支出ではなく収入に関する事項ではあるが，

このグループはアルバイトについても抑制的である。このグループのプロフィールを確

認することで，奨学金の有効活用を促す条件の手がかりを知ることができる可能性があ

る。 
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図表 2-29 設置者別にみる第二種奨学金貸与額が支出に与える影響 

 

   	  出典：筆者作成 
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4-6 小括 

まず強固なエビデンスが得られた項目としては，奨学金は貸与額の違いによらず，家

計からの給付を大幅に抑制するとともに，修学費への支出を促進させる効果を保持して

いる。このことは奨学金制度の有効性の一端を示している。 

次に，低額貸与については，先述した奨学金の効果も低下あるいは消失しており，更

に国公立大学については奨学金を受給することでアルバイト収入が増加していた。 

そして私立大学の高額貸与のグループでは，アルバイトについても抑制的で，修学費に

ついて多額の支出を行い，更に娯楽嗜好費を抑えるという傾向にあることが明らかとな

った。 

	 このように貸与額の違いに着目することで，金額の差を超えた奨学金の効果が明らか

になるとともに，国公立の低額貸与の存在意義について更に検証する必要があること，

私立大学の高額貸与の受給者のプロフィールを検証することに学術的・政策的含意があ

ることが示唆された。 
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第３章 奨学金受給が学生の生活時間配分に与える影響：単年度・多

年度・貸与額 

    

1 はじめに 

1−1 研究の内容：学生の生活時間を中心に 

	 本章の目的は，前章と同様に，奨学金受給が大学生の生活時間にどのような影響を与

えているかを単年度・多年度・貸与額別で明らかにすることにある（図表 3-1）。また，

低偏差値ランクの大学に所属する学生においても，同様に奨学金の効果が見られるかを

検討するため，本章の 2 節では偏差値 45 未満の学生に限定して，奨学金の効果（生活時

間）を検証する（単年度データのみ）。 

 

図表 3-1 本章の位置付け 
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1-2 分析手法および用いる変数 

	 ここでは，前章と同様に平成 22 年度『学生生活調査』を用い，傾向スコアマッチング

分析を行う。 

	 また，偏差値については，代々木ゼミナール（2010）の『2011 年度大学入試難易ラン

キング』に掲載されている大学学部別の偏差値に基づく，偏差値変数を作成した。他方，

「偏差値 45 未満」23の私立大学学部を低偏差値ランクとした基準は，島・原田・西村・

呉・真鍋（2018），島（2018）等を参考したものである。 

 

第一段階 

	 奨学金受給の有無を従属変数としたロジスティック回帰分析を行う。用いる変数は下

記の通りである。 

・親に関する変数：家庭の年間所得総額・家計支持者世帯 

・学生本人に関する変数：性別・学年・住居形態・大学所在地・学科・高等教育機関に

在学する兄弟姉妹数 

 

第二段階 

	 同値あるいは近似値の傾向スコアを持つ奨学金受給者と非受給者の生活時間を比較す

る。生活時間に関わる項目は，下記の通りにある。 

・生活時間：①生活時間合計・②大学の授業・③授業関連の学習・④授業外の学習・⑤

サークル活動・⑥アルバイト等の就労活動・⑦娯楽・交友	

 

  

                                                        
23 なお，偏差値 40 未満に限定したモデルを試行した結果，処置群（奨学金受給者）のサンプル
数が少なすぎのため，マッチング後のバランス評価が一定の水準に達していないため，基準

を偏差値 45未満と設定した。 
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2 単年度データによる検証 

本節では，単年度のデータを用いて，日本学生支援機構奨学金が大学生の生活時間の

配分に与える影響を検証する24。 

 

2-1 データと分析枠組み 

本節で用いるデータは，日本学生支援機構による 2010 年度『学生生活調査』である。

調査対象は，大学学部・短期大学本科及び大学院の学生であるが，休学者及び外国人留

学生が除かれている。標本抽出は，全国の学生 2,980,279人の中から 82,330人がサンプリ

ングされた（有効回答数：37,151，有効回収率：45.1%）。このうち大学学部生に注目する

が，夜間部の学生は収入や生活スタイルが昼間部の学生と異なることが想定されるので，

本章では大学学部・昼間部のみ取り上げる（標本数：19,603）。なお，低偏差値の学部に

ついて，私立大学の学生 7,914 人のうちから偏差値 45 未満25の学部に所属する学生 1,822

人を取り上げて分析する。 

 処置変数である日本学生支援機構奨学金受給の有無は，奨学金受給者を 1，非受給者を

0 とするダミー変数として従属変数とする。そして，奨学金受給に影響を与える変数を独

立変数として，ロジスティック回帰分析を行い，傾向スコア（奨学金の受給確率）を算

定していく。その後，傾向スコアによってマッチングを行い，そのマッチングごとの差

の期待値を求めることにより，奨学金の効果の推計を行う。 

	 また，マッチングの妥当性が十分に確認されたことは，2章 2節で示したとおりである。 

                                                        
24 本節は，呉・島・西村（2019b）より修正したものである。 
25  偏差値は，代々木ゼミナール発表（2010）の『2011 年度大学入試難易ランキング』に掲載さ
れている大学学部別の偏差値を使用した。また，『大学入試難易ランキング』では，大学によ

っては学科ごとの偏差値が掲載されている。それに加えて，各学生の所属学科は，複数の学

科の「文・法・政・経・商系」「理工学部」等となっている。そのため，本研究では複数の学

科の偏差値の平均値を計算したものを偏差値として使っている。また，私立大学の学生 7,914
人のうち，所属している学部の偏差値が判断できないケースが 188人となっている。 
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2-2 設置者別にみる奨学金受給と学生の生活時間との関係 

 	 図表 3−2 は，1 週間の生活時間について，共変量を統制していない単純推計値

(Unmatched)，および傾向スコアに基づく Kernel Matching 後の推計結果を示したものにあ

る。 

	 まず生活時間合計については，奨学金非受給者の 1 週間の活動時間は 62.99 から 67.90

時間であり，奨学金受給者のそれは 65.04 から 69.09 時間であることがわかった。奨学金

受給者は，非受給者と比べて，生活時間合計が 1週間あたり 1.19から 2.05時間長い。特

に私立大学では，奨学金受給者と非受給者の間に有意な差がみられた。 

	 次に，国公私立大学に共通する傾向としては，奨学金の受給によって，授業関連の学

習時間が 1週間あたり 0.78から 0.91時間（9.83%から 14.85%）増加しており，交友時間

が 1週間あたり 1.53から 2.13時間（−8.31%から−12.15%）減少している。 

	 さらに，設置者別にみると，国立大学の学生は，授業関連学習（0.78 時間，9.83%）・

授業外学習の時間（1.44 時間，19.54%）が増加し，その一方で，娯楽交友の時間が 1.89

時間減っている（−10.01%）。また，公立大学の学生は，授業関連学習の時間（0.91 時間，

12.52%）が増加し，アルバイト時間（1.36 時間，16.08%）も増加している。その一方で

娯楽交友の時間が 1.53 時間（−8.31%）減っている。さらに，私立大学の学生も，大学授

業（1.11 時間，5.92%）・授業関連学習（0.88 時間，14.85%）・授業外学習（1.06 時間，

23.81%）が増加し，アルバイト時間（1.05 時間，10.66%）も増加する一方で，娯楽の時

間が 2.13時間（−12.15%）減少している。 

	 まとめると，国公私立大学を問わず，学生は奨学金受給によって，学習関連時間が増

加している一方で，娯楽交友の時間が減少している。特に授業関連学習・授業外学習は，

平均的に 9.8%から 23.8%増えている（ただし，公立大学の授業外学習を除く）。奨学金の

政策意図の観点から見れば，奨学金は学生の学習時間確保に資するものとみなされる。

しかし，アルバイト時間の増加については，政策意図に悖ると言わざるを得ない。 
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図表 3-2 設置者別にみる奨学金受給が生活時間に与える影響 

 

注 1：本章の傾向スコアマッチングを用いた分析では，標準誤差は bootstrap 法で 1000 回行った
推定結果である。以下には同様である。 

注 2： Unmatched の ATT は，奨学金受給者（処置群）と非受給者（対照群）の平均の差(t 検定に
よる平均値差)を指すものである。以下には同様である。 

出典：呉・島・西村（2019b） 
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	 ここでは，私立大学のうち偏差値 45 未満のサンプルのみを取り上げて分析していく。

分析に用いた変数は前節と同じものであり，バランス評価，c 統計量などにも問題がない

ことを確認している。 

	 図表 3-3 は，偏差値 45 未満の学生の生活時間について，共変量を統制していない単純

推計値(Unmatched)，および傾向スコアに基づく Kernel Matching による推計結果を示した

ものである。 

	 受給者・非受給者を合わせた低偏差値私立大学（学部）の学生の生活時間合計は，図

表 3-3の私立大学と比べて大きく変わらない。しかし，奨学金受給者に着目すると，生活

時間合計が非受給者より 4.03時間（6.50%）多い。また，大学授業・授業関連学習・授業

外学習・サークル時間で増加している。増加していないのはアルバイトおよび娯楽・交

友時間である。こうして見ると，低偏差値の大学においても，奨学金受給が授業関連の

学習・授業外の学習に正の影響を与えていることがわかる。 

 

図表 3-3 私立大学偏差値 45 未満の学生による奨学金受給が学生の生活時間に

与える影響 

 

注：Unmatchedのサンプル数について，処置群は 975，対照群は 847である。一方，マッチング
後のサンプル数について，処置群は 971，対照群は 847である。 

出典：呉・島・西村（2019b） 
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2-3 小括 

1 知見の整理 

	 本節では傾向スコアマッチングを用いて，奨学金と大学生の生活時間について学生の

属性を可能な限り統制した形で，実証的に明らかにした。知見として得られたのは以下

の 2 点である。 

	 設置者別の分析によって，国公私立大学を問わず，奨学金受給者の学習関連時間が増

加している一方で，娯楽・交友の時間が減少していることがわかった。また，授業関連

学習・授業外学習は，公立大学の授業外学習を除き，平均的に 9.83%から 23.81%増えて

おり時間数としてみると，毎週 1時間から 2時間の増加となっている。この結果が 4年間

蓄積されるとすると，少なくない総学習時間の差をもたらすこととなる。 

	 偏差値 45 未満の学生に限定した場合においても同様に，大学授業・授業関連学習・授

業外学習の時間等が増加することが確認された。 

 

2 含意 

	 生活時間に着目することで，奨学金が学生に与える影響を改めて検証した。この結果，

奨学金受給が学習活動に正の影響を与えていることがわかった。このことは奨学金政策

がその政策意図「教育均等の理念のもとで，意欲と能力がある学生等に学資貸与および

修学援助」（日本学生支援機構 2018）に沿った形で学生の学業継続や修学生活を支援して

いることを意味している。 

    さらに，奨学金受給が学習活動に与える正の影響が，低偏差値の大学に所属している

学生にもみられることを確認できた点は，本章の意義として重要である。奨学金が学生

の修学費支出を促進していることが明らかになっている点も合わせて鑑みれば，奨学金

の「奨学効果」は確かなものであり，奨学金制度が奨学機能を果たしている。 

	 ただし，奨学金受給者はバイト時間を減少させてはいない。この点は，奨学金の政策

意図に悖る結果であり，奨学金の金額や給付も含めた返済のあり方についてさらに検証

していく必要性を示唆している。 

	 奨学金の受給が，返還というコストあるいはリスクを生じさせるためか，受給者の学

習活動と休暇活動の間にトレードオフの関係が存在する可能性がある。返還というプレ

ッシャーが学生に学業を「奨励」しているとも言えるが，学生当人にしてみれば，将来
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の返還というコストあるいはリスクを負っていることを意味する。この点については次

章以降でさらに検討する。 

いずれにせよ，2 章でも言及したが，奨学金の返還に関わる一部の事例をもって奨学金

政策全体を非難する言説については留保が必要である。もちろん，言うまでもなく奨学

金の返還問題に警鐘を鳴らすことは重要である。ただし，だからといって経済的な支援

を必要とする者が奨学金を忌避して進学を断念したり学習時間の確保に問題を生じさせ

たりする方向にミスリーディングしてしまう可能性は看過できない。 

 

3 多年度分析・貸与額別分析に向けた論点の整理 

	 本節の限界と今後の課題について 2点述べる。まず，今回の分析で用いたデータは単年

度のものである。そのため，今後，知見の安定性を確認するため，分析年度を増やし検

討していく必要がある。次に，本節では，奨学金の受給の有無に着目して奨学金の効果

を検証したが，今後の日本学生支援機構の制度設計に貢献するには，よりターゲットを

絞った分析が必要と思われる。奨学金種別（第一種・第二種）についてはやはり区別し

た分析を行うべきであろう。また，3章 4節で行う奨学金の貸与額が学習時間等に与える

効果の違いの検証も同様の趣旨によるものである。 
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3 多年度データによる検証 

3-1 研究の目的 

	 本節ではこれまでの分析結果の蓄積を踏まえて知見の安定性を検証するために多年度

データを用いた分析を行う。分析にあたっては奨学金種別による効果を明らかにするた

めに第一種と第二種奨学金を分ける。分析方法としては，傾向スコアマッチングを用い

る。 

	  

3-2 分析方法・データ・マッチングの妥当性 

   先述の通り，本節の分析方法については，同様に傾向スコアマッチングを用いて奨学金

が学生の生活時間に与える効果を検証する。使用するデータは，日本学生支援機構によ

る平成 22年度・平成 24年度・平成 26年度『学生生活調査』である。基本的な枠組み，

データ，マッチングの妥当性は 2章 3節の多年度分析と重複しているので割愛する。 

	 ただし，生活時間については，該当する項目がある年度とない年度がある。各年度の

調査票における生活時間関連項目は図表 3-4にまとめる。○は該当項目あり，×は該当項

目なし，△は該当項目に関して筆者がデータを合算して作成した項目である。また，平

成 26年度の各項目は，平成 22・平成 24年度「時間を直接記入する形式」ではなく，多肢

選択形式となっているので，各選択肢の中央値を用いる。 

これまで分析で取り上げた年度にはなかった項目としては，平成 26 年度の「卒業論

文・卒業研究」がある。この項目は平成 22・平成 24年度の「大学の授業の予習・復習な

ど」から独立して設定されたものである。平成 24 年度の「文化・体育などの部・サーク

ル活動」は大学と大学以外での活動に分けられているため，他年度と比較するため，合

計して「文化・体育などの部・サークル活動時間」変数を作成した。「睡眠」という項目

は，平成 24年度のみである。また，「就職活動」という項目は平成 24年度と平成 26年度

に含まれている。 

平成 26 年度調査実施にあたっての主な変更点は，「大学生等の学習状況調査(国立教育

政策研究所)」と「インターンシップ経験に関する調査(日本学生支援機構)」を含めて実

施されていることである。 
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	 分析対象は，本節でも大学学部・昼間部のみとする。全サンプルから用いた変数に欠

損値を持つサンプルを除いたケースのみを扱う点も同様である。対象者は，平成 22 年度

は合計 15,422人，平成 24年度は合計 11,491人，平成 26年度は合計 12,388人である。 

	 また，各分析を用いる傾向スコアの算出およびマッチングの妥当性の評価について，

関連図表は煩瑣になるため割愛する。2章 3節を参照されたい。 

 

図表 3-4  H22・H24・H26『学生生活調査』調査票生活時間関連項目 

 

	  出典：筆者作成 
 

3-3 多年度分析による奨学金効果の実証分析(1):設置者別にみる奨学金受給と

学生の生活時間との関係 

	 本節では奨学金受給が大学生の生活時間に与える影響を設置者別に検証していく（図

表 3−5と図表 3−6）。 

	 まず大学生活の中でも，修学に関連する活動に着目する（図表 3−5）。国公私立大学に

共通する傾向としては，平成 26 年度の公立大学を除き，奨学金受給者は非受給者に比べ

て授業関連の学習時間が 1週間あたり 0.41(7.84%)から 1.26時間(13.59%)増加している。し

かしながら，授業外の学習について，平成 22 年度の単年度分析では，国私立大学の奨学

金受給者は非受給者と比べて約 1時間程度増加しているが，平成 24年度と平成 26年度に

はこうした傾向が見られない。ただし，有意ではないものの，いずれもプラスのもので

はある。 
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	 また，大学の授業については，多年度分析によって，国公私立大学を問わず，奨学金

受給者は非受給者と同水準になっていることがわかる。サークル活動については，私立

大学の奨学金受給者は非受給者と比べて，1 週間あたり 0.48 時間(12.90%)から 0.77 時間

(14.40%)増加している。しかも，平成 24 年度データによると，それは学内のサークル活

動によるものであることがわかる。 

	 このように，修学に関する傾向としては，授業関連の学習，授業外の学習については

知見の安定性が見られる。 

	 一方，大学外の生活をみると（図表 3−6），22 年度の国立大学を除き，国公私立大学に

共通する傾向としては，奨学金受給者は非受給者と比べて，アルバイトの時間が 0.90 時

間（11.47％）から 2.31 時間（26.95％）増加している。アルバイトについては，概して安

定的に増加の傾向が見られ，現行の奨学金では学生のアルバイトを十分に抑制できない

という知見が得られたこととなる。 

	 また，就職活動については，私立大学の奨学金受給者は非受給者と比べて 0.17 時間

（27.32％）から 0.52 時間（52.99％）増加している。睡眠については，公立大学だけ，奨

学生は 0.83時間（-1.75％）減少している。 

	 さらに，娯楽・交友時間については，平成 22 年度では国公私立大学を問わず，奨学金

受給者は非受給者に比べて 1.53 時間（-8.31％）から 2.13 時間（-12.15％）減少している

が，平成 24 年度には公私立大学の奨学生は非受給者よりそれぞれ 2.54 時間（-10.50％）

および 1.27 時間（-5.67％），平成 26 年度には公私立大学の奨学生は非受給者に比べてそ

れぞれ 0.77時間（-6.80％）および 0.83時間（-7.76％）減少している。多年度分析によっ

て，公立と私立大学の学生は奨学金の受給による娯楽時間の減少傾向が確認された。生

活時間の合計26については，多年度分析によって，国私立大学の奨学金受給者は非受給者

より 1.61時間（3.17％）から 2.36時間（2.07％）増加していることが確認できた。一部で

は知見の安定性が確認できなかったが概して言えば娯楽・交友時間は抑制的な傾向を示

している。特に学業と休暇のトレードオフは，公立と私立，その中でも特に私立大学に

おいて生じている可能性が高い。 

	 まとめると，国公私立大学を問わず，学生は奨学金受給によって，概して大学授業関

連時間を増加させている。ただし，大学の授業以外の学習については，いずれもプラス

の方向を示す結果ではあったが，統計的な有意差は確認されなかった。また，幅広い奨

                                                        
26 各年度の項目は統一されていないので，年度間の比較は行っていない。 



                                                                                

 
 

109 

学金受給者に，アルバイト時間の増加や生活時間合計の増加がみられた。ここから奨学

金受給者は学業と生活を両立するため，多忙な日々を過ごしている姿が見て取れる。前

節の知見でも述べた通り，アルバイト時間の増加については，政策意図に反すると言わ

ざるを得ない。アルバイト時間増加の理由の一つは将来の返済のためと思われるが，こ

の点は給付型奨学金との対比が現時点では不可能なこともあって，推測の域を出ない。

さらに，多年度分析によって，公私立大学の奨学生は娯楽交友時間が減少していること

が確認できたが，国立大学では確認できなかった。 
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図表 3−5 設置者別・年度別にみる奨学金が学内生活時間に与える影響 

 

出典：筆者作成 
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図表 3−6 設置者別・年度別にみる奨学金が学外生活時間に与える影響 

 

出典：筆者作成 
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3-4 多年度分析による奨学金効果の実証分析(2):奨学金種類別にみる奨学金受

給と学生の収入・支出との関係 

	 第一種奨学金および第二種奨学金の受給が大学生の生活時間に与える影響についての

分析結果は，それぞれ図表 3-7から図表 3-10のとおりである。以下では，多年度分析によ

り統計的な有意差が確認できた部分をピックアップし，奨学金種別に分けて，単年度分

析の知見の安定性をさらに検証していく。 

	 まず，大学の授業の予習・復習時間（図表 3-7）については，国私立大学の第一種奨学

金受給者は非受給者と比べて，1週間あたり 0.42時間（9.54％）から 2.26時間（21.98％）

増加している。(多年度分析とは言えないが，卒論・卒業研究については国公私立を問わ

ず，奨学金受給者は非受給者と同水準になっている。) 大学の授業以外の学習については

平成 22年度・24年度の私立大学の奨学金受給者は非受給者と比べて 0.88時間（20.97％）

から 1.48 時間（32.58％）増加している。大学の授業およびサークル時間については，奨

学金受給者は非受給者と同水準になっている。授業に関連する事項について，第一種奨

学金の受給者については安定的な知見が得られた。 

	 一方，第二種奨学金受給者の場合，授業に関連する事項について安定的な知見は得ら

れなかった（図表 3-9）。すなわち，私立大学の第二種奨学金受給者は非受給者と比べて，

授業関連の学習時間が 0.34 時間（7.62％）から 0.89 時間（15.24％）増加している。国公

立大学の場合には，平成 22 年度の公立大学を除き，奨学金受給者は非受給者と同水準に

なっている。（また，公立大学の奨学金受給者は卒論・卒業研究の時間が 0.73 時間

（15.87％）増加している。）授業外の学習について，平成 22 年度の単年度分析では，国

私立大学の奨学金受給者は非受給者と比べて約 1時間から 2時間程度増加しているが，平

成 24年度と平成 26年度にはこうした傾向が見られない。大学の授業およびサークル時間

については，私立大学奨学金受給者は非受給者と比べて，ぞれぞれ 0.53時間（3.52％）か

ら 1.15時間（6.18％），0.62時間（17.01％）から 0.88時間（16.17％）増加している。増加

は，学内のサークル活動にのみ見られている。 

	 アルバイト等の就労活動（図表 3-8）については，平成 22年度の国立大学・平成 26年

度の私立大学という例外を除き，ほとんど国公私立大学を問わず，第一種奨学金受給者

は非受給者に比べて増加している。増加の幅は 0.90 時間（11.54％）から 2.71 時間

（31.43％）である。就職活動については，私立大学の第一種奨学金受給者は非受給者よ

り 0.22 時間（35.16％）から 0.62 時間（60.56％）増加している。（多年度データではない
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が，睡眠時間については，国立大学の第一種奨学金受給者のみ約 1 時間程度（1.92％）増

加している。）娯楽・交友時間については，国私立大学の第一種奨学金受給者は減少する

ケースが多い。国立大学については平成 22年度・24年度で減少が見られ，私立大学につ

いては平成 22年度・26年度で減少が見られる。減少の幅は非受給者と比べて 0.61時間（-

5.76％）から 2.94 時間（-16.84％）の減少である。生活時間の合計については，国公私立

大学を問わず，第一種奨学金受給者は非受給者と同水準になっているケースが多い。平

成 24年度の私立大学，平成 26年度の国立大学・公立大学はこれに該当しない。知見の安

定性が得られていない項目もあるが，概して言えば第一種奨学金の受給者は，アルバイ

トを増加させ，娯楽・交友時間を減少させる傾向が強いと言える。こうした傾向は第二

種奨学金にも見られる。 

	 第二種奨学金受給者の場合（図表 3-10），国公私立大学を問わず，第二種奨学金受給者

は非受給者に比べてアルバイト時間が 0.69 時間（8.64％）から 1.95 時間（22.39％）増加

している。就職活動については，平成 26年度の国立大学で 0.19時間（-47.68%）減少して

いる。また，平成 24年度・26年度の私立大学の第二種奨学金受給者は非受給者より 0.19

時間（30.45％）から 0.54 時間（55.24％）増加している。（睡眠時間については，公立大

学の第二種奨学金受給者のみ 0.85（-1.78％）減少している。）また，娯楽・交友時間につ

いては，H22年度には国私立大学の奨学金受給者は非受給者に比べて，ぞれぞれ 1.60時間

（-8.45%）と 1.98 時間（-11.30%）減少している。H24 年度には公立大学の第二種奨学金

受給者は非受給者と比べて 2.11 時間（-8.67％）減少しており，H26 年度には私立大学の

第二種奨学金受給者は非受給者より 0.84 時間（-7.81%）減少している。生活時間の合計

については，私立大学の第二種奨学金受給者は非受給者と比べて 1.74時間（3.43％）から

2.37時間（2.08％）増加している。国立大学は平成 22年度のみ 2.38時間（3.53％），公立

は 26 年度のみ 2.99 時間（5.77％）増加している。つまり，第二種奨学金受給者について

も第一種奨学金の受給者と同じように，アルバイトを増加させ，娯楽・交友時間を減少

させる傾向が看取され，特に第二種奨学金の特徴としてはアルバイト時間の増加が安定

的に見られる点を指摘できると言える。 

	 このように国私立大学の第一種奨学金受給者は奨学金受給によって，大学授業関連時

間が増加する傾向が幅広く見られる。私立大学の奨学金受給者は大学の授業以外の学習

が増加している年度が多い。また，平成 24 年度の私立大学のケースを除いて，国公私立

大学を問わず，奨学金受給者のアルバイト時間が増加している。娯楽・交友時間につい

ては，国立大学については 26年度，私立大学については 24年度を除き，国私立大学の学
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生は非受給者より減少しており，概して国立と私立については減少傾向が広く見られる。

就職活動については，私立大学の奨学生は非受給者より増加している。 

	 一方，第二種奨学金受給者の場合，私立大学の学生は奨学金受給によって，大学授業

関連時間が増加している。ただし，大学の授業以外の学習については増加傾向が確認で

きなかった。また，国公私立大学を問わず，第二種奨学金受給者は非受給者に比べてア

ルバイト時間が増加している。さらに，平成 22 年度に見られた娯楽交友時間の減少傾向

は，多年度では平成 26年度私立大学のみに確認できた。 
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図表 3−7 設置者別・年度別にみる第一種奨学金が 

学内生活時間に与える影響 

 

出典：筆者作成 
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図表 3−8 設置者別・年度別にみる第一種奨学金が 

学外生活時間に与える影響 

  

出典：筆者作成 
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図表 3−9 設置者別・年度別にみる第二種奨学金が 

学内生活時間に与える影響 

 

出典：筆者作成 
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図表 3−10 設置者別・年度別にみる第二種奨学金が 

学外生活時間に与える影響 

 

出典：筆者作成 
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3-5 知見の整理・含意 

1 知見の整理 

（1）設置者別にみる奨学金受給と学生の生活時間との関係 

	 国立大学の奨学金受給者は非受給者に比べて，授業関連の学習時間・アルバイトの時

間・生活時間の合計が増加していることが明らかになった。娯楽・交友時間についての

知見の安定性が確認できなかった。公立大学の奨学金受給者は非受給者に比べ，ほとん

どの場合において授業関連の学習・アルバイトが増加している一方で，娯楽・交友時間

が減少していることが明らかになった。私立大学では，奨学金受給者は非受給者に比べ

て，わずかな例外を除き，授業関連の学習時間・サークル活動（特に学内のサークル活

動）・アルバイト・就職活動・生活時間合計が増加している。また，娯楽・交友時間が減

少していることが明らかになった。設置形態別に見ると，私立大学の学生にとって，奨

学金は大きなインパクトを持っている。 

図表 3-11 設置者別にみる奨学金受給と学生の生活時間との関係 

 
出典：筆者作成 
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（2）奨学金種別にみる奨学金受給と学生の生活時間との関係 

	 第一種奨学金の効果について，下記のことが確認された。国立大学の奨学金受給者は

非受給者に比べて，一部の例外を除き授業関連の学習時間・アルバイトの時間を増加さ

せている傾向にある。同じように，娯楽・交友時間についてはわずかな例外を除き減少

の傾向にある。公立大学の奨学金受給者は非受給者に比べ，アルバイトが多い。3 時点の

調査のほとんどの条件下において授業関連の学習が増加しており，娯楽・交友時間は減

少の傾向にある。私立大学では，奨学金受給者は非受給者に比べて，授業関連の学習時

間・就職活動が多い。娯楽・交友時間は少ない傾向にあるが，一事例のみ例外を認めら

れる。 

	 第二種奨学金については，国立大学の奨学金受給者は非受給者に比べて，アルバイト

の時間が多い（図表 3-13）。公立大学の奨学金受給者は非受給者に比べ，アルバイトが増

加していることが明らかになった。私立大学では，奨学金受給者は非受給者に比べて，

大学の授業とアルバイトの時間は一貫して増加している。さらに，一部の例外を除き，

授業関連の学習時間・サークル活動（特に学内のサークル活動）・就職活動・生活時間合

計が増加し，娯楽・交友時間が減少している。全体としてみれば，私立大学において，

奨学金が生活時間に与える影響が強い傾向にある。 
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図表 3 - 1 2  奨学金受給と学生の生活時間との関係  

 
 

注 ： 0 は 奨 学 金 受 給 者 と 非 受 給 者 の 間 に 該 当 項 目 の 統 計 的 に 有 意 な 差 が な

い こ と ， ＋ は 奨 学 金 受 給 者 が 非 受 給 者 よ り 該 当 項 目 が 統 計 的 に 有 意 に 増

加していること， − は 奨学金受給者が非受給者より該当項目が統計的に有

意 に 減 少 し て い る こ と を 表 し て い る 。 → は ， 単 年 度 と 多 年 度 の 分 析 結 果

が異なる場合を表す符号で，→の左側は単年度（ H 2 2 年度）の分析結果，

→の右側は多年度（ H 2 4 年度・ H 2 6 年度）の分析結果となっている。？
は ， ３ 時 点 の 分 析 結 果 に 一 貫 性 が 見 ら れ な い こ と を 示 し て い る 。 さ ら に

◎は 3 時点の分析結果が同様であり，知見の安定性が確認されたことを

示している。  
出典：筆者作成  
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2 含意 

	 分析の結果，奨学金が学習時間を増加させ，娯楽・交友の時間を減少させる効果を有

することが比較的安定的に検出された。また，この効果は国公私立大学を問わず見られ

る傾向が強かった。 

	 奨学金受給と学生の学習との正の関係性については国際的な研究動向でも着目されて

おり，例えば Cabrera et al. （1992），Nora et al. （1996），Nora, Barlow and Crisp（2006）の

一連の研究では，奨学金受給によって，学生は経済問題から解放されて十分に大学生活

に参与することが可能となるとされている。本研究の知見も基本的にはこれに合致する

ように見える。 

	 しかし，本研究の結果では，奨学金にアルバイトの時間を減少させる効果は一貫して

認められなかった。つまり，学生は経済問題から解放されているわけではないが，それ

でもなお学習に励んでいるのである。本研究を通して，学生の多忙化の一端が垣間みる

こととなったわけである。奨学金の奨学効果は限定的である。こうした学業と休暇のト

レードオフは，日本固有の現象である可能性がある。先述の通り奨学金受給と学生の学

習との正の関係性については国際的な研究動向において検証が進んでいるが，ここでは

学業と就労（アルバイト）のトレードオフが想定されている。一方で，日本の学生は学

業と就労はトレードオフではない。むしろ正の相関すらありえることが本研究で示唆さ

れている。このことは，大学生の多忙化を示唆しており，今後のさらなる学術的解明と

制度的対応が求められる。この点については貸与額別の分析でもさらに検討する。 

	 また，娯楽嗜好費については知見が安定していないにも関わらず，娯楽交友時間につ

いては比較的安定的な減少効果が確認された点については解釈が難しい。この点につい

ても今後の研究課題としたい。 

	 最後に，奨学金制度が持つインパクトが，私立大学で強く見られたことの意味を強調

しておきたい。2 章でも確認した通り，授業料免除が相対的に難しい私立大学の学生にと

って，奨学金制度は重要な経済支援制度である。さらに，奨学金が学生の学習を促進す

る効果は，偏差値如何に限られるものではない。こうした点も考え合わせると，私立大

学の学生が奨学金受給により得た機会を活用して大学生活を充実した意味のあるものに

している様子が確認できた点は，奨学金制度の意義を考える上では重要な発見である。

あえて大胆に約言すれば，現行の奨学金制度は，特定のエリートのためのものではなく，

庶民のための経済支援として有効に機能しているとも言えるだろう。 
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4 貸与額による検証 

4−1 研究の目的 

    本節の目的は，日本学生支援機構の第二種奨学金が大学生の「生活時間」にどの

ような影響を与えるかについて，奨学金の貸与月額に着目し，一般化傾向スコアを

用いた調整法で検証することにある。 

	 第 2 章では，日本学生支援機構の第二種奨学金が大学生の経済活動に与える影響

を明らかにしたが，多角的に奨学金効果を検証するため，本節では①第二種奨学金

受給者を正確に抽出することができる 2012 年度『学生生活調査』をデータとして，

②奨学金の貸与額に着目して，③先行研究に残された統計手法の問題点を克服でき

る二値変数を多値変数に拡張した一般化傾向スコアを用いて，奨学金効果を検証す

る。 

    またこれまでと同様に学生生活の一部分だけに着目するのではなく可能な限り全

体を扱う。生活時間には「いくつかの行動のトレードオフ」（矢野 1996）という特徴

があるため，総合的な分析はより一層重要である。1 日は 24 時間に限られるため，

生活時間の一つの部分の増減をもって，奨学金の影響を評価することはできない。

例えば学習時間が増えたからといって，これと同時にバイト時間が増えていたり，

場合によっては睡眠時間等の生活に必須の時間が削られていては，問題である。こ

うした観点から，生活時間に対する奨学金の影響は，構造的に検証する必要がある。 

 

4-2 データ・分析枠組み 

	 データについては，2 章 4 節と同様に，日本学生支援機構による 2012 年度『学生

生活調査』を用いる。データは，変数に欠損値を持つサンプルを除いたものである。

最終的に，国公立大学27の標本数は 4,990人，私立大学の場合，4,310人である。 

   2章 4節と同様に，傾向スコアを算出する処置変数の設定は，非受給者を「0」，貸

与月額 3万円を「1」，5万円を「2」，8万円を「3」，10万円を「4」，12万円を「5」

とする。独立変数については，先行研究を参考した奨学金受給に影響を与える変数

を独立変数として，多項ロジスティック回帰分析を行い，一般化傾向スコアを算定

                                                        
27 国公立と私立を分けて分析する理由は，2章 4節を参照されたい。 
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していく。そして，一般化傾向スコアの逆数を用いてサンプルには特定のグループ

の代表性に対応する重み付け，処置群と対照群の差の期待値（生活時間）を求める。

2章 4節のバランス評価により，処置群と対照群の独立変数は均質化されたと判断で

きることを確認済みである。（一般化傾向スコアの算出およびマッチングの妥当性

の評価については，2章 4節を参照されたい。） 

 

4-3 奨学金の貸与額と生活時間の関連性 

	 図表 3-14 は第二種奨学金貸与額を主軸に，設置者別にみる受給者と非受給者の週

当たり生活時間を比較したものである。全体として，貸与額別に分析すると，一部

の例外を除き，奨学金受給者と非受給者の生活時間配分に関する差はほとんど消失

する。有意差が生じているものとしては，国公立大学については，生活時間合計に

ついて貸与額 5万円で 2.18時間（1.85％）増加している。大学の授業について貸与額

10 万円で 1.63 時間（9.05％）増加している。授業関連の学習について貸与額 5 万円

で 0.99時間（10.85％）増加している。アルバイトについて貸与額 5万円で 1.46時間

（16.80％），8万円で 2.19時間（25.18％）増加している。解釈は難しいが，低額・高

額のゾーンよりも中間の貸与額（5 万円・8 万円）で有意差が生じている。私立大学

について有意差があるものとしては，サークル活動については貸与額 3 万円で 1.71

時間（31.49％），10 万円で 1.70 時間（31.34％）増加している。アルバイトについて

は貸与額 5万円で 1.26時間（12.48％），8万円で 2.47時間（24.51％）増加している。

就職活動について貸与額 5万円で 0.56時間（69.13％）増加している。睡眠について

貸与額 10万円で 1.85時間（4.05％）減少している。やはり中間の貸与額（5万円・8

万円・10万円）で有意差が生じている。 

逆に，貸与額別の経済活動への影響の分析で見られた差異が消失したケースとし

ては，2 章 4 節では修学に関する事実として低額貸与（3 万円）以外のグループで一

貫して修学費が増加していたが，一方の本節の生活時間について見てみると，大学

の授業，授業関連の学習，授業外の学習について，差が見られるケースは稀であっ

た。 

	 アルバイトについては，貸与額別の経済活動への影響の分析では国公立大学の低

額貸与（3万円）のグループでアルバイト収入の有意な増加が見られた。私立大学の

場合は 8 万円貸与のグループで増加の傾向が見られた。これとの対比で貸与額別の

生活時間に関する分析結果を見ると，国公立大学については 3 万円貸与のグループ
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には有意差はない。3万円貸与のグループのアルバイト時間は，10.54%の増加となっ

ており，影響の方向性は支出に関する分析と同じ方向性を示してはいるが，やはり

増加の幅は大きいと言えない。国公立大学についてアルバイト時間増加の傾向が見

られたのは 5万円・8万円のグループであった。私立大学でも 5万円・8万円のグル

ープでアルバイト時間増加の傾向が見られた。 
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図表 3-14 第二種奨学金貸与額が学生の生活時間に与える影響 

 

  出典：筆者作成 
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4−4 小結 

1 知見の整理 

	 本節では，奨学金受給と交絡する変数（例えば，家庭の年間所得）を統制するた

め，先行研究で用いた二値変数しか分析できない傾向スコアマッチングを改善した

一般化傾向スコアで，第二種奨学金貸与額と学生の生活時間の関係性を実証的に検

証した。 

	 貸与額別に分析した結果，奨学金受給者と非受給者の生活時間配分に関する差は

ほとんど消失した。低額・高額のゾーンよりも中間の貸与額（5 万円・8 万円）でい

くつかの項目について有意差が見られた。 

2 ディスカッション 

	 貸与額別の分析については，経済活動については低額の奨学金には概して効果が

認められず，それ以外では受給者と非受給者の間に差が見いだされた。しかし，そ

れにも関わらず，生活時間については受給者と非受給者の間の差が見られなかった。 

このように貸与額別に奨学金が経済活動・生活時間へ与える影響を比較すると，奨

学金が学生に与える影響の複雑性の解明がその緒についたばかりであることが改め

て確認される。 

	 例えば経済活動について安定的に見られた家計給付の抑制や修学費支出の増加は，

学生の学習行動の変容や修了後の教育成果にどのようなメカニズムを通して影響す

る（あるいはしない）のだろうか。この点を解明するためには，学生個人の価値観

や学生の大学生活の質（例えば奨学金の受給により学習の効率性や能動性がどのよ

うに変化したか）に踏み込んだより詳細な理論的・実証的な研究が必要となるだろ

う。 
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終章 貸与型奨学金の受給が学生の経済活動及び生活時間配分に

与える影響 

     

1 知見の整理 

	 本研究では，奨学金が学生の経済活動及び生活時間配分に与える影響について，

先行研究で残った統計手法の問題点を克服するための傾向スコアマッチングを用い

て，奨学金の効果の検証を試みた。 

 

1−1 奨学金効果の検証に関わる方法論の検証 

	 第 1 章では，奨学金の影響に関わる先行研究をそれぞれの分析方法の意義や限界

を検討したうえで，追試を行ってその意義・限界を検証した。 

   その結果，平均の差の検定では奨学金（独立変数）と学生の経済活動や生活時間配

分（従属変数）の双方に影響を与える要因を統制できないこと，この問題を克服し

ようと重回帰分析を採用しても内生性が生じること，さらに内生性を克服するため

に措置効果モデルを用いたとしても多重共線性が生じてしまうことを明らかにした。

そして，傾向スコアマッチングを活用することで内生性と多重共線性の問題を克服

できることを明らかにした。 

	 傾向スコアマッチングは，ある者（本研究では学生）が，ある処置（本研究では

奨学金）を受ける確率を算出し，その確率が同じあるいは近似の者同士をマッチン

グすることで，処置を受けるかどうかを左右する共変量をイコールフッティングす

る方法である。これにより処置を受けるかどうかをほぼランダムに近くし，内生性

の問題を克服することができる。また，共変量を傾向スコアという１次元の尺度に

縮約することで，多重共線性を回避することができる。ただし，未知の重要な共変

量が存在する可能性を完全に排除することはできないため，内生性のリスクを完全

に排除することはできないという限界性もある。 

	 第１章では傾向スコアマッチングを本研究の分析方法として採用することの意義

と限界を確認した。また複数の分析方法を援用することで，奨学金制度が大学生に

与える影響に関する分厚いエビデンスを構築できることが示唆された。分析の結果，

奨学金が娯楽嗜好費を増加させる傾向が認められないことが明らかになった。複数
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方法を単一のデータに適用するという分析方法が採られることは稀であるが，これ

によって強固なエビデンスが得られることが明らかになったことは，本研究の１つ

の知見だと言える。 

 

1-2 奨学金効果の検証（1）：奨学金受給が学生の経済活動に与える影響 

	 第 2 章では，日本学生支援機構奨学金が大学生の収入・支出に与える影響を傾向

スコアマッチングを用いて，単年度分析，多年度分析，貸与額別分析により検証し

てきた。 

	 これにより奨学金が家計からの給付を大幅に抑制するとともに，修学費への支出

を促進させる効果を保持していることが明らかになった。一方で，アルバイトの抑

制については確認できなかった。この点は制度上の課題であり，貸与額の十分さや

給付型奨学金の必要性に関する議論において本研究の知見が参照されることを期待

する。 

	 また，娯楽嗜好費支出への影響については，安定した知見が得られなかった。こ

の点については今後の学術的課題である。娯楽嗜好費への影響については，例えば

学生文化や学生の消費性向に関する経済的な知見などを応用しながら，奨学金に関

する学生選択論を構築していくことで，解明していくという方途が有望である。 

	 傾向スコアマッチングならびに一般化傾向スコアマッチングについては，1章で明

らかになった通り，因果効果の厳密な測定という意味では有効である。ただし，傾

向スコアが複数の共変量を一元的な尺度に縮約されたものである以上，原理的に傾

向スコアマッチングは複数の変数間の因果効果を構造的に把握することには向いて

いない点にも留意が必要である。 

 

1-3 奨学金効果の検証（2）：奨学金受給が学生の生活時間に与える影響 

	 第 3 章では，日本学生支援機構奨学金が大学生の生活時間配分に与える影響を，

傾向スコアマッチングを用いて，単年度分析，多年度分析，貸与額別分析により検

証してきた。この分析を通して，奨学金が学習行動を促進し，娯楽交友時間を抑制

する「奨学効果」を持つことを示す強固なエビデンスが得られた。前者については，

直接的に奨学金制度の意義を示す証拠とも言えるが，娯楽・交友時間が削られるこ

とを手放しで歓迎することはできないはずである。 
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	 しかも，生活時間を見る限り，奨学金によって学生の就労時間は減少しておらず，

そのかわりに休暇時間が減少している。奨学金が学生の多忙化を促進していること

が示唆されている。奨学効果を維持しつつ，多忙化に歯止めをかけるためには，成

績優秀者への返還免除などの措置を図る余地を検討する必要がある。こうした学業

と休暇のトレードオフは，日本固有の現象である可能性もあり，学術的な観点から

も重要な知見である。  

 

2 本研究の研究意義 

    本研究の初発の動機は，一部の未返還や無駄遣いのケースを大きく取り上げて奨

学金制度全体を忌避するかのようなセンセーショナルな言説を批判的に検証するこ

とである。この意味では，本研究の最も重要な意義は，質の高いエビデンスに基づ

いて日本学生支援機構奨学金が持つ機会均等機能や奨学機能を実証した点にあると

言える。本研究は，奨学金の無駄遣いを非難する報道や奨学金制度を忌避するよう

な言説に対する確たる反証を提出した点において，意義を持つ。 

	 これに加えて，奨学金制度の機能に関連して，学術的・社会的な観点から以下の 6

点を本研究の意義28としてあげることができる。 

 

1 奨学金研究の方法論の確立に関する貢献 

本研究では，奨学金研究の方法論について，特に実証的な分析方法の意義や限界

を理論や追試によって検証した。こうした検証は，奨学金研究および高等教育研究

の方法論の確立に寄与するものである。この点に関する本研究の貢献は，以下の 2点

に集約できる。 

まず傾向スコアマッチングについて，その原理や手続きを詳細に明らかにすると

ともに，分析方法としての意義や限界を実際の分析の中で確認した。傾向スコアマ

ッチングのような準実験的な分析方法は，近年の教育社会学研究の 1 つのトレンド

になりつつあるが，本研究は傾向スコアマッチングの意義のみならずその限界を明

らかにすることで，そうした研究動向を更に推し進めるものである。 

                                                        
28 本研究の意義は，昨年度の研究経過報告書を基に大幅に修正したものである。 
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次に単一のデータに対して複数の分析方法を援用することで，奨学金制度が大学

生に与える影響に関する強固なエビデンスを構築できることが示唆された。医学や

心理学のような実験あるいは準実験的な分析が盛んな領域では，メタアナリシスの

方法が整備され，研究方法論の整備とその実践への応用（エビデンスに基づく医療

など）がめざましく進められている。 

しかし，高等教育研究の方法論は実験や準実験に限定されない。様々な社会調査

や実証分析の方法が，自由に応用・適用される点に魅力があるとも言えるが，知見

の統合が難しく，政策評価の方法論が整備しづらいのも事実である。こうした中で，

本研究では複数の分析方法を援用し，様々な条件（設置形態別や貸与額別）のもと

での因果効果の方向（正負）や有意差を比較検討した。これにより利用可能なデー

タから得られる知見を可能な限り最大化し，現時点で明らかにできる点・できない

点を峻別しながら，教育制度・政策が社会に与える影響を実証的に検証し，信頼の

おけるエビデンスの構築をはかってきた。この試みがある程度成功しているとすれ

ば，本研究がとったプロセスは，高等教育研究の方法論のみならず，高等教育制度

に関する評価の方法論としても有用なものだと言えるはずである。 

 

2 奨学金制度の複合的な機能の解明 

		第 2章・第3章では，奨学金制度が持つ奨学機能とその課題が明らかになった。ま

た，設置形態別・種目別・貸与額別の分析によって，どのような条件のもとで奨学

金の機能が十分に発揮されるのかを多角的に検証した。	

		特に奨学金が学生の経済活動に与える影響については，低額貸与の限界と高額貸

与の意義が示唆された。この点については今後さらなる検証が必要ではあるが，奨

学金制度の改善という点では意義のある知見である。ただし，高額貸与は未返還問

題が生じたときの負の影響もまた大きいことを踏まえると，高額貸与に効果がある

からといって，それを手放しで奨励することはできない。	

		奨学金制度の見直しを行うとすれば，それは高額貸与が実現している機能や効用

を低リスクで生じさせるような改善案でなければならない。この意味では，やはり

給付型奨学金の充実が重要である。	

		この他，例えば本研究で明らかになった奨学金制度の奨学効果を活かす観点から

は成績優秀者への返還免除が有効と思われる。さらに，次項で詳述するが，貸与型

奨学金制度が奨学金受給者のアルバイトを抑制できないとすれば，この問題を軽減
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するための方策としては所得連動型返還制度が有効である可能性がある。このよう

な給付型奨学金制度以外の選択肢も検討に値すると言える。	

	

3 学業・就労・休暇のトリレンマとその日本的特性の発見 

奨学金受給者に見られる学習時間の増加は，就労時間（アルバイト時間）の低下

とではなく，休暇時間（娯楽交友時間）とのトレードオフとなっている。国際的な

研究動向では，奨学金が学習を促進するのは，それが学生を就労から解放するから

であるとされる（DesJardins et al. 2010, Barrow and Rouse 2018など）。しかし，日本で

はそうではない。日本では，学生は奨学金を受給し，それを活かして勉学に励み，

更にはアルバイトに励み，娯楽交友時間を削っているのである29。 

こうした知見は，学業・就労・休暇のトリレンマ（3要素が同時に成立することの

困難性）を示唆しており学術的に興味深い発見であると言える。今後は，例えば学

生選択論との接続をはかりながら，学生の経済活動を解明していく学術的努力が求

められる。 

また，特に日本においては，ありていに言ってしまえば，学生の我慢によって奨

学金制度が機能しているのだとすれば，制度の持続可能性や倫理性に関する疑念が

残る。学生が過度な就労の負担から解放され勉学に集中できる環境を整えるために

は，奨学金制度の改革が重要である。その際には，本研究で得られた知見が手がか

りとなるはずである。 

	

4 低偏差値大学において奨学金が学生生活に与える影響の解明 

	 本研究では奨学金が低偏差の学生の生活時間に及ぼす影響を明らかにした。低偏

差の奨学金受給者は，非受給者より学習関連時間を増加させていること，また娯楽

交友時間を非受給者と同水準に抑えていることが明らかになった。よって，経済的

な理由で進学困難，かつ低偏差ランクの大学にしか進学できない学生に対する奨学

金支給の正当性を確認されたと言える。このことは，特に低所得層の学生はローン

                                                        
29  日本の大学では，単位の取得が容易であるため，アルバイトに時間を使えるという指摘
もある（濱中 2020） 
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回避傾向があるため進学を忌避することに鑑みれば，重要な政策的意義を持ってい

る。	

	

5 奨学金政策に対する通俗的言説の是正 

	 本研究では，奨学金の影響に関わる先行研究の分析方法の意義や限界を検証した

うえで，さらに複数の分析方法を援用することによって，奨学金が娯楽嗜好費を増

加させる傾向が認められないことが明らかになった。これにより新聞報道等による

センセーショナルな言説に対する反証を得た。	

 

6 高等教育のユニバーサル化の中で奨学金制度が果たす機能の検証 

    小林（2017）では，日本では授業料免除など，私立大学の学生に対する経済支援

が不十分とされている。こうした中で，本研究により私立大学の学生が奨学金制度

を十分に活用している姿が改めて浮かび上がってきたことは示唆的である。 

    今後，高等教育無償化などの奨学金制度に代替するような学生への経済支援制度

が拡充していく可能性もあるが，その場合には奨学金制度が（低偏差値の大学も含

めて）私立大学の学生に与えている影響についても十分に考慮したうえで，制度の

最適化を図る措置が必要となるだろう。 
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補足資料     

図表補-1 設置者・年度別にみる奨学金が収入に与える影響 
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図表補-2 設置者・年度別にみる奨学金が支出総額・学費支出に与える影響 
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図表補-3 設置者・年度別にみる奨学金が生活費支出に与える影響 
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図表補-4 設置者・年度別にみる奨学金が生活時間配分に与える影響 
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【前頁からの続き】 
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図表補-5 設置者・年度別にみる第一種奨学金が収入に与える影響 
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図表補-6 設置者・年度別にみる第一種奨学金が支出総額・学費支出に与える影響 

 

%%%% %%%%

	�V��

��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ,/-3*03. ,0+1*-34 )22*2+1 ' .,*0 )0*-& =GF>I?CA@% /4*/0/ /2*/21 ,*424 % .*/ /*-&

9AHGAE%:>I?CDGB ,/.-*1., ,/1-*1.- ).+*++, % .-*3 )-*,& 9AHGAE%:>I?CDGB /4*0-, /3*.42 ,*,-/ % 1*2 -*.&

=GF>I?CA@% ,..2*1++ ,.3,*+1/ )/.*/10 % -3*/ ).*,& =GF>I?CA@% //*4-0 /0*23, )+*301 % .*, ),*4&

9AHGAE%:>I?CDGB ,..2*32. ,.11*140 )-3*3-- % -4*. )-*,& 9AHGAE%:>I?CDGB //*3+2 /-*2,/ -*+4. % .*- /*4&

=GF>I?CA@% -+/1*/42 -++.*-/1 /.*-0, % /3*1 -*-& =GF>I?CA@% 04*+/4 /0*4/0 ,.*,+. ''' .*2 -3*0&

9AHGAE%:>I?CDGB -+.2*0-2 ,414*.4+ 13*,.2 ' .-*2 .*0& 9AHGAE%:>I?CDGB 04*,12 /.*33+ ,0*-33 ''' /*, ./*3&
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ,.30*+/2 ,/20*--- )4+*,2/ '' .,*2 )1*,& =GF>I?CA@% /1*0-/ /1*0., )+*++2 % .*. +*+&

9AHGAE%:>I?CDGB ,.31*.,4 ,.20*.30 ,+*4./ % .,*. +*3& 9AHGAE%:>I?CDGB /1*13, /+*+11 1*1,0 % .*0 ,1*0&

=GF>I?CA@% ,.4/*,,+ ,.34*3,4 /*-4, % .,*3 +*.& =GF>I?CA@% 0+*,21 //*-2- 0*4+/ % .*- ,.*.&

9AHGAE%:>I?CDGB ,.4/*,,+ ,.31*23, 2*.-3 % -4*+ +*0& 9AHGAE%:>I?CDGB 0+*,21 /,*./, 3*3./ ' .*2 -,*/&

=GF>I?CA@% ,4-3*2+/ ,434*/+4 )1+*2+0 % /2*/ ).*,& =GF>I?CA@% /-*,3+ /-*03, )+*/+, % -*3 )+*4&

9AHGAE%:>I?CDGB ,4-4*-43 ,4-3*0/- +*202 % .0*- +*+& 9AHGAE%:>I?CDGB /-*-/0 .4*2-/ -*0-+ % -*/ 1*.&
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ,/24*,+. ,0,4*-1. )/+*,1+ % -1*4 )-*1& =GF>I?CA@% 1+*1.2 /-*-+4 ,3*/-3 ''' .*0 /.*2&

9AHGAE%:>I?CDGB ,/23*+// ,/0,*+,- -2*+.- % -.*/ ,*4& 9AHGAE%:>I?CDGB 1+*3+4 .2*+40 -.*2,/ ''' .*1 1.*4&

=GF>I?CA@% ,/.1*++0 ,/++*,44 .0*3+1 % -1*- -*1& =GF>I?CA@% /4*44. //*+++ 0*44. % .*/ ,.*1&

9AHGAE%:>I?CDGB ,/./*24/ ,.2/*.+, 1+*/4. ' -/*/ /*/& 9AHGAE%:>I?CDGB /4*/43 .4*+42 ,+*/+, '' .*3 -1*1&

=GF>I?CA@% ,41+*-03 -+41*13, ),.1*/-. '' /2*. )1*0& =GF>I?CA@% 0.*134 .4*322 ,.*3,- ''' -*4 ./*1&

9AHGAE%:>I?CDGB ,41+*-03 ,4.4*3-/ -+*/./ % .0*2 ,*,& 9AHGAE%:>I?CDGB 0.*134 .1*/+3 ,2*-3, ''' .*0 /2*0&

��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% //*++4 //*10+ )+*1/, % /*1 ),*/&

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB //*-,- .3*3-0 0*.32 % /*4 ,.*4&

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% -2*++1 .,*/3+ )/*/2/ % .*0 ),/*-&

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB -2*+/. -3*+1/ ),*+-, % .*4 ).*1&

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% /4*,+3 /,*1/. 2*/10 % /*. ,2*4&

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB /2*.00 /,*.40 0*41+ % 0*1 ,/*/&
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% /,*.+4 /,*4+/ )+*040 % /*0 ),*/&

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB /,*,+3 ..*0/, 2*012 % /*. --*1&

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% -3*+3, -4*//+ ),*.1+ % .*3 )/*1&

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB -3*+3, -/*1.0 .*//1 % .*3 ,/*+&

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% /.*,43 .2*2+0 0*/4. % .*0 ,/*1&

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB /.*-10 ..*0-. 4*2/- ' /*, -4*,&
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ,+1*./2 4-*.-2 ,/*+-+ % ,,*/ ,0*-& =GF>I?CA@% 0-*+3, /3*1./ .*//2 % /*+ 2*,&

9AHGAE%:>I?CDGB ,+1*,4+ 3-*10, -.*0.4 % ,.*, -3*0& 9AHGAE%:>I?CDGB 0,*1.0 .2*,34 ,/*//1 '' /*0 .3*3&

=GF>I?CA@% ,,,*.4, ,+1*02/ /*3,2 % 4*/ /*0& =GF>I?CA@% -1*-34 -2*44/ ),*2+1 % .*+ )1*,&

9AHGAE%:>I?CDGB ,,,*422 44*303 ,-*,,4 % ,+*. ,-*,& 9AHGAE%:>I?CDGB -1*+44 --*4+1 .*,4- % -*4 ,.*4&

=GF>I?CA@% 4/*4+, ,+.*034 )3*132 % ,-*2 )3*/& =GF>I?CA@% .,*-0- .+*222 +*/20 % .*+ ,*0&

9AHGAE%:>I?CDGB 4/*4+, 33*.,, 1*04+ % 4*+ 2*0& 9AHGAE%:>I?CDGB .,*-0- -.*+-1 3*--1 '' -*1 .0*2&

��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )

=GF>I?CA@% ) ) ) ) ) ) =GF>I?CA@% ) ) ) ) ) )

9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) ) 9AHGAE%:>I?CDGB ) ) ) ) ) )
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% /1/*/., 0-2*1-- )1.*,4, ''' 2*. ),-*+& =GF>I?CA@% .1*4.1 /4*2++ ),-*21/ '' /*- )-0*2&

9AHGAE%:>I?CDGB /10*-42 0+0*+30 ).4*233 ''' ,,*4 )2*4& 9AHGAE%:>I?CDGB .2*,+/ /+*.1. ).*-1+ % /*+ )3*,&

=GF>I?CA@% 0,2*.41 0.+*22+ ),.*.2/ % ,+*+ )-*0& =GF>I?CA@% 1+*32/ 12*3.0 )1*41, % /*3 ),+*.&

9AHGAE%:>I?CDGB 0,3*0+1 0,/*1,- .*340 % ,2*1 +*3& 9AHGAE%:>I?CDGB 1,*++/ 02*,-2 .*323 % /*. 1*3&

=GF>I?CA@% ,,,/*0.+ ,,1,*4/0 )/2*/,1 % ./*/ )/*,& =GF>I?CA@% 12*.24 22*2-1 ),+*./3 ' /*0 ),.*.&

9AHGAE%:>I?CDGB ,,+4*4.- ,+4-*304 ,2*+2. % ,3*. ,*1& 9AHGAE%:>I?CDGB 13*+42 1,*0+2 1*04+ % /*+ ,+*2&
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% /13*041 0-0*-.2 )01*1/, ''' 2*, ),+*3& =GF>I?CA@% /+*,.- /3*3-4 )3*142 ' /*, ),2*3&

9AHGAE%:>I?CDGB /13*21, /33*+/, ),4*-24 % ,,*3 )/*+& 9AHGAE%:>I?CDGB /+*/+0 .4*31/ +*0/, % /*- ,*/&

=GF>I?CA@% 0+-*1/3 0.3*+4+ ).0*//, ''' 2*/ )1*1& =GF>I?CA@% 1-*,4. 11*/,1 )/*--. % 0*3 )1*/&

9AHGAE%:>I?CDGB 0+-*1/3 0-/*.40 )-,*2/2 ' ,+*3 )/*,& 9AHGAE%:>I?CDGB 1-*,4. 02*0.. /*11, % 0*0 3*,&

=GF>I?CA@% ,,-+*42, ,,44*-1+ )23*-34 ' .2*2 )1*0& =GF>I?CA@% 2+*3,/ 23*2-2 )2*4,. ' /*+ ),+*,&

9AHGAE%:>I?CDGB ,,-+*20, ,,-3*+-. )2*-2- % -/*1 )+*1& 9AHGAE%:>I?CDGB 2+*22- 12*11- .*,,+ % .*2 /*1&
��� ��� %;*7* �T�US ��� ��� %;*7* �T�US

=GF>I?CA@% /0+*.10 0..*2++ )3.*..1 ''' 3*+ ),0*1& =GF>I?CA@% .2*31, /,*-01 ).*.41 % .*3 )3*-&

9AHGAE%:>I?CDGB /0,*2/- /41*4-0 )/0*,3. ''' ,+*3 )4*,& 9AHGAE%:>I?CDGB .2*4./ .-*+44 0*3.0 ' -*3 ,3*-&

=GF>I?CA@% 0,0*-1, 000*,4+ ).4*4-3 ''' 2*3 )2*-& =GF>I?CA@% 0+*../ 0+*43- )+*1/3 % .*1 ),*.&

9AHGAE%:>I?CDGB 0,0*.12 00+*023 ).0*-,, ''' 4*4 )1*/& 9AHGAE%:>I?CDGB 0+*0++ .4*1+1 ,+*34/ '' .*/ -2*0&

=GF>I?CA@% ,,-/*2,1 ,-40*+.2 ),2+*.-+ ''' .0*+ ),.*-& =GF>I?CA@% 2-*,,3 2-*.., )+*-,. % .*4 )+*.&

9AHGAE%:>I?CDGB ,,-/*2,1 ,,1.*0+, ).3*23/ % -1*- ).*.& 9AHGAE%:>I?CDGB 2-*,,3 11*.,3 0*3++ % .*4 3*2&

%'5*+0%''5*+,%'''5*++,

�� ��

�� ��

O"� V8-3 6<<

�� ��

L���(��#V8-3 6<<

�� ��

�� ��

O"� V8-+ 6<<

�� ��

L���(��#V8-+ 6<<

�� ��

�� ��

O"� V8,3 6<<

�� ��

L���(��#V8,3 6<<

�� ��

�� ��

O"� V8,1% 6<<

�� ��

L���(��#V8,1 6<<

�� ��

�� ��

N�
�� V8-3 6<<

�� ��

K�#R�!V8-3 6<<

�� ��

�� ��

N�
�� V8-+ 6<<

�� ��

K�#R�!V8-+ 6<<

�� ��

�� ��

N�
�� V8,3 6<<

�� ��

K�#R�!V8,3 6<<

�� ��

�� ��

N�
�� V8,1 6<<

�� ��

K�#R�!V8,1 6<<

�� ��

�� ��

M�� V8-3 6<<

�� ��

J���$T�#Q
PUV8-3 6<<

�� ��

�� ��

M�� V8-+ 6<<

�� ��

J���$T�#Q
PUV8-+ 6<<

�� ��

�� ��

M�� V8,3 6<<

�� ��

J���$T�#Q
PUV8,3 6<<

�� ��

�� ��

M�� V8,1 6<<

�� ��

J���$T�#Q
PUV8,1 6<<



                                                                                 

 
 

143 

図表補-7 設置者・年度別にみる第一種奨学金が生活費支出に与える影響 

 

#### ####

��S�	


�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# **1')00 **.'(0) +')(/ # 1') )',$ :DC;F<@>=# )*/'/)0 )+/'+.. &1'.,1 # 0'- &/'($

6>ED>B#7;F<@AD? **1'011 *+('.,) &('/,+ # )('1 &('+$ 6>ED>B#7;F<@AD? )*0'(11 ))0'.+1 1',.( # /'1 0'($

:DC;F<@>=# )..'1-1 )/('1.* &,'((+ # /'* &*'+$ :DC;F<@>=# )(1'..( )*+'/.. &),')(. # /'+ &))',$

6>ED>B#7;F<@AD? )..'+-* )//'*-) &)('011 # .'0 &.')$ 6>ED>B#7;F<@AD? )(1'0/+ ))-'-,+ &-'./( # /'0 &,'1$

:DC;F<@>=# )11')(. )/.')(- *+'(() %% 0'- )+')$ :DC;F<@>=# ))('000 ),*',+( &+)'-,* %%% 0'- &**')$

6>ED>B#7;F<@AD? )10'/)) )1)'.,- /'(.. # 1'/ +'/$ 6>ED>B#7;F<@AD? ))('-1/ )+*'.(, &**'((/ %% /'. &).'.$

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# **('+-, ***'*+0 &)'00, # 1'* &('0$ :DC;F<@>=# )*0'(-/ ),/'*.+ &)1'*(. % 0'. &)+'($

6>ED>B#7;F<@AD? **('+1/ *)-'01* ,'-(- # 1'- *')$ 6>ED>B#7;F<@AD? )*0',(* )*,'*./ ,')+- # 0'0 +'+$

:DC;F<@>=# )0)'.,0 )/.'0-. ,'/1* # 1'* *'/$ :DC;F<@>=# )+*'+(0 )+-'//+ &+',.- # 0'0 &*'.$

6>ED>B#7;F<@AD? )0)'.,0 )/0'-+* +'))/ # 0'/ )'/$ 6>ED>B#7;F<@AD? )+*'+(0 )+)',/- ('0+, # )('- ('.$

:DC;F<@>=# ).-'/-1 ).*'/-- +'((, # .'0 )'0$ :DC;F<@>=# )*1',/* ),+'/+, &),'*.+ % /'( &1'1$

6>ED>B#7;F<@AD? ).-'/+/ ).0'.0) &*'1,, # .') &)'/$ 6>ED>B#7;F<@AD? )*1'./) )++'-0+ &+'1)* # .'. &*'1$

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# *+1'(*1 **('1)1 )0'))( % /'0 0'*$ :DC;F<@>=# )*+'.0/ )+,'.+- &)('1,0 # .', &0')$

6>ED>B#7;F<@AD? *+/'/1) **('0), ).'1/. % /'+ /'/$ 6>ED>B#7;F<@AD? )*+'+.0 )**')+, )'*+, # .') )'($

:DC;F<@>=# )0,'(-1 )/)').+ )*'01. # /'- /'-$ :DC;F<@>=# )*)'-,( ),-')(. &*+'-.. %%% /'( &).'*$

6>ED>B#7;F<@AD? )0+'*.) )/+'-(0 1'/-+ # .'1 -'.$ 6>ED>B#7;F<@AD? )*)'0.( )+/')+0 &)-'*/0 % /', &))')$

:DC;F<@>=# ).)'*.1 )-1',+- )'0+, # /', )'*$ :DC;F<@>=# )*('-/- ),/'.1/ &*/')** %%% /'. &)0',$

6>ED>B#7;F<@AD? ).)'*.1 )-,'1.+ .'+(. # .'- ,')$ 6>ED>B#7;F<@AD? )*('-/- )+.'*+. &)-'..) % /'/ &))'-$


�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# +*/'/0* ++*',10 &,'/). # )0'* &)',$ :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? +*1'*/( +,('/)/ &))',,0 # ),'+ &+',$ 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# *.1')/+ *-/'1,( ))'*+, # ).'+ ,',$ :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? *.0',., *00'-(* &*('(+1 # )*'- &.'1$ 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# *//')+0 )01'(), 00')*, %%% )-'1 ,.'.$ :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? */,'*,( *-(',1- *+'/,- # )+'+ 1'-$ 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# +()',1) *1/'0)0 +'./+ # )0'. )'*$ :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? +()'//, *1.'1)- ,'0-0 # )-') )'.$ 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# */.'//0 *,/'1/) *0'0(/ # )1') ))'.$ :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? */.'//0 */-'-0- )')1+ # )-'+ (',$ 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# *(-')0, ).1'(*, +.').) %% )+') *)',$ :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? *(-'-(( *)('.)( &-'))( # ))'- &*',$ 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# +)+'1(+ +*('*-/ &.'+-, # )-', &*'($ :DC;F<@>=# /('0., .,'(+0 .'0*. % *'1 )('/$

6>ED>B#7;F<@AD? +)+'*-- +*1',0. &).'*+) # )('1 &,'1$ 6>ED>B#7;F<@AD? /('0/0 .,',)* .',./ # +'+ )('($

:DC;F<@>=# *1,'1,/ *+('+)0 .,'.*1 %%% ),'/ *0')$ :DC;F<@>=# /('1)+ .0'(-/ *'0-. # +'/ ,'*$

6>ED>B#7;F<@AD? *1,'-(/ *,.')1) ,0'+). %%% )*'. )1'.$ 6>ED>B#7;F<@AD? /('10+ ./'./( +'+)* # ,'. ,'1$

:DC;F<@>=# )1('()0 )-/'(+( +*'100 % )+', *)'($ :DC;F<@>=# 0-'--* /*'*+) )+'+*) %%% +'1 )0',$

6>ED>B#7;F<@AD? )1('()0 )/*',,* )/'-/. # )('( )('*$ 6>ED>B#7;F<@AD? 0-'--* /*'-+- )+'()/ %% ,'( )/'1$


�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

:DC;F<@>=# & & & & & & :DC;F<@>=# & & & & & &

6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & & 6>ED>B#7;F<@AD? & & & & & &

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# +/'.-0 +.'1/+ ('.0- # *'. )'1$ :DC;F<@>=# )))',(. )(+'1*+ /',0+ # .'( /'*$

6>ED>B#7;F<@AD? +/'-.- +.').. )'+11 # *'/ +'1$ 6>ED>B#7;F<@AD? )))'... )(+'/10 /'0.0 # /'- /'.$

:DC;F<@>=# +0',0, ,)'),. &*'..* # *'0 &.'-$ :DC;F<@>=# )(+')** )))'+0- &0'*.+ # .'( &/',$

6>ED>B#7;F<@AD? +0',0) +.'-)- )'1.. # *'. -',$ 6>ED>B#7;F<@AD? )(+'+,+ )(.'+./ &+'(*, # .'* &*'0$

:DC;F<@>=# ,*'.0* ,*'1+- &('*-+ # *'0 &('.$ :DC;F<@>=# )*.'.)/ )*-'-() )')). # .'- ('1$

6>ED>B#7;F<@AD? ,*'01- ,)').( )'/+- # *'0 ,'*$ 6>ED>B#7;F<@AD? )*.'-++ ))+'0,. )*'.00 # .'- ))')$

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# +,')-/ +0'/(, &,'-,/ # *'. )'1$ :DC;F<@>=# )(,',*. )(.'.10 &*'*/) # .'1 &*')$

6>ED>B#7;F<@AD? +,'+), +-',-. &)'),* # *'. +'1$ 6>ED>B#7;F<@AD? )(,',// )()'+,* +')+. # 1'+ +')$

:DC;F<@>=# ,)'0)0 ,*'+(( &(',0* # +', &.'-$ :DC;F<@>=# ))0',-0 )(0'/(( 1'/-0 # .'1 1'($

6>ED>B#7;F<@AD? ,)'0)0 +1'+,. *',/+ # +'1 -',$ 6>ED>B#7;F<@AD? ))0',-0 ))+'1,( ,'-)0 # 0'+ ,'($

:DC;F<@>=# +.'1.1 ,*'.0, &-'/)- % *'+ &('.$ :DC;F<@>=# )),')-/ ))*'1,( )'*)/ # -') )')$

6>ED>B#7;F<@AD? +/'(*. ,('00+ &+'0-/ # *'+ ,'*$ 6>ED>B#7;F<@AD? )),'++* )(-'0-+ 0',/1 # -'+ 0'($

�� ��� #8'4' �Q�RP 
�� ��� #8'4' �Q�RP

:DC;F<@>=# +/'(/) +*')11 ,'0/* % )'1 )-')$ :DC;F<@>=# 1+'/*. 0)',,/ )*'*/1 # .'. )-')$

6>ED>B#7;F<@AD? +/'()- *1',0+ /'-+* %%% *'+ *-'-$ 6>ED>B#7;F<@AD? 1+'/+. 0)'+11 )*'++0 # 0'. )-'*$

:DC;F<@>=# +/'-.( +.'0), ('/,/ # *'/ *'($ :DC;F<@>=# 0-'-01 /('.0. ),'1(+ % .'+ *)')$

6>ED>B#7;F<@AD? +/'.++ +*'(-/ -'-/. % *'0 )/',$ 6>ED>B#7;F<@AD? 0-'-)- .-'.,0 )1'0./ %% /'( +('+$

:DC;F<@>=# ,*',/. +/',-) -'(*- # *'/ )+',$ :DC;F<@>=# /0'10* 0-'(+- &.'(-+ # 0'. &/')$

6>ED>B#7;F<@AD? ,*',/. +-')., /'+)* % +') *('0$ 6>ED>B#7;F<@AD? /0'10* /1',)/ &(',+. # /'( &('-$

399

�� ��

G" S5). 399

�� ��

�� ��

J��
� S5).

399

�� ��

G" S5)0 399

�� ��

�� ��

J��
� S5)0

399

�� ��

G" S5*( 399

�� ��

�� ��

J��
� S5*(

399

�� ��

G" S5*0 399

�� ��

�� ��

J��
� S5*0

399

�� ��

H��O�� S5). 399

�� ��

�� ��

K!� S5).

399

�� ��

H��O�� S5)0 399

�� ��

�� ��

K!� S5)0

399

�� ��

H��O�� S5*( 399

�� ��

�� ��

K!� S5*(

399

�� ��

H��O�� S5*0 399

�� ��

�� ��

K!� S5*0

399

�� ��

I���� S5). 399

�� ��

�� ��

LMN�N�� S5).#

399

�� ��

I���� S5)0 399

�� ��

�� ��

LMN�N�� S5)0

399

�� ��

I���� S5*( 399

�� ��

�� ��

LMN�N�� S5*(

LMN�N�� S5*0 399

�� ��

I���� S5*0 399

#%2'(-#%%2'()#%%%2'(()

�� ��

�� ��



                                                                                 

 
 

144 

図表補-8 設置者・年度別にみる第一種奨学金が生活時間配分に与える影響 
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【前頁からの続き】 
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図表補-9 設置者・年度別にみる第二種奨学金が収入に与える影響 
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図表補-10 設置者・年度別にみる第二種奨学金が支出総額・学費支出に与える影響 
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図表補-11 設置者・年度別にみる第二種奨学金が生活費支出に与える影響 
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図表補-12 設置者・年度別にみる第二種奨学金が生活時間配分に与える影響 
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【前頁からの続き】 
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付記 

	 まず，日本の高等教育制度を研究する上で極めて重要なデータである「学生生活調

査」の分析の機会を与えていただいたこと，日本学生支援機構に厚く御礼申し上げま

す。 

    次に，本報告書及び博士論文の執筆にあたり多くの方々からのご指導をいただきま

した点について，改めてお礼申し上げます。 特に，指導教員である東北大学大学院教

育学研究科の島一則先生，副指導教員である福田亘孝先生，青木栄一先生，後藤武俊

先生，井本佳宏先生からご指導を賜りました。また日本の奨学金研究の第一人者であ

る東京大学・桜美林大学の小林雅之先生には，小林先生の主催による奨学金研究会に

参加させていただくとともに，研究についてもご助言をいただきました。高等教育研

究集会で発表した際には，コメントの国立教育政策研究所の濱中義隆先生，藤森宏明

先生より貴重なご助言を賜りました。重ねてお礼申し上げます。 

    最後に，本論文にかかわる責任は，全て筆者に帰するものであることを明記させて

いただきます。 
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